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プロローグ



「──ねえ忍しのぶ、もしあたしがいなくなったら、どうする？」

　戸惑いがちにこぼれた言葉。不安に揺れた琥こ珀はく色の瞳ひとみ。わずかに噛かみ締しめられた形の良い唇。そんな彼女の表情を見つめているうちに胸騒ぎが広がり、

「いなくなるって……どういう意味だ？」

　自分の口からもれた声は、予想以上に硬かった。

　マキナ・リーベライ・オランジェロ。目の前の少女は我が家の居候のひとりで、ルナの義理の妹で、半人半魔の悪魔だけれど、オレにとっては家族も同然だ。

　だから別れを予期させる彼女の言葉に、少なからず動揺していたんだと思う。

　学校からの帰路。クラスの皆から、生徒会選挙に立候補するのなら応援すると笑顔を向けられたマキナ。彼女はオレと一緒に家路を辿たどりつつも、選挙に出るかどうか悩んでいる様子だった。だがその途中。マキナは自分の父親、ブラムのおっさんから珍しく手紙が返ってきたと口にし、今もその表情を翳かげらせており、オレは戸惑いながらも言葉を続ける。

「どこかにいっちまうなんてことは、ないよな？」

「……別にいますぐってわけじゃないわ。ただ、お父さまが手紙で、そろそろ魔界に帰って来いって……。それで選挙のことも迷っているの」

　一度言葉を止め、マキナは寂しそうに微笑ほほえむ。

「いなくなるかも知れないのに、生徒会長に立候補するなんて、おかしな話でしょう？」

「……魔界に、戻るつもりなのか？」

「まだわからないわ。近いうちにお父さまが人間界こつちに来るみたいだから、そのときに決めるつもりよ」

　マキナの言葉は、オレが期待していたものではなかった。本当は帰るつもりはないと、そう言って欲しかった。けれど、

「……どんな事情があるのかはわからないが、お前がみんなと一緒にいたいのなら、ずっとうちにいてもいいんだぞ？　もし戻りたくないのなら、そのときはいつでも言ってくれ。オレでよければ力になる」

　柔らかくそう声を掛けると、マキナは心なしか瞳ひとみを潤ませ、そのまま小さく俯うつむく。

「忍しのぶは、ずるいわね。普段ふざけてばかりいるのに、こんな時は妙に優しいんだから」

「お前が相手だ。優しくもなるさ」

　言葉と共に軽く頭を撫なでたところ、わずかな間のあと、マキナは俯いたままぎゅっとこちらの服の袖そでを掴つかんだ。

「ねえ忍、生徒会選挙やお父さまが来ることはみんなにも伝えるつもりだけど、あたしが魔界に戻るかも知れないってこと、なずなと巴ともえさんにはまだ内緒にしておいてね」

「……なずなにもダメなのか？」

　確かに母さんはルナやマキナが悪魔である事を知らない。けれどなずなだったら……。

「余計な心配をかけたくないのよ」

　こちらの思考を遮るように、マキナは顔をあげて続ける。

「全部決まったら、ちゃんと話すから。それまでは黙っておいて」

「……わかった。だけどお前の気が変わったら、なずなにも話してやってくれ」

　オレがそう返すと、マキナは「ええ」と頷うなずいてこちらの服の袖から手を離し、

「遅くならないうちに……帰りましょう」

　話を打ち切るみたいに歩みを進めながら、そっとオレの手を取る。

　彼女の手は柔らかく、とても温かい。しかしマキナが自分からこんな風に手を繋つないでくるなんて滅多にない。彼女はどこか優しくオレの手を握り、少し無理をしたように微笑んでいて……次第に胸騒ぎが大きくなる。

　その後マキナと他愛のない会話のやり取りを繰り返しながらも、胸の中で不安と焦りが膨らんでいき、そしてマキナはうちに着くまでの間、温かな掌てのひらでずっと、オレの手を握り続けていた……。










第一章　よく似た温かな場所



　……突然だけど視界が真っ暗だ。

　目を開けているのにも拘かかわらず、不思議となにも見えない。しかし特に不安もなく、むしろ鼻び腔こうをくすぐる芳しく甘い匂においが心地ここち良よいぐらいである。それに頬ほおに覚える温かなぬくもりが外の寒さを和らげてくれているわけだけれど、

「やぁん……忍しのぶ……そこ……うぅん……ダメ……」

　これは一体どういう状況だ？　耳じ朶だを打つ、妙になまめかしいマキナの声。ふと我に返り、なんだかイヤな予感がしたが、とりあえず混乱した頭を整理することにしよう。

　休日の午後。少し稽けい古こに付き合ってもらおうと思い、今日はマキナを誘って近くの神社までやって来た。続いて移動に用いた自転車を境内近くに停とめ、それから神社の裏山へと足を運び、早速鍛錬をはじめたのだ。

　このさき退魔士を目指す身としては、いまから悪魔との攻防にも慣れておきたいところである。おそらく人気のないこの場所なら、誰だれかに見られる心配もなく、マキナも存分に力を発揮できるだろう。

　もっとも、マキナをここに連れて来た理由は稽古のためだけではなく、また彼女もあまり乗り気な様子ではなかったが、まあそれはさて置き。マキナが放つ風の弾丸を最小限の動きで躱かわしてさばき、なんとか受け流しつつオレは彼女との距離を潰つぶして大きく跳躍。

　こちらの前髪を揺らしながら肉迫するふたつの弾丸を裏拳と回し蹴りで叩たたき潰し、勢いを殺さず、また動きも止めず、跳躍した状態のまま流れるように横へと一回転。あとは遠心力が加わった右拳こぶしを打ち下ろす……わけにはいかなかった。

　相手はマキナだ。拳なんて振るえるはずもない。すぐさま攻撃の手を緩めたものの、いかんせんマキナに近づきすぎた。しかも空中ではこれ以上動きを変えることもできず、

『ちょ、ちょっと忍──きゃあ！』

　一応マキナも慌てて後ずさろうとしたみたいだが、やはり間に合わなかったようだ。

　彼女の腰にタックルをかますような形になってしまい、オレはマキナを巻き込んでその場に転倒──する直前。すかさず目一杯腕を伸ばし、彼女の後頭部と腰に手を回してこちらの両腕を下敷きにしたため、多分マキナに怪け我がはないと思われる。

　なにやら転ぶ瞬間、チラリと黒のなにかが視界の端を掠かすめたような気もするが、その先から現在まで目の前が真っ暗だ。

　先程なにがあったのか思い返してみたものの、いまいち今の状況が掴つかめない。それにさっきから感じる甘い匂い。頬に当たるぬくもり。また鼻先に覚えた柔らかくふっくらとした感触も気になる。一体なにがどうなっているんだ……？

　どうにもイヤな予感が脳裏を過よぎり、やめておけという警鐘が頭の片隅で鳴り響く。しかし若干の息苦しさも手伝い、試しにそっと顔を左右に動かしてみると、

「いやぁん……なにするのよ忍しのぶ……そんなところ……うぅん……擦こすらないで……」

「えっと、そんなところと言われても、そもそもこれはなんなんだ？」

「な、なんてことを訊きくのよぉ。そんなの言えるわけがないじゃない。とにかく……ぅんん……それ以上……ふぅん……動いたらダメよ？」

「しかしちょっと苦しいんだが？」

「あぁん……もう……喋しやべるのもダメ……」

　それじゃあオレはどうすればいいんだ？

　ますます艶つやを帯びていくマキナの声こわ音ね。まさかここはマキナの……と、さすがに不安に感じていたところ、ふと頬ほおに当たっていたぬくもりがゆっくりと離れていった。

　これはチャンスだ。すぐさまこの場から抜け出そう。

　動揺しながらもオレは勢いよく顔を引っ込めたのだけれど、それが意図せず、その、マキナの敏感なところを強く擦ってしまったらしく、

「やぁああん！」

　不意に悩ましい声があがり、続いて頬に覚えたのは、むっちりとした柔らかい感触。それがこちらの両頬をぎゅっと挟み込んできたと思ったら、マキナは小さく身体を震わせ、

「……動かないでって言ったのに……そのまま……じっとしててよ？」

　声音に恥じらいを乗せ、こちらの動きを止めるためか、軽くオレの頭を押さえてくる。

　しなやかな感触から察するに、こちらの頭に触れているのはマキナの両手だと思われる。

　また、先程はわからなかったけれど、オレの両頬を温かく包み込んでいるのは、間違いなくマキナの太ふと股ももだろう。

　しっとりと頬に吸いつくような、潤いを帯びたなめらかな肌。肉付きの良い太股から伝わる瑞みず々みずしい弾力感。さらにマキナと密着しているためか、さっきよりも強く甘い匂においを感じることもでき、正直かなり気分がいい。

　が、改めて状況を整理してみると、先程からオレはマキナのスカートの中に思いっ切り顔を突っ込み、そのままセクハラじみた真ま似ねを続けていたということになる。

　……なんてこった。見事に不安が的中。瞬く間に血の気が引いていく中、オレは最悪なことに気がついた。やばいことに呼吸ができないのだ。

　きっとマキナとの密着が強いせいだろう。ほぼ隙すき間まなくぴったりとくっついているため、こちらの鼻と口がふっくらとしたものに塞ふさがれており、そろそろ本気で息苦しくなってきた。しかしマキナはこちらの窮状に勘付く様子もなく、「ふぅー」と一息ついている。

　……このままではまずい。さすがに悪いとは思ったけれど、どうにも堪えることができず、酸素を求めてオレが再び身体を動かした途端、

「ひゃん……なんでまた……んんぅ……こらぁ……悪戯いたずらしちゃ……ダメよ……」

　いやいや、これは悪戯なんかではなく、オレはただ息がしたいだけなんだよ、と必死でそう訴えたものの、自分の口からは「ふごふご」と不ふ明めい瞭りような言葉がもれるだけであり、

「ああっ……唇……そんな風に動かしたら……あぁん……」

　いよいよマキナの口から嬌きよう声せいのようなソプラノボイスがこぼれ、非常に申し訳ない気持ちになってきた。できれば今すぐ動きを止めてやりたい。しかし酸欠のためか意識が朦もう朧ろうとしてきた。もしかしたら女の子のスカートの中で気を失ってしまうかも知れない。

　そんなのはイヤすぎる。

　けれどこちらがもがけばもがくほど、彼女は力を込めてオレの頭を押さえつけ、同時に太ふと股ももの締め付けも強くなり、どうやら悪循環に陥ってしまったようだ。

「やぁ……どうしてそんな意地悪をするの？　お願いだから……あぁあ……そこ……そんなにいじめないで……」

　普段のマキナからは想像もできないほど、どこか甘く弱々しい声こわ音ね。こちらにその気がなくともついいじめてしまいたくなるような──って、いかんいかん。バカなことを考えている場合ではない。早くマキナから離れてやらないとまずいだろう。

　わずかに揺らいだ理性を奮い立たせ、酸欠のまま再びオレがもがく中、

「はぁはぁ……これ以上は……ぅんんん……ほんとにダメよ……我慢ができな……やぁああ、やだぁ……いやぁああ……忍しのぶのバカぁあ……はぁあああん！」

















　予期せずとろけるようなソプラノボイスが大きく響き渡ったと思ったら、マキナは柔らかな太ふと股ももできゅっとこちらの頬ほおを挟み込み、そのまま何度か大きく身体を震わせたのち、ゆっくりと力を抜いていく。

　まあそのおかげで難なく彼女から離れることができたわけだが……これは一体どう謝ったらいいものか。おそるおそる目を向けると、

「ぅんん……はぁん……」

　緊張を解いたためか、マキナは無防備にも両脚を開いており、黒のパンツ、白く艶つややかな太股、魅惑的な足の付け根を惜しげもなくさらしている。さらに彼女は頬を上気させて息遣いを荒くしており、その呼吸に合わせて豊満な乳房が上下に揺れ動いていた。

　覚えずそのあでやかな姿に見み惚とれそうになっていたところ、マキナはこちらと目が合うなり小さく頬を膨らませ、ぷいっとそっぽを向いてしまう。

「……忍が稽けい古こに付き合って欲しいって言うから、寒い中ついて来たのに。こんないかがわしいことまでするなんて聞いてないわよ？　もしかして、はじめからそのつもりであたしを人気のない場所に連れて来たの？」

「クックックッ、いまさら気づいたところでもう遅い。いくら叫んだところで誰だれも来やしないさ。これから言葉ではなく、力尽くでお前を落としてやろう」

「え？　ウソでしょう？　こ、これ以上なにをするつもりなのよぉ……」

「いまにわかる──じゃねえよ。どんな変態なんだオレは。いつもの乗り突っ込みくれ。あと一応断っておくけど、さっきのは決してわざとじゃないぞ？　オレも息ができなくて必死だったんだよ」

「それなら、どうしてまだあたしのパンツを見てるの？」

「な、なんか、ほんとすみませんでした」

　もはや弁解の余地もない。ふざけられるような状況ではなかった。思わず敬語になって謝ったところ、マキナは赤い頬のまま衣服の乱れを正し、

「もう、忍のエッチ……」

　拗すねたように再びそっぽを向いてしまう。

　けれど小さく唇を尖とがらせながらも、彼女の声こわ音ねに刺とげ々とげしさはなくどこか温かい。ひょっとしたらあまり怒ってないのかも知れないが、それでもオレは深々と頭を下げた。

「こんなことになってしまって、本当にすまないと思っている。頼むから許してくれ」

「……別にいいわよ。よく考えたら、忍が変なことをするわけがないもの。転ぶときにも庇かばってくれたしね。気にしていないから、そんなに謝らなくてもいいわ」

　いつもなら『罰として買い物に付き合ってよね』なんて言うのに、何な故ぜか妙に優しいマキナ。不思議に思って顔をあげると、彼女は頬を朱に染めながらも小さく微笑ほほえんでおり、そんな反応をされたら調子が狂うどころか、こっちの頬ほおまで熱くなってくる。

　思いっ切りオレが戸惑う中、マキナはゆっくりと上体を起こし、話を変えるように「さっきの稽けい古このことなんだけど」と切り出す。

「少し驚いたわ。この前はそうでもなかったのに、あたしの攻撃が全然通じないから」

「まあ、お前も手加減してくれていただろう？　それになんと言うか、ちょっと失礼かも知れないが、お前……力を使うのが下手なんじゃないか？」

　以前マキナとやり合ったときよりも、多少オレも成長したとは思う。もちろんマキナの手加減も大きいが、それを含め、今回の稽古でなんとなくわかったことがあった。

　半人半魔ということもあり、確かにマキナは人間界でも悪魔本来の力を発揮できる。人間界でなら、おそらくブラムのおっさんよりもその能力は高いだろう。

　けれどそれだけだ。戦いに慣れていないのか、彼女の攻撃パターンはどこか単調で、わりと動きも読みやすい。きつい言い方をすれば宝の持ち腐れというやつである。

　そのことを柔らかく伝えると、マキナは微かすかなため息をこぼした。

「……力を使うのは、あまり好きじゃないのよ。もちろん稽古ぐらいだったらいいのよ？　でも誰だれかに怪け我がなんかさせたら、やっぱりいやじゃない」

「なんか、お前らしいな」

「ん？　どういうこと？」

　小首を傾かしげるマキナに、オレはそっと手を伸ばして応じる。

「本当に強い人は、必要以上に力を使わないってことだ」

「……強いのは忍しのぶの方だと思うわよ？」

「いいや、オレでもお前には敵わないさ」

　と、想おもいを乗せて頭を撫なでてみたのだけれど、残念ながら上う手まく伝わらなかったようだ。マキナは相変わらず首をひねっており、オレもそれ以上は特になにも言わず、無言で頭を撫で続けていたところ、

「えっと、よくわからないけど、ありがとう忍」

　にっこりと微笑ほほえみ、嬉うれしそうに口元を緩めるマキナ。

　普段なら頭を撫でても恥ずかしがったり、『子供扱いしないでよ』と膨れたりするのだが、やはりマキナの様子が少し変だ。それも今日に限ったことではない。

　あの日、ブラムのおっさんから手紙が返ってきたと話してくれたあとから、時折だが彼女の表情に翳かげりが見えるようになってきた。やはり悩んでいるのだろう。オレは彼女の頭を撫でながら、わずかに口調を正す。

「なあマキナ、話は少し変わるが、生徒会選挙には出ないのか？　興味があるんだろう？　もうすぐ立候補者の受付も終わっちまうぞ？」

「……ええ、そうね。だけどもうちょっと考えたいのよ。あたしが生徒会長だなんて、なんだか似合わないでしょう？　それに──」

「魔界に戻るかも知れないから、か？」

　静かに口を挟むと、マキナは微かすかに瞳ひとみを揺らしはじめ、自分の心がざわめくのを感じた。けれど確かめたいことがあり、オレは彼女の瞳をしっかりと見つめる。

「お前自身、魔界に戻るつもりはないんだよな？」

　控え目に投げた問い。それに応じることはなく、マキナはこちらの視線を避けるように目を伏せ、そのまま口を閉ざして沈黙を保つ。

　できれば彼女の真意が知りたかった。ここに来たのは稽けい古このためだけではなく、それを確認する目的もあったからだ。しかし無理に訊きき出しても仕方がないだろう。深呼吸をひとつ。気持ちを切り替えたのち、オレはやんわりと質問を変える。

「そういえば、その後ブラムのおっさんからなにか連絡はあったのか？　近いうちに顔を見せてくれるんだろう？」

「……多分、もうすぐ会えると思うわよ。特に連絡はないけど、こっちに来るのが遅いぐらいだもの。一体どこでなにをやっているのかしら？」

「不審者として警察に捕まっていたら面白いな」

「ほんとね。もしかしていま留置所にいるのかも──って、なに言わせるのよやめてよ！　相手はあのお父さまなのよ！」

　一度言葉を切り、マキナはむっと眉まゆを寄せる。

「忍しのぶが変な冗談なんて言うから、なんだか不安になってきたじゃない！」

「な、なんで不安になるんだよ？　相手はあのおっさんだろう？　オレから振っておいてなんだが、どんだけ信用がないんだおっさんは……」

　確かにおっさんが以前こっちに来たとき、強引に魔界と人間界の結界を越えてきた影響を受け、ひどく体力を消耗していた。

　けれどおっさんなら大丈夫だと思ったから、それで安心してジョークを口にしたわけなのだが……まあ、久しぶりにマキナの乗り突っ込みが見られたので良しとしよう。若干突っ込みが変化球気味だったけれど、それでもやはり胸に心地いい。

　小さく口元を緩めて立ちあがり、オレはマキナに目を向ける。

「さて、せっかくこんなところまで来たんだ。じっとしていても寒いだけだし、悪いがもう少しだけ稽古に付き合ってくれないか？」

「それは別に構わないけど、忍は聖ひじりから退魔の稽古を受けているのよね？　霊符を使ったりしないの？」

　こちらに倣って腰をあげ、マキナは怪け訝げんそうに訊たずねてくる。

「人間と悪魔とではどうしても能力に差が出てくるでしょう？　聖みたいに退魔の力を利用した方が楽だと思うわよ？　あたしも詳しくは知らないけど、退魔用のすごい武器とかあるんじゃないの？」

「武器ならここにあるぞ」

「え？　どこ？　見せてよ」

　興味津々な様子で身を乗り出してきたマキナに、オレは軽く拳こぶしを突き出して応じる。

「ほれ、岩をも砕く自慢の右拳だ」

「……なによそれ。たまにセクハラを働くエッチな手じゃない。期待して損したわ」

「ず、ずいぶんと手厳しいな、おい」

　半ば本気だったのに……。

　エッチらしい手を引っ込め、オレは軽く肩をすくめて説明する。

「半分は冗談だったんだが、まあ要するに最高の武器は肉体ってことだよ。爺じいちゃんや父さんからもそう教わってきた。武器を身体の一部として扱うならともかく、それだけに頼るやつは二流だってな」

　ふたりの顔を思い浮かべながら、オレは「それに」と拳を握り締める。

「爺ちゃんも父さんも化け物みたいな人間だ。たとえ退魔の力がなくても、あの人たちなら悪魔とも渡り合えるような気がする。そんなふたりから教わった技で自分がどこまでいけるのか、他流試合以外でも試してみたい」

「それじゃあもし悪魔と戦うことになっても、忍しのぶは退魔の力は使わないつもりなの？」

「可能な限りはな。もちろん誰だれかの身を守るときや、悪魔の居場所を突き止める際には力にも頼るとは思う。だけど悪魔とやり合うときには南なん条じよう流だけを使いたい」

　迷わず即答したところ、マキナはそっと頬ほおを緩めたのち、柔らかな笑みを向けてくれた。

「忍は、お爺さんやお父さんみたいになりたいのね」

「……昔から憧あこがれていたからな」

　自分の口からこぼれた言葉は、どこか羨うらやむような響きをもっていて、小さなため息を挟んだのち、オレは視線を移して澄んだ青空を見上げる。

「お前には話した事があったよな？　子供の頃ころ、オレもお前と同じで『出来損ない』だなんて呼ばれていたって。まあそれは爺ちゃんの道場に限っての事だったし、お前とは少し意味合いも違うのかも知れないが、そのとき大人たちから何度も聞かされたもんだよ」

　青空を見上げたまま、オレは苦笑と共に当時の記憶を呼び起こす。

「あの人たちは天才だ。なずなちゃんならまだしも、君ではお父さんやお爺さんのようにはなれない。生まれ持ったものが違いすぎる──なんてな」

　不思議と怒りはなかった。ただ苦しくて、息が詰まった。

　あのとき感じた痛みは、まだ胸の中に残っている。

「確かにオレでは父さんたちみたいにはなれないのかも知れない。努力が報われるとは限らない。だけど、それでも近づくことならできるんじゃないかって……」

　そう思いたくて、才能の差は歴然なのに、いまでも諦あきらめ切れずに足掻あがいている。

「まあ、これはオレの意地みたいなもんだ。子供染みて格好悪いな」

「格好悪くなんか、ないわよ」

　思いのほか熱のこもった温かな声こわ音ね。青空から視線を移すと、マキナは真まっ直すぐにオレを見つめ……少し眩まぶしそうに目を細める。

「やっぱり、忍しのぶはすごいわね」

「お前には敵わないけどな……」

　さっきはうまく伝わらなかった。マキナはオレなんかよりもずっと強い。

　もっとも本人はそのことに無自覚らしく、また不思議そうに小首を傾かしげている。だから今度はきちんと伝えても良かったのだけれど、

「それじゃあ、そろそろ身体を動かそうか。このままだと冷えちまうしな」

　若干の照れもあり、早々に話題を切り上げ、オレは稽けい古こを再開させた……。



　●　　●　　●



　むにゅっと背中に押し当てられた、ボリュームたっぷりの乳房。

　その豊かな膨らみからは突き立てのお餅もちのような柔らかさが感じられ、肩に触れた優美な赤髪からは甘い匂においが漂ってくるわけだが……どうしてこんなにもくっつくんだ？　自転車を漕こぎながらも、次第に脈が速くなってしまって少し困る。

　稽古を終えて神社からの帰り道。マキナは自転車の後ろに座ったと思ったら、こちらの腰に腕を回して抱きつき、そのまま温かな身体をそっと預けてきた。

　行きとは明らかに違う仕草である。

　自転車が揺れるたび、ふっくらとしたふたつの水すい蜜みつ桃とうがオレの背中で大きく弾み、柔軟な乳房の感触が伝わってくる。しかもどこか艶つやのある吐息と共に、

「忍の身体、あったかい……」

　と、マキナがさらに密着してきたものだから、どうにも落ち着かない気分になり、オレはおずおずと口を開いた。

「あのマキナさん？　さすがにくっつき過ぎではありませんか？」

「別にいいじゃない。こっちの方が楽なのよ。ちょっと疲れたわ。あんなにたくさんしたのに、忍ったらなかなか満足してくれなくて、あまり休ませてもくれなかったから……」

「普通に稽古しただけなのに、なんか妙にやらしく聞こえてくるな。まさかお前、少し前の聖ひじりみたくオレを誘惑しているのか？　さっきから胸が背中に当たっているんだけど？」

「ふふ、当たっているんじゃなくて、当てているのよ？　ほら、あたしのおっぱい、すごく気持ちがいいでしょう──じゃないわよ！　あたしはただ疲れているって言っただけじゃない！　それなのに誘惑だなんてどんな妄想なのよ！」

「……すまん。ちょっと中二男子みたいだったな。しかし基本的に男はいつまでも中二の心を持った生き物なのだ。そのあたりのことを理解してくれると助かる」

「いつまでも中二の心？　つまり男の人はずっとエッチってことなの？」

　身も蓋ふたもない結論だが安易に否定はできない。

　オレが微苦笑をもらす中、ちょっとからかったのにも拘かかわらず、マキナはこちらに抱きついたまま離れることもなく、声こわ音ねに恥じらいを乗せてさらに訊たずねてきた。

「えっと、それじゃあ中学生の心を持っている忍しのぶもエッチなのよね？　あたしは特に意識してなかったんだけど、こんな風に女の子から抱きつかれたら、やっぱり忍でも変な妄想とかしちゃうの？」

「……お前いい匂においがするね。今日も可愛かわいいよ」

「え？　ほんと？　ありがとう忍──って、あからさまに話題を逸そらそうとしているじゃない。ふざけていないでちゃんと教えてよ」

「う～ん、正直に言っても怒らないか？」

「ど、どうしてあたしが怒ると思うの？　エ、エッチなことを考えていたから？」

「いや、そんなことちっとも考えていなかったから、逆に失礼かと思ってな」

　本音を隠してジョークで応じたところ、何な故ぜかいつまで経たってもマキナから突っ込みが返ってくることはなく、少し怪け訝げんに感じている中、「……ぐすっ」と予想外にも後ろからしゃくりあげるような声が聞こえてきたものだから、オレは動揺と共に慌てて弁解する。

「ちょ、ちょっと待って！　なんで泣くんだ？　いまのはただの冗談だぞ？　確かに変な妄想はしていないが、かなり嬉うれしかったことは事実だ！　謝るから泣かないでくれ！」

「泣いてなんか、いないわよ。見てもいないのにおかしなことを言わないで。冗談だってはじめからわかっていたもの」

　そのわりには微かすかに声が震えていた。けれどそれも一瞬だけ。マキナは「……忍も嬉しかったのね」と心なしか弾んだ独り言をこぼし、身体の密着をさらに強くしてくる。

　普段なら文句のひとつでも飛んでくるのに、こんな反応をされると戸惑うばかりだ。

　なにやら顔が熱い。頬ほおを撫なでる冷たい風も気にならないぐらいだ。相変わらずマキナからはいい匂いがする。しかしいまのオレ、稽けい古このあとだし汗くさくないか？

　ふとそんなことが気にかかり、自転車を運転しながら再び落ち着かない気分になっていたところ、家路の途中で見慣れた少女の姿を視界の端に捉とらえた。

　西洋人形を彷ほう彿ふつとさせる整った顔立ち。ぴょこぴょこと愛らしく揺れる銀のツインテール。ルビーのような紅の瞳ひとみ。

　彼女は我が家の居候のひとり、神を名乗る残念少女ことエルニだ。

　なにかを捜しているのか、エルニはきょろきょろとあたりを見渡しており、オレが自転車を止めると、マキナも彼女を認めたようだ。

「……なにをやっているのかしら？」

　マキナが不思議そうに言葉をもらしたところ、エルニの方もオレたちに気づいたらしく、大きく手を振ってこちらへと駆け寄って来た。

　が、オレに目を向けるや否や、どうしてかエルニは小さく頬ほおを膨らませる。

「忍しのぶ、出掛けるのはいいけど、電話にぐらい出てくれないと困るじゃないか。何度か連絡しても留守電に繋つながるから、わたしはこの寒い中ずっとふたりのことを捜していたんだぞ？　おかげで心も身体もすっかり冷え切ってしまった！　一体どうしてくれるんだ！」

「両方ともマキナに温めてもらってくれ」

「あたしが？　まあいいけど……」

　特にいやがった様子もなく、ぎゅっと両手でエルニの手を包み込むマキナ。彼女の乗り突っ込みが見られなかったせいか、ちょっと残念そうなエルニ。そんなふたりを尻しり目めに携帯電話を確認すると、エルニの言う通り、彼女からの着信履歴が何件かあった。

「……すまんエルニ。稽けい古こに集中していて気づかなかったみたいだ。けれどお前どうしたんだよ？　なにかオレたちに用事でもあったのか？」

「うん！　忍とマキナにビッグニュースを届けに来たんだ！　きっとふたりともびっくりすると思うぞ！」

　あまり怒っていなかったのか、話を振るとエルニは口元を緩めながら、「実はな……」と妙なタメを作ったあと、笑顔で驚くべきことを告げる。

「いまブラムがうちに来ているんだ！　ふたりとも早く帰ろう！」

「…………ちょい待ち。おっさんがうちに来ている？」

　オレとマキナが顔を見合わせる中、エルニは苦笑混じりに説明をひとつ。

「ちょうど忍たちと入れ違う形になっちゃったんだ。一応みんなでふたりのことを待っていたんだけど、なかなか帰ってこなくて携帯も繋がらなかったから……」

「お前が捜しに来てくれたというわけか」

　出掛けるタイミングが悪かったな。後悔と共に片手で顔を覆ったのち、オレは気を取り直してマキナに視線を投げる。

「それじゃあ早いところ家に帰るか。おっさんも待っているだろうしな」

「あっ、えっと、あたしちょっと寄りたいところがあって……」

「また今度にしたらどうだ？　おっさんがこっちに来る機会なんてそうそうないだろう？　それにお前、おっさんと話すことがあるんじゃないのか？」

　柔らかくそう促したところ、おっさんと会うことに不安を感じているのだろうか？　マキナは「そうね」とわずかに声を落とし、そんな中、エルニがいそいそと笑顔で自転車によじ登ったと思ったら、止める間もなく自転車の前かごに細身の身体を滑り込ませた。

「……お前なにやってんの？」

「ふふ、みなまで言うな忍しのぶ。クールな自転車にクールな運転手。これにクールなわたしが加わればもう完かん璧ぺきじゃないか」

「うん、この自転車もクール一色であり続けたいと思っているだろうから、とりあえずお前、いますぐそこから降りてくれないか？」

　なんてちょっぴりきつめの突っ込みを入れつつも、切ない顔をしたエルニを前かごに乗せたまま、オレは立ち漕こぎになってペダルを踏み込む。

　と、シャンプーの匂においだろうか？　ふと鼻先を掠かすめた柔らかな香り。風に乗ってエルニの銀の髪が緩やかに流れ、輝きを帯びながら心地ここち良よい匂いをこちらまで運んできている。

　覚えず髪の輝きと香りに心惹ひかれてはいたものの、やはりエルニを前かごに乗せるべきではなかったのかも知れない。自転車を運転して家に帰って来たはいいが、マキナがそっと後ろから降りる中、

「うぅ～！」

　悲しい声をあげて前かごの中でじたばたともがくエルニ。

　ハンドルを握ったままオレが呆あきれていると、自分で降りることを諦あきらめたらしく、エルニは甘えるようにこちらへと両手を伸ばしてきた。

「忍ぅ！　服が引っ掛かって出られなくなってしまった！　助けてくれ！」

「……見事に自転車と融合しているなお前。せっかくだから、そのままうちの門番になってくれよ。マッドドッグの本領発揮だぞ？」

「がるるぅう！　わんわん！」

　マッドドッグのつもりなのか、それとも不満なのか、なんとも愛らしく吠ほえ掛かってくるエルニだったが、オレは笑顔で背中を向けた。

「よし、その調子で頑張ってくれマッドドッグ」

「う、うわぁああああ！　そんなのいやだ！　見捨てないでくれ忍！　わたしは寒いのが苦手なんだ！　わたしもおうちに入りたい！」

　……あんまりからかうのも悪いな。情けない声をあげるエルニ。さすがにオレもそろそろ冗談を止めようと思ったのだが、意外なことにこちらよりも早くマキナが動いた。

「ほら、大丈夫？」

　そっとエルニに手を伸ばすマキナ。一方どうしてか憮ぶ然ぜんとするエルニ。

「……そうじゃないだろうマキナ。ここはいつものように『ふふ、犬ころのあんたにはそこがお似合いよ。きちんと門番をやってみせたら、そのときはご褒美として踏んであげてもいいわよ？』なんていう女王様っぽいセリフを飛ばすところじゃないか」

「そんなことエルニに言えるわけがないでしょう？」

　ちょっとしたボケに付き合うこともなく、マキナはやんわりとエルニの手を引く。

　……彼女が普段とは違う反応を見せたせいなのかも知れない。エルニはオレたちの手を借りて自転車から降りたのち、背伸びと共に優しくマキナの頭を撫なではじめた。

「エ、エルニ？　急にどうしたの？」

「……なんでもない」

　マキナの不調はまだ続いている。きっと少しでも元気付けてやりたいと思ったのだろう。頭を撫でられて微かすかに頬ほおを赤らめるマキナ。そんな彼女にちょっとだけ寂しそうに微笑ほほえんで返し、それからエルニは玄関へと向かって行く。

　そのとき目に留まったエルニの横顔は、どこか大人びて見えて、

「……なんかお姉さんみたいだったな」

「普段はおバカなのにね」

　ぽつりとこぼした独り言に、マキナは同意するように小さく頷うなずいてみせた。

　やはり意外に感じながらも、エルニに倣ってマキナと一緒に家の中に入り、いつものようにオレが「ただいま」と声をあげたところ、すぐにリビングの扉が開き、輝く美び貌ぼうの女性が姿を見せた。

　澄んだエメラルドグリーンの瞳ひとみ。形の良い薄桃色の艶つややかな唇。腰まで伸びた髪は純金のような煌きらめきを放っており、起伏の激しい見事なボディラインが目に眩まぶしい。

　彼女は我が家の頼れるお姉さんことルナだ。

　清せい楚そな雰囲気に似合わず、ルナは悪魔だったりもするが、オレ自身特に気にしたこともない。それよりも気になるのは、最近の彼女がよく行うスキンシップである。

　心を許してくれているのか、ここのところルナは頻繁にハグやキスを繰り出してはこちらの理性を激しく揺さぶり、また本人はそのことをあまり自覚していないらしく、

「おかえりなさい忍しのぶさん、マキナ、エルニちゃん」

　無邪気に豊満な乳房を揺らしながら、今日も笑顔と共にこちらに抱きつこうとしたが、オレは軽く掌てのひらを突き出して彼女の動きを止める。

「悪いがハグはシャワーのあとだ。稽けい古こで汗をかいたからな」

　などとクールに素通りを決めようと思ったものの、なにやらルナはうずうずと細い腰を揺らしており、我慢できなくなってしまったのか、「忍さん」と甘い声をもらして後ろからぎゅっと抱きついてきた。

　途端、背中に押し当てられたのは、大ぶりのメロンを彷ほう彿ふつとさせるふたつの果実。はっきりと伝わってくるのは、瑞みず々みずしい乳房の弾力感。そのまろやかな感触を受け、かなり動揺しつつもオレは慌てて注意を促す。

「こ、こら、汗をかいたって言っただろう？　汗くさいんだからやめなさい」

「汗なんて気になりませんよ？　忍さんの匂におい、大好きですから」

「ほう、それなら好きなだけこのダンディーな匂いに酔よい痴しれるといい」

「いいんですか？」

　あっ、下手なジョークなんか飛ばすんじゃなかった。

　嬉うれしそうに弾んだ声をあげるルナ。失言にオレが焦る中、ルナはさらに強く抱きつき、そこで控え目にエルニが口を挟んできた。

「ふたりともスキンシップはいいけど、早くブラムに会わなくてもいいのか？　きっと待ちくたびれていると思うぞ？」

「お義と父う様なら大丈夫ですよエルニちゃん」

　名残なごり惜おしそうにこちらから離れ、ルナは笑顔で続ける。

「いまなずなちゃんと遊んでいますから」

「ほんとに大丈夫なのか、それ……」

　確か今日は母さんも朝から出掛けていた。なんでも帰りが遅くなるとか言っていたから、ルナがここにいる以上、現在なずなはおっさんとふたりきりなのだろう。

　……どうにも不安になって来た。

　もしかしたらなずなが気まずい思いをしているのかも知れない。早いところおっさんに会いに行こうと思ったのだが、なにやらマキナが若干の戸惑いを見せている。

　けれどここでじっとしていても仕方がないだろう。そっと彼女の腕を引きつつ、オレは心持ち早足でみんなを連れてリビングに向かった。

　すると目に飛び込んで来たのは、愛らしい少女と長身痩そう躯くの男性の姿。

　どこか仔猫を思わせる顔立ちの少女は南なん条じようなずな。オレの妹で元気一杯の中学二年生。ああ見えても実は空手部の部長だったりする。

　そして見覚えのある男性の方は、間違いなくブラムのおっさんだろう。

　以前顔を合わせたときとは服装が違い、おっさんは黒のスーツを身に纏まとっており、長い赤髪を首の後ろで纏めている。相変わらず鷹たかを思わせる鋭い印象はあるものの、整った顔立ちと服装のせいか、海外俳優のような艶つやを醸し出していた。

　しかし急いで来てはみたものの、どうやらオレの心配は杞き憂ゆうだったようだ。

　予想外にもなずなとおっさんは揃そろってゲーム機のコントローラーを握り締めながら、思いっ切りテレビゲームを楽しんでいる様子。そのゲームは格闘ものらしく、

「わーい！　今度はわたしが勝ったよ！」

「ふむ……もう一度だ」

　頬ほおを緩めて両手をあげるなずなに、心なしか柔らかな雰囲気をもって応じるおっさん。

　思いのほか微笑ほほえましい光景である。もう少し様子を見てもよかったのだが、ふたりともオレたちに気づいたらしく、それぞれ振り返って声を掛けてくる。

「あっ、お兄ちゃんもマキナちゃんもおかえり！」

「邪魔しているぞ。しかし案外早く戻って来たな……」

「いや、なずなはともかく、なんでおっさんはゲーム機をチラ見しているんだよ。なんだ、ひょっとしてまだゲームで遊びたかったのか？」

「私が人間界にいた頃ころには、こんな娯楽器具はなかったからな。なかなかに興味深い。一度分解して内部の構造を観察してみたいものだ」

「ぶ、分解なんてしちゃダメだよブラムさん！　ゲーム機はすごく高いんだよ？　もし壊れちゃったりしたら困るよ！」

　おっさんの視線を受け、慌ててゲーム機を両手でガードするなずな。対しておっさんはことのほか満喫していたのか、なずなの仕草を眺めながら微かすかに口元を緩めた。

「貴様の妹は見ていて飽きないな。子供の頃のマキナを思い出す。これで貴様が目の前から消えてくれさえすれば、何も言うことはない」

「……色々と気になることはあったが、今回は気にしないことにしてやる。それよりもひとつ質問なんだが、おっさんってわりと子供とか好きなのか？」

「子供はみな愛くるしいものだろう？」

「なんかロリコンみたいな発言だな。おっさんならロリコンも似合うと思うぞ」

「そう褒めるな──ではない！　貴様言うに事欠いてロリコンだと？　どうやら脳天をブチ抜かれたいようだな……」

　語気を荒げておっさんは青筋を立てたものの、様子を見ていたルナは小さく微笑ほほえみ、何な故ぜかエルニとなずなは拍手しながら互いの顔を見合わせた。

「見事な乗り突っ込みだったな、なずにゃん」

「ほんとだねエルちゃん。もしかしてマキナちゃんの真ま似ねかな？」

「えっと、真似じゃないみたいですよ？」

　柔らかく口を挟み、ルナは笑顔のまま告げる。

「昔、お義と父う様の使い魔の方が『遺伝』だと言っていました」

　……つまり、マキナの乗り突っ込みはおっさん譲りだということか。

　なんかルナが「お義父様の場合はマキナと違って、心を許した人にしかしないそうですけどね」と笑みを濃くしており、おっさんは「……やめろルナ」と渋い顔をしていたが、ふたりのやり取りはほぼ聞き流し、オレは慰めるようにマキナの肩に手を載せる。

「お前、おっさんに似ちゃったんだな」

「ま、まあ親子だからね。仕方がないと思うわ」

「……でも本当のところは？」

「やっぱりちょっとイヤね。できればお母さまみたいに──って、変なこと言わせないでよ忍しのぶ！　お父さまが目の前にいるのよ！」

　ちょっぴり焦った様子のマキナ。対してオレはからかい半分でおっさんに視線を投げる。

「ずいぶんと娘に嫌われているみたいだな。ちょっとイヤらしいぞ？」

「ふん、貴様にもいずれわかるときがくる。年とし頃ごろの娘というのは得てしてそういうものだ。別段気にもならんがな」

「……だけど本当のところは？」

「些いささか涙を禁じえない──って、妙なことを言わせるな！　なんなんだ貴様は！　私わたしたち親子をからかってそんなに楽しいのか！」

「まるで至福のときのようだ。特におっさんに対してはな」

　すかさず満面の笑みで返してやったところ、おっさんは苦い顔で嘆息をひとつ。

「南なん条じよう、貴様のその軽口はなんとかならんのか？」

「悪いな。オレは口から生まれてきたんだよ」

「ほう、さすがは口だけの男だ。しかし目付きだけではなく口まで悪いとは救いようがないな。ルナたちは貴様のことを気に入っているようだが、どこがいいのか理解に苦しむ」

「……けれど本当は？」

「本当だ！」

　あ、あれ？　要するに本気ってこと？

「おいコラおっさん、百歩譲って口の悪さはいい。だが目付きについてはとやかく言うな。誰だれでもコンプレックスを指摘されたら基本的に腹が立つもんなんだよ。おっさんだってロリコン扱いされたら怒るだろう？」

「おいコラ貴様、私のコンプレックスをロリコンだと勝手に決めつけるな。そもそも目付きについてはとやかく言うなだと？　人間どころか悪魔まで殺していそうな目をして無茶な要求をするな。貴様を見ていると私でも戦せん慄りつが走るわ」

「はは、吸血鬼面したロリコンがなにをぬかしやがる。どうせ喧けん嘩かを売っているんだろう？　それなら表に出てくださいよ──お義と父うさん！」

「誰がお義父さんだ！　貴様こそ表に出ろ！　二度とその軽口が叩たたけぬよう今度こそ息の根を止めてやる！」

　ほぼ同時にオレとおっさんが互いの胸倉を掴つかみ合あったところ、マキナが微かすかなため息をこぼして切なく表情を曇らせた。

「やっぱり、忍しのぶとお父さまは相性が悪いのね。こんなにも好戦的になるだなんて……」

「だ、大丈夫ですからねマキナ」

　さすがに見かねたのか、慌ててルナがフォローに回る。

「ほんとは忍さんもお義父様も仲良しなんですよ？　ちょっときついことも言い合っていましたけど、きっとふたりなりの冗談なんだと思います。そうですよねお義父様」

「冗談などではない。偽りのない言葉だ。こんな極悪人面の男と馴なれ合うつもりはない」

「お義父様？　忍さんは格好いいですよね？　いまなんて言いましたか？」

「……なかなかロックな目をした男だと言ったんだ」

　ど、どうやらおっさんでもルナには敵わないようだ。まあ気持ちはよくわかる。ルナはどこか迫力ある雰囲気を解きつつ、笑顔のままこちらへと視線を移す。

「忍しのぶさんもさっきのは冗談ですよね？」

「あっ、はい、そうです」

「お義と父う様と仲良くしてくださいね」

「実はオレ、おっさんのこと尊敬しているんだよね」

「忍さんおすわりです」

「わん──って、さり気なくなにをやらせるんだお前は！　うっかり変なことを……あの、頭を撫なでるのはやめてくれない？　あっ、だからと言って抱きつくのもダメだから！」

　などとちょっぴりルナに翻ほん弄ろうされたのち、微苦笑を浮かべてオレがソファーに座ると、

「……貴様も尻しりに敷かれるかもな」

　おっさん自身も尻に敷かれていたのか、こちらの隣に腰を落ち着かせつつ、どこか労いたわるように言葉を掛けてくる。

「なにかあったら相談に乗ってやってもいいぞ？」

「それじゃあ……携帯の番号でも交換しておくか？」

「いいだろう」

　鷹おう揚ように頷うなずき、懐から真っ赤な携帯電話を取り出すおっさん。

「いや、オレから振っておいてなんだが、なんで携帯なんて持っているんだよ」

「私はよく知らんが、魔界と人間界の結界付近なら電波が繋つながるらしくてな、使い魔たちから無理矢理持たされたのだ」

　渋面でそう返し、おっさんは慣れた手つきで携帯電話を操作。

「では赤外線通信でいくぞ？」

　無理矢理持たされたわりにはかなり手際がよかった。

　とりあえずそんなおっさんと番号を交換したところ、みんなもオレに続き、それからルナの淹れてくれたお茶を飲みながら、明るい談笑がはじまる……。

　その間、なにやらエルニが虚空に向かって笑顔で手を振ったりしていて、正直かなり気になったけれど、ちょっと怖かったので放置。

　そしておっさんはあまり喋しやべることはなかったが、みんなの話にきちんと相あい槌づちを打ち、時折だが微かすかに口元を綻ほころばせることもあり、心なしか満足そうだった。

　一方、マキナは会話に加わりつつも終始ぎこちない笑顔を見せていて、おっさんもそれに気づいているのだろう。ふと談笑が途切れた際、おっさんはわずかな躊躇ためらいを見せたのち、そっとマキナに目を向けて静かに切り出す。

「マキナ、しばらく私は人間界に留まるつもりだが、準備の方はどうだ？　どこまで進んでいる？」

「……準備？　なんのことなの？」

　なずなが不思議そうに言葉を挟んだところ、おっさんは「マキナから聞いていなかったのか……」とため息混じりにこぼし、どこか重い声こわ音ねで続ける。

「ここでの生活はもう終わりだ。マキナを魔界に連れて帰る。マキナにもそう伝えておいたはずだ。人間界の学校に通っているとは聞いたが、そちらの措置は使い魔たちに任せてもいい。必要ならば記憶の操作も──」

「ちょ、ちょっと待ってよブラムさん！」

　まるでもう決まったことを伝えるかのようなおっさんの口調。こちらの胸の中で動揺が広がり、エルニをのぞいてオレたちが顔を強こわ張ばらせる中、いち早くなずなが声をあげた。そして不安に揺れた瞳ひとみをゆっくりとマキナに向ける。

「マキナちゃん、魔界に帰っちゃうの？　ウソだよね？」

「あたしは……」

　ひどく声を詰まらせ、マキナが唇を噛かんで身体を震わせると、彼女の言葉を引き継ぐように、淡々とおっさんが告げる。

「人間界での暮らしなど、マキナに合いはしまい。いまのうちに離れた方が賢明だろう。それがマキナにとっては最良だ」

「……それは誰だれの考え？　ブラムさん？　それともマキナちゃん？」

「私だ。なにか問題でもあるのか？」

　低い声と共におっさんは眼光に力を込めたが、

「そんなの間違ってるよ。こっちの生活がマキナちゃんに合わないだなんて、どうして簡単に決め付けられるの？」

　はっきりと否定して、なずなはおっさんの目を真まっ直すぐに見つめ返す。

「学校ではマキナちゃん、クラスの皆から生徒会長に推薦されているんだよ？　マキナちゃんはすごく優しいから、だから皆もマキナちゃんのことを慕っているんだと思う。そんなマキナちゃんなら生徒会長にだってなれるだろうし、こっちでも十分やっていけるよ」

「……生徒会長？」

　言葉の意味がわからなかったのか、おっさんが微かすかに眉まゆをひそめたところ、おずおずとルナが口を挟んで生徒会選挙のことを説明する。と、おっさんは再びため息をもらした。

「推薦されたのではなく、押し付けられただけではないのか？　そのような選挙に出たところで意味などあるまい。たとえ立候補したとしても無駄に終わるだけだ。マキナがその生徒会長とやらになれるとは思えん」

「ブラムさんはマキナちゃんのお父さんなんでしょう？　どうしてそんなことを言うの？　マキナちゃんなら生徒会長にだってなれるよ！　お父さんならもっとマキナちゃんのことをわかってあげてよ！」

「理解しているからこそ無駄だと言ったのだ。マキナは人間たちのことを快く思ってはいない。私と同じだ。そんな娘が人間たちの上に立てるわけがないだろう。また人間たちに裏切られ、傷つくだけだ」

「……わたしはブラムさんの考え方が好きじゃないよ」

　決しておっさんから目を逸そらさずに、なずなは声こわ音ねに力を込める。

「確かに傷つくこともあるとは思う。だけど、それ以上に楽しいことだっていっぱいあるはずだよ！　それにわたしは絶対にマキナちゃんのことを裏切らない！　マキナちゃんのこと大好きだもん！」

　大きな瞳ひとみをわずかに潤ませ、

「きっとマキナちゃんみたいな人ヽの傍そばには、わたしのように考える人が集まってくるよ！　もし生徒会長になれたら、たくさんの人がマキナちゃんの事を慕ってくれるはずだもん！　それなのに、そんな悲しい事ばかり言って、マキナちゃんを連れていかないで……」

　泣きそうになりながらも、なずなが強い口調で想おもいをぶつけると、

「……おそらくお前の考えは正しいのだろう。私も考えを改めてもいいとは思う」

　なずなから視線を外し、おっさんは「ただし」とマキナに目を向ける。

「お前が生徒会長になれたらの話だ。選挙が終わるまでは様子を見よう」

　言いながらおっさんは軽く天井を見上げ、ふと口調を和らげる。

















「マキナ、この場所の雰囲気は、あの家とよく似ているな」

「……そうね。お母さまが好きだった、あの家と本当にそっくりよ」

　独り言のような響きをもったおっさんの言葉。

　それに愛おしそうに、だけどどこか寂しさを滲にじませて応じ、マキナは小さな拳こぶしを握り締める。対しておっさんはマキナに視線を戻したのち、

「もうしばらく時間をやる。お前なりによく考えてみろ」

　柔らかな声こわ音ねのままそう告げ、ゆっくりと立ちあがってリビングの扉へと足を運ぶ。

　本来ならどこへ行くのかと声を掛けていたのかも知れない。けれど、先程のおっさんとマキナのやり取りが何な故ぜか気にかかり、彼の動きを目で追うだけに留めていたところ、

「南なん条じよう、少し付き合え」

　不意におっさんがこちらに視線を投げ、廊下へと顎あごをしゃくる。

　ふたりで話がしたいということなのだろう。ひとまず思考を巡らせるのは中断。「わかった」と短く返し、オレはおっさんと共に、どこか重く静まり返ったリビングを後にする。

　と、何故かエルニまでリビングから顔を出し、オレは怪け訝げんに感じて軽く首を傾かしげる。

「どうしたエルニ。なにか用事でもあるのか？」

「わたしはわたしでサティアと話があるんだ」

「……サティア？」

「ブラムの奥さんだ。いまはブラムの守護霊をやっている。今日もサティアはブラムと一緒なんだぞ？　忍しのぶたちには見えないだろうけど、わたしは神だからな。彼女と話すことだってできるんだ」

　そういやかなり前、おっさんがルナを連れ戻そうとしたとき、エルニはおっさんに守護霊が憑ついているなどと話していた気がする。

　などと思い返していたところ、サティアさんとふたりで話をするためか、エルニはいそいそと階段をあがっていき、こちらの話を聞いていたおっさんは、

「サティア、余計なことは言うなよ？」

　と、自分では見ることもできない奥さんに柔らかく声を掛けたあと、オレと一緒に玄関を出てうちの車庫の前で足を止め、懐から煙草たばこを取り出すなり、なにを思ったのか、それをこちらへと差し出して来た。

「貴様もやるか？」

「いや、煙草は子供のときやめたんだよ。父さんの煙草を三本咥くわえてはじめて吸ってみたらあまりにも苦しくて死ぬかと思ってな。それ以来一本も吸っていない」

「……あまり冗談が過ぎるとルナにも愛想を尽かされるぞ？」

「耳に痛い言葉だな。だけど未成年に煙草を勧めるのもどうかと思うぞ？」

「酒も煙草も嗜たしなんでいそうな面をして、なんとも意外なことを言うものだ」

　なんとも失礼なことをぬかしながら、おっさんは煙草たばこに火をつけて緩やかに紫煙をくゆらせる。その仕草は腹が立つことに様になっており、しばらく無言でおっさんの動きを眺めていたのだが、ふとあることを思い出し、オレは彼の腕に視線を移す。

「……今日は両腕とも揃そろっているんだな。確かこの前こっちに来たときは能力を抑えるためとか言って、左腕を魔界に置いてきていなかったか？」

「以前と同じだ。左腕なら魔界にある。この腕は使い魔の擬態にすぎん」

「へえ、擬態とは器用な悪魔もいたものだな。ひょっとしてその腕の使い魔から力でも貰もらっているのか？　相変わらず面構えは吸血鬼みたいだけど、この前よりもずいぶんと顔色がいいように見えるぞ？」

「……腹立たしいがなかなかの洞察力だな。確かに貴様の言う通り使い魔から力を受け取っている。今回は時間に余裕もあった。使い魔を腕に擬態させたのは退魔士対策だ」

　苦々しい顔をして答えるおっさんに、オレはさらに質問をひとつ。

「しかし力を受け取るとなると、使い魔の負担も大きいんじゃないのか？」

「承知の上だ。もっとも、私は反対したんだがな。結局使い魔に押し切られてしまった。使い魔の負担を減らすためにも、そろそろ食事をとらせた方がいいかも知れん」

「食事？　なんならオレの血でも吸うか？　多分サラサラの血液だと思うぞ？」

「……やめておこう。貴様の血なんぞ吸っては、私の使い魔でも即死しかねん」

　ひどい言い草だったが、なんとなく冗談だとわかった。おっさんは「貴様も変わった人間だな」と微かすかな笑みをこぼし、紫煙を吐き出して説明する。

「使い魔のような低級悪魔やマキナのような半人半魔、また元人間のルナならば、人間の血や精気を吸わずとも、人間界の食事だけで力を回復させることができる。貴様が気を揉もむ必要はない。だが厚意だけは受け取っておこう」

「やばくなったら、厚意だけじゃなくて血も受け取ってくれて構わんぞ？　あと使い魔のことはよくわかったが、おっさんの方はどうなんだ？　こっちの食事じゃダメなのか？」

「まず無理だな。私の身体が人間界に馴な染じむまで数年は掛かるだろう。しかしこの国の退魔士たちは優秀だ。数年も見逃してくれるほど甘くないとは思うが……貴様は先程から質問が多いな。我々に興味でもあるのか？」

「一応ルナもマキナも悪魔だからな。家族のことは知っておきたいんだよ」

「家族か……」

　再び紫煙を吐き出したのち、おっさんはぽつりとこぼす。

「貴様の妹、なずにゃんだったか？」

「なずなだなずな。おっさんがなずにゃんとか言うなよ。似合わんにも程があるぞ？」

　すかさず突っ込みを入れると、おっさんは「そうだな」と微かすかな笑みをもらし、上空に流れる紫煙をゆっくりと目で追いかける。

「はじめのうちは、あの娘と貴様に血の繋つながりがあるとは信じ難かった。どちらかと言えば、子供の頃ころのマキナのようだと考えていたのだが……」

　わずかに表情を和らげ、おっさんは穏やかに続ける。

「やはり貴様の妹だな。なかなかに芯しんが強く真まっ直すぐな娘だ。正直、貴様ではなく、あの娘が私に食ってかかるとは意外だった」

「おかげで見せ場がなくなっちまったよ。まあ兄としては鼻が高い話だがな」

　こちらが言いたかったことは全部、なずなが代わりに言ってくれた。オレが頬ほおを緩めて相あい槌づちを打つと、おっさんは珍しく声こわ音ねを柔らかくする。

「あの娘はマキナのことを『人』だと思ってくれているようだ。やはりこの場所にいると、サティアが、妻がいた頃ころのことを思い出す。おそらくマキナも同じなのだろう。しかしマキナのことだ。ここにいたいと願いながらも、いずれ耐えられなくなる」

「……どういう意味だよ？」

　ずいぶんと含みのある口振りだ。怪け訝げんに感じて言葉を挟んだものの、結局おっさんが質問に答えることはなかった。取り出した携帯灰皿に煙草たばこを押し付け、わずかな間のあと、おっさんはゆっくりとこちらに視線を投げる。

「南なん条じよう、ルナのことは貴様に任せてもいい。あれは強い娘だ。私の手を借りなくとも、貴様がいれば人間界でも生きていけるだろう。だがマキナは違う」

　小さく息を吐き出し、おっさんは表情と声音に苦味を乗せる。

「あれは本当に弱い。子供の頃はサティアに甘え、サティアが亡くなったあとはルナを頼った。ずっと誰だれかに甘え続けていたような娘だ。人間と生きていけるほど強くはない。しばらく様子を見てもいいが、いずれは魔界に連れ戻すつもりだ」

「……マキナの意思はお構いなしにか？」

「それがいやだというのなら、貴様が私を止めてみせろ」

　どこか挑発的に唇の端を吊つり上あげ、おっさんはこちらの目を見つめてくる。

「もっとも、貴様がいまの私を止められるとは思えんがな。以前とは状況が違う。使い魔が私の腕に擬態している限り、貴様に勝ち目はない」

「そうかもな。しかし要するにおっさんを潰つぶせば、マキナは魔界に戻らなくてもいいんだろう？　おっさんとやり合うときまで、せいぜい身体を鍛えておくさ」

「貴様にそのつもりがあるのなら覚悟しておけ。例の選挙が終わればすぐに貴様とやり合うことになるはずだ。やはりマキナが生徒会長になれるとは思えん」

「……当分は覚悟なんて必要ない」

　小さく首を横に振り、オレは静かに告げる。

「マキナが生徒会長になれたら、おっさんも考えを改めるんだよな？　あの言葉がその場限りのものなのかは知らんが、マキナなら生徒会長に当選すると思うぞ？　あいつが会長の間は、おっさんの言う様子見も続くんだろう？」

「それをマキナが望むのならな。しかし貴様らがいくら気を揉もんだところで結果は変わらんだろう。いつかマキナも自分から魔界に戻ってくる。私はきっかけを与えただけに過ぎん。深く傷つく前に戻ってこいとな」

「……マキナが自分から魔界に？」

「あの娘は本当に弱く、とても優しい娘だからな」

　意味深な言葉をこぼして背中を向け、おっさんはそのまま外へと足を運んでいく。

「おい、どこに行くんだよ？　もう帰っちまうのか？」

「私がこれ以上ここにいてはマキナも落ち着かないだろう。加えてこの場所は空気が良すぎる。退魔士たちに嗅かぎ付かれる可能性が高い。貴様らに面倒は掛けられん」

　心なしか気遣うようにそう返し、足早に立ち去って行くおっさん。

　すぐに引き止めようかとも思ったのだが、退魔士のこともあるし応じてはくれないだろう。おっさんを見送ったのち、オレはため息をついてリビングへと戻った……。
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　おっさんとの一件があったせいか、それからの時間はどこかぎこちなく過ぎていった。

　また、母さんはまだ出掛けており、なんでも仕事の都合で遅くなるとルナの携帯に連絡があったそうだが、彼女が不在の夕食の席。マキナは上の空でなにか考え事をしているらしく、未いまだに彼女の口から『生徒会選挙に出る』という言葉は出てこない。

　みんなはそんなマキナを気遣い、無理に選挙について訊きき出すこともなく、夕食が終わった頃ころ、ようやく母さんが帰って来たようだ。聞き覚えのある「ただいま」という声を耳にして玄関に足を運んだところ、そこには鋭く整った顔立ちの女性の姿。

　二十代でも通じるような若々しい顔と肌をしているせいか、よく姉と間違われるけれど、彼女は南なん条じよう巴ともえ。オレの実の母親だ。

「おかえり母さん。とりあえず土産を寄越せ。食後のデザートを所望する」

「ただいま忍しのぶ。お土産はあたしの右拳こぶしよ。この場で召し上がりなさい」

「……腹痛を催しそうだからやめておく」

　一部の人たちにとってはご褒美かも知れんが、そんな趣味はないので謹んで辞退したところ、母さんが思い出したように口を開いた。

「そういえば忍、ルナちゃんから電話で聞いたんだけど、ブラムさんだっけ？　ルナちゃんとマキナちゃんのお父さんがうちに来ていたんでしょう？　アンタさっきみたいな軽口を叩たたいたりしていないわよね？」

「オレは口から生まれてきたと、そう答えておこう」

「アンタは木の根元から生まれてきたのよ。それを見た旦だん那なが面白がって拾ってきたの」

　……オレが人間じゃないって事か？　辛しん辣らつなジョークを飛ばす母さん。オレは肩をすくめて冗談を止め、母さんの部屋まで足を運んで昼間のおっさんとのやり取りを説明する。

　もちろん悪魔という単語は伏せ、『魔界』という言葉は『海外』に置き換え、もし生徒会長に当選しなければ、マキナがおっさんのいる海外に戻ることになるかも知れないと、多少の色をつけて話した。

　すると母さんはわずかに眉まゆ尻じりを下げたのち、小さなため息をこぼす。

「……マキナちゃん自身、選挙に出るつもりはあるの？」

「それがまだわからないんだよ。マキナも悩んでいるみたいだ」

　けれどそろそろ考えもまとまったかも知れない。オレは「ちょっと様子を見てくる」と会話を切り上げ、部屋を出てマキナの姿を捜していたところ、小さく開いたリビングの扉の奥。そこからなにやら話し声が聞こえてきた。

　興味を惹ひかれて顔を覗のぞかせると、リビングにはなずなとマキナの姿。

　なにやらふたりの表情は互いにどこか硬く、下手に声を掛けるのも憚はばかられるような雰囲気があり、そんな中、おずおずとなずなが小さく声をもらす。

「ねえマキナちゃん、ブラムさんが来る前に、どうして教えてくれなかったの？　魔界に帰っちゃうかも知れないって……」

「やっぱり、怒っているわよね？」

　おそらく怒るというよりは、寂しくて悲しかったのだろう。なずなが目に涙を滲にじませて首を横に振ると、マキナは俯うつむいて声を落とす。

「ごめんなさい。余計な心配を掛けたくなかったから」

「……心配ぐらい、掛けてもいいんだよ？」

　わずかに涙が混じったその声は、どこか強く響き、

「マキナちゃんはもう家族だもん。どんな迷惑でもいやじゃないよ。もっと迷惑をかけていいから、だから、わがままかも知れないけど、ずっとマキナちゃんと一緒がいい。魔界に帰っちゃ……いやだよ……」

「帰ったりなんか、しないわよ」

　微かすかに声を震わせ、短い躊ちゆう躇ちよのあと、マキナは優しくなずなを抱き寄せる。

「あたしもなずなたちと一緒がいい。このまま傍そばにいたいもの。選挙にだって出るわ。絶対に当選して、お父さまを見返してみせるから、ずっと傍にいるからね……」

　声の震えを大きくさせながら、マキナはなずなを抱き締めて愛おしそうに頭を撫なでる。なずなもマキナの背中にぎゅっと腕を回し、そのままふたりは温かな抱擁を続けた。

　盗み聞きなんてするつもりはなかったのだが……またしてもなずなに見せ場を取られてしまった。しかし特に悔しさもなく、自然と口元が緩む中、リビングに顔を出すタイミングを窺うかがっていたものの、

「……あの、ふたりとも？　そろそろ部屋に入ってもいいか？」

　思いのほかふたりの抱擁は長く続き、オレは痺しびれを切らしてふたりに声をかけた。

「さっきから待っていたんだけど、お前らはいつまでいちゃついているんだ？　なんかすごく入りにくかったぞ？」

「べ、別にいちゃついてなんかないわよ。ただのスキンシップだもの。あたしたちのことは気にしないで入ってくればいいじゃない」

　頬ほおを赤らめながらも、なずなを抱き締めたままのマキナ。対してなずなはどこか困惑した様子で微苦笑をもらしている。状況から察するに、意外にもなずなではなく、マキナが離れなかったようだ。少しだけ驚きつつ、オレは軽くふたりに頭を下げた。

「すまん。悪いとは思ったが話は聞かせてもらった」

　謝りながら顔をあげ、オレは微笑ほほえみと共にマキナに視線を投げる。

「しかしお前、ようやく選挙に出る気になったみたいだな」

「ええ、できる限りのことはするつもりよ」

　大きく頷うなずいたものの、どこか表情に自信がなく、相変わらずなずなを抱き締めたままのマキナ。そんな彼女の頭にそっと掌てのひらを載せ、オレは柔らかく告げる。

「オレも選挙に協力するよ。事情を話して聖ひじりたちにも力を借りよう。オレから連絡しておく。それから……」

　マキナの頭を撫なでながら、オレは笑みを濃くして続ける。

「なずなだけじゃなくて、オレにも抱きついていいんだぞ？」

「本当に？　いいの──じゃないわよ！　ど、どうせまたあたしをからかっているだけなんでしょう？　選挙のことは嬉うれしいけど変な冗談は止めてよ。それに忍しのぶはエッチだからいや。あたしはなずながいいの。忍はお姉さまに抱き締めてもらえばいいじゃない」

「……それじゃあルナを捜してくる」

　マキナにいやがられてしまった。ちょっぴり気落ちしつつ廊下に出て階段に足を向けたところ、マキナとのハグはもういいのか、リビングからそっとなずなが顔を覗のぞかせた。

　しかしどうしてか、なずなは表情を曇らせてこちらへと近づいてくる。

「どうかしたのか？」

「うん、マキナちゃんが、ちょっと変だったから……」

　弱々しく頷き、なずなは不安そうにオレの服の袖そでを掴つかむ。

「さっき抱き締めてくれたとき、なんだかマキナちゃんが震えているような気がして、うまく言えないんだけど、少し心配になってきて……マキナちゃん、大丈夫かな？」

「それはお兄ちゃんにもわからないよ。マキナもあまり話してくれないしな」

　なずなと同じで胸の中にまだ不安が残っている。マキナの気持ちがはっきりとわかっているわけじゃない。選挙に出ることにもずっと悩んでいた。

「だけどお前も言っていただろう？　家族だって。たとえマキナがなにも言ってくれなくても、それでも心配なら、自分たちができることをしてやればいい。多少のお節介も家族ならではのもんだ。ただし、報酬はきちんといただくがな」

「……家族なのに報酬をもらうの？」

「家族にぐらい見返りを求めてもいいじゃないか。オレはそのためだけに動くつもりだ。なんせマキナはお前と同じで……笑うとすごく可愛かわいいからな。あの笑顔をたっぷり見せてもらえるように、オレなりに頑張ってみるよ」

「つまり報酬はマキナちゃんの笑顔ってことだね！　やっぱりお兄ちゃんすごいよ！　格好いい！　素敵な女殺しだ！」

「お、女殺しなんて言葉どこで覚えてきたんだお前は……」

　ちょっぴり気取ってみたはいいものの、なにやら急に恥ずかしくなってきた。

　瞳ひとみを輝かせて抱きついてくるなずな。そんな妹をそっと引きはがし、

「と、ともかく、心配する気持ちもわかるが、いまは自分たちができることをするしかないだろう？　とりあえずなずな、もう一度マキナと抱き合って来たらどうだ？　熱い抱擁であいつを元気付けてやってくれ」

　オレがそう誤魔化しの言葉を投げると、先程の沈んだ表情はどこへやら。なずなは「にゃあ！」と笑顔で敬礼。迷いなく元気一杯にリビングへと戻って行った。

　その様子を認めたあと、オレは自室に戻って携帯電話を取り出す。

　……さて、オレも自分ができることをやるとするか。

　携帯のアドレス帳を開き、目に留まったのは五ご行ぎよう聖ひじりという名前。

　彼女はクラスメイトでオレの大切な友人だ。きっと聖なら選挙活動にも協力してくれるだろう。オレは彼女の凛りんとした横顔を思い出しつつ、携帯を操作して電話をかけた。

　すると数回のコール音のあと、

『も、もしもし？　どうしたんだ忍しのぶくん』

「おう聖か。ちょっと話したいことがあるんだが、いま大丈夫か？」

『もちろん平気だぞ。何の用なんだ？　忍くんから電話してくれるなんて珍しいな』

　嬉うれしそうに声を弾ませる聖。そんな声を聞いているとなんだか頬ほおが緩みそうになってくる。けれどすぐにオレが本題に入ろうとしたところ、

『あっ、ごめん忍くん。いま薫かおるさんも傍そばにいるんだけど、薫さんも話を聞きたいみたいなんだ。いいかな──って、薫さん！　顔を近づけるのはいい！　でもキスはダメだ！』

　かおるんこと薫がなにかやっているのか、なにやら慌てたような聖の声が耳に触れる。

「えっと、聖？　別にかおるんが一緒にいても構わないけど、これから真面目まじめな話をするつもりだ。かおるんもできる限り真剣に聞いてくれ」

　そう前置きしたあと、オレはおっさんがうちに来たこと。おっさんが出した条件を飲む形でマキナが生徒会選挙に立候補することなどを掻かい摘つまんで説明した。

　その間、聖ひじりは『大変だったな』と労いたわるように相あい槌づちを打ち、選挙の話を振ったところ、

『話はわかった。もちろん私も選挙活動に協力するぞ。薫かおるさんもいいよな？』

『任せてください。わたくしも全力でマキナをサポートしましょう。マキナが生徒会長に就任したら、仮にわたくしが学校に忍び込んで捕まったとしても、きっと便宜を図ってくれるでしょうからね』

　揃そろって即答で応じてくる聖とかおるん。もっとも、かおるんの方は私利私欲を滲にじませてはいたが、多分ただの冗談なのだろう。彼女は口調を正して続ける。

『それでは忍しのぶ様、早速ですが明日から会議を行いましょう。わたくしの方でも考えをまとめておきます。明日の放課後、マキナを連れて我が家におこしください』

「おう、助かるよ。ありがとう。それじゃあまた明日な」

『あっ、お待ちください忍様』

　聖と電話を代わったのか、わずかにかおるんの声が大きくなる。

『よろしければ、もう少しだけお話しませんか？』

「……話？　どんな？」

『特に話題はないのですが、とりあえずなにか素敵な言葉でも聞かせてください。疲れたわたくしの心を癒いやしてくれるような甘い言葉でお願いします』

「──君の瞳ひとみに、映った僕に乾杯」

『はい今まさに自分に酔っているであろう忍様、そんなパクリみたいな台詞せりふではなく、ロマンチックなものを希望します。聖ちゃんも期待していますよ。テイク・ツゥーです』

『──この言葉ははじめて口にするものだ。これから先言うこともない。この愛は生涯でただ一度の、確かな愛だ。愛しているよ、聖、薫』

　リクエストに応じてなんかの本で読んだ台詞を引用してみせたところ、思いのほか動転した声が電話越しにあがる。

『ちょ、ちょっとした冗談のつもりだったのですが、すごい破壊力でした。なんだか胸の奥が熱くなって……あら？　聖ちゃん？　顔が真まっ赤かですよ？　大丈夫ですか？』

『……私も忍くんのこと、大好きだ』

『ひ、聖ちゃん？　いまのは悪乗りみたいなものですよ？　確かに素敵でしたけど、ただの冗談です。あまり本気にしてはいけませんからね？』

『なんだかすごく幸せだな』

『あの、聞いてくださると嬉うれしいんですけど……』

　うっとりしたような聖の声を耳にするうちに、なにやら頬ほおが熱くなってきた。軽く頭をかいて口ごもっていたところ、耳じ朶だに触れたのは、心持ち焦ったようなかおるんの声。

『忍しのぶ様、聖ひじりちゃんが夢見心地のまま帰ってきてくれません。こうなったらいっそのこと聖ちゃんに甘い夢を見させてあげてください。もう一度だけ素敵な台詞せりふをお願いします』

「悪いがこれでも忙しい身でな。今夜はこれで終わりだ。キスしてグッバイ」

『……いまのキスしてグッバイで全すべてが台無しになってしまいましたね。まあ聖ちゃんは忍様とのキスを想像してか、凛りんとした瞳ひとみをすっと閉じ、形の良い桜色の唇をそっと突き出してはいますが──あっ、痛いです聖ちゃん！　申し訳ありません余計なことを言いました！　謝りますから許してください！』

　ちょっと揉もめているみたいだったけれど、オレは「またな」と言い残して電話を切った。

　よし、聖たちとも話はついた。今度は生徒会選挙について少し調べておこう。オレはパソコンを立ち上げてネットを利用。それからしばらくパソコン画面を眺め続けていたのだが、知らない間にずいぶんと時間が経たっていたようだ。

　ふと部屋の扉が控え目にノックされ、

「集中しているところ悪いんですけど忍さん、そろそろお風ふ呂ろに入ってくれませんか？」

　柔らかな声が耳に触れ、そっとルナがこちらの隣へと足を運ぶ。

　しかしオレが「んー」と曖あい昧まいに応じたところ、彼女はすっとこちらに端整な顔を寄せたと思ったら、悪戯いたずらっぽい微笑ほほえみを浮かべて「ふー」と耳元に甘い吐息を吹きつけてきた。

「もう時間も遅いですから、早く入ってくださいね？」

「ふ、ふーむ」

　内心かなり動揺しつつも、オレがパソコン画面に目を移したところ、ルナはこちらの肩にしなやかな腕を回し、はちきれんばかりの大きな乳房を押しつけてきた。さらに薄桃色の唇をゆっくりと近づけ、軽くオレの耳にキスをひとつ。

「忍さんが入ってくれないとお洗濯ができません。お風呂は忍さんで最後なんですよ？　今夜も寒いですから、お風呂で身体を温めてくださいね？」

「むう……」

「もう忍さん、そんな風に生返事ばかりしていると、噛かんじゃいますよ？」

　咎とがめるような言葉とは裏腹に、ルナの声こわ音ねはとても優しくどこか艶つややかだ。

　……けれど噛むって一体どこを？

　軽く興味を惹ひかれてしまい、敢あえて生返事を貫いていたところ、

「ん……ちゅっ……いいんですか？　本当に噛んじゃいますよ？」

　啄ばむように短いキスを繰り返したのち、ルナはまろやかな唇でこちらの耳たぶを挟み込んでくる。耳から伝わってくる柔らかな唇の感触や熱い吐息。それらに心を乱されながらもオレが無言のままでいると、彼女は舌先で転がすように耳を舐なめはじめた。

　さ、さすがにもう止めた方がいいかもな。

　なんて思いながらも自分の口から制止の声があがることはなく、またルナも微笑みながら動きを止めず、耳の次はこちらの首筋にとろけるようなキスをくれた。

「それじゃあ忍しのぶさん、噛かんじゃいますからね？」

　やんわりと言葉を掛けたのち、ルナは撫なでるように甘美な唇をこちらの首筋に這はわせ、強く押しつけては舌先を蟲惑的に動かし、

「んぅ……ちゅっ……あむ……」

　扇情的な水音を立てつつ、あでやかな吐息をもらして唇でオレの首筋を吸いあげ、うっとりとするような甘噛みをはじめた。

「はむ……忍さん……お風ふ呂ろに入ってくださいね……ちゅ……」

「正直、風呂なんてどうでもよくなってきた」

「ダメですよ……んんぅ……明日は学校なんですから……」

　優しい声こわ音ねのまま、甘噛みを続けて注意を促してくるルナ。

　だが今は風呂のことなんて考えられそうにない。艶つややかな唇だけではなく、彼女のボリューム感溢あふれる乳房まで身体に押し当てられている。ルナが身動みじろぎをするたび、身体に密着したその乳房が悩ましく形を変え、見事な張りを見せ付けるかのようにぷるんと弾む。

　次第に背筋の痺しびれと震えが強くなり、オレの生返事も「んぅ」という吐息に変わりはじめた頃ころ、こちらの反応を認めてか、ルナは嬉うれしそうに目を輝かせた。

「ふふ、忍さんも気持ちいいんですね？　それならもっと続けますよ？」

「あ、いや、えっと……」

　喉のどまで出かかった制止の言葉。やはりそれが口からこぼれることはなく、ルナも当初の目的を忘れているのか、さらに甘噛みを強くする。

　しかし痛みは全くない。あるのは心地ここち良よい刺激だけだ。ルナもはじめのうちはただじゃれているだけだったのかも知れないが、時折あでやかな表情を見せることもあり、ゆっくりと自分の理性がとろけるのを感じていたところ、

「あっ……」

　不意に小さく声をあげるや否や、残念なことにルナはこちらからそっと離れ、何な故ぜか申し訳なさそうに頭を下げた。

「ごめんなさい忍さん。つい夢中になっちゃって……キスマークがついちゃいました」

「……べ、別に構わんよ。学校でクラスの連中に自慢するさ」

　慌てず騒がずなんとかクールに振る舞い、オレが必死で平静を装っていると、こちらが怒っていないとわかってか、ルナはほっと豊かな胸を撫なで下ろした。

「本当にごめんなさい。今度から気をつけます。それでえっと、忍さんはなにをしていたんですか？」

　眩まばゆい金の髪を揺らして可か憐れんな横顔をこちらへ近づけ、ルナが不思議そうにパソコン画面を覗のぞき込こんだところ、互いの距離がさらに縮まり、もう吐息がかかりそうだ。

　続いて彼女がそっと横髪を耳にかけると、甘い香りが鼻先を掠かすめ、こちらの鼓動が早鐘を打つ中、ルナは頬ほおを緩めて穏やかに口を開く。

「生徒会選挙について調べていたんですね」

「ああ、なんとしてもマキナには当選してもらいたいからな」

　再び焦りを隠してオレが大きく頷うなずくと、ルナは笑みを濃くして柔らかく目を細める。

「選挙のことは、さっきマキナとなずなちゃんが教えてくれたんです。ふたりの話を聞いたときはすごく嬉うれしくて、思わずマキナのことを抱きしめちゃいました」

　穏やかな声こわ音ねのまま、彼女はやんわりと言葉を紡ぐ。

「マキナはとても優しい娘ですから、きっと魔界に戻るかどうかずっと悩んでいたんだと思います。だけどみんなと一緒にいるために、マキナが頑張ってくれるのなら……」

　その声音にぬくもりを溢あふれさせ、ルナは言葉に想おもいを乗せる。

「これでも私はマキナのお姉さんですからね。マキナのためならなんでもするつもりです。なにかあったら、いつでも声を掛けてくださいね忍しのぶさん」

「お前が協力してくれるのなら心強いよ。よろしく頼む」

　愛おしさに満ちたルナの微笑ほほえみ。彼女がどれだけマキナのことを想っているのか、それが改めてわかった。けれどルナに笑顔で返しながらも、ふとオレは思い出す。

　……確かおっさんは『マキナが自分から魔界に戻ってくる』『あの娘は本当に弱く、とても優しい娘だからな』みたいなことを口にしていたと思う。そしてルナは『マキナが優しいから、魔界に戻るかどうか悩んでいたのかも知れない』と話してくれた。

　しかしどうしてマキナの優しさと、彼女が魔界に戻る事とが繋つながるのだろうか？

　ひょっとしたらルナなら何か知っているのかも知れない。だけどそれは彼女からではなく、やはりマキナ本人から訊きくべきなのだろう。

　そう判断して立ちあがり、オレは思考を明るく切り替える。

「さてと、それじゃあいい加減、風ふ呂ろにでも入ってくるわ」

「よかったら忍さん、お背中を流しましょうか？」

「なんだ？　もしかしてお前、セクシーなオレの身体が見たいのか？」

「み、見たいです！」

「──ぶっ！」

　ちょっとからかうつもりが、とんでもないカウンターを喰くらって思わず噴き出してしまった。けれど口元を拭ぬぐいつつ、負けじとオレはさらにジョークを飛ばす。

「ウ、ウソをつくなよお前。本当はそのわがままボディをオレに見せつけたいんだろう？」

「……はい。忍さんになら見て欲しいです」

　ま、またしても強烈なカウンターだ。顔を真っ赤にしてもじもじと両膝ひざを擦こすり合わせるルナ。はっきり言って動揺が激しく、オレはおずおずと口を開く。

「あの、ルナさん？　一体どうしたんだ？　やっぱり露出プレイとかが好きなのか？」

「ろ、露出？　違いますよぉ！　それにやっぱりってなんですか！　やめてください！」

　耳まで赤くして否定したのち、今度はルナがおずおずと口を開く。

「その、巴ともえさんが教えてくれたんです。いつもより大胆にお願いすれば忍しのぶさんが一緒にお風ふ呂ろに入ってくれるって。だけど間違っていたんですね……」

「ル、ルナはなにも悪くないさ。オレはちょっと母さんのところに行ってくる」

　小一時間ほど説教だ。ひとの気も知らないで、ルナになんてアドバイスをしやがるんだ母さんは。ただでさえうっかりキスマークをつけられてしまったんだぞ？　ルナと一緒に風呂に入ったら、こちらの理性がもたずに我を忘れてしまうかも知れないじゃないか。

　肩を怒らせながら早足で自室を出るや否や、オレは迷わず母さんの部屋に向かったのだが、途中で方向転換。多分なにを言ってもからかわれるだけだろう。それにちょっと怖い。

　というわけで早々に説教を諦あきらめ、ルナに促されていたこともあり、とりあえず風呂場へと向かって今日の疲れを癒いやすことにした。ちなみに、風呂からあがったあともオレはネットで選挙についての検索を続け、眠りにつく頃ころには時刻も深夜を過ぎていた……。










第二章　憧れを目指して



　甘く鼻先を撫なでる香水の匂におい。背中に押し当てられた弾力感に富んだ形の良い美乳。視線を横に移すと、眩まばゆく端整な容よう貌ぼうが確認できた。

　なにやら先程からかおるんが頬ほおを緩め、ぎゅっとオレの背中に抱きついている。

　が、この心地ここち良よい抱擁はいつまで続くんだ？

　学校も終わって放課後。昨日の電話で話してくれた通り、聖ひじりたちは自宅の居間を会議の場所として提供してくれた。そこで選挙活動について話し合うため、オレとマキナは一度帰宅したのち聖の自宅に向かったのだ。

　けれど何を考えているのか、いつものメイド服姿でオレ達たちを出迎えてくれたかおるん。

　彼女は玄関先でひとの背中にくっつき、突っ込むのも面倒だったので放置していたところ、オレが広い居間に腰を降ろしたあとも、未いまだに彼女は背中に抱きついたままである。

　柔らかな両の乳房。芳しく心地良い匂い。温かな身体の感触を受け続け、さすがに根負けしてオレは口を挟んだ。

「……こんな状態では会議に集中できん。お前はいつまでくっついているつもりだ？　というかお前、さっきからなにをやっているんだよ？」

「エネルギーの充じゆう填てん中です。どうぞわたくしのことは気にせず会議をはじめてください」

　そんな魅惑的な身体をこちらに預けておいて無茶を言う。オレは助けを求めるように、凛りんと整った顔立ちのクールビューティー、相変わらず華のある雰囲気を纏まとった聖ひじりに視線を投げた。が、呆あきれ顔のマキナとは裏腹に、聖は小さく微笑ほほえむだけだ。

「忍しのぶくん、薫かおるさんは色々あって疲れているんだ。もう少しだけ付き合ってあげて欲しい」

「疲れている？　なんだ、オレを想おもって眠れなかったのか、こいつ」

「えっと、私じゃないんだから……じゃなくて。ほら、少し前に新しいメイドさんをうちに呼ぶって話をしただろう？　その準備もあって最近ちょっと忙しかったんだ。それに薫さん、昨日は夜遅くまで選挙について調べていたみたいだから」

　新しいメイドさんに選挙の調査か。そういや確か、かおるんも聖と一緒に大学に行けるようになったから、彼女が受験勉強に専念できるようにと、五ご行ぎよう家の当主、宗そう悟ごさんの計らいで新しいメイドさんを呼ぶとかいう話があったな。

　なにやら会話の中で聖が微妙に気になる言葉をこぼしていたが、「なるほど」と、敢あえてスルーしつつ、新しいメイドさんが来る話を思い返していたところ、かおるんがこちらの肩に顎あごを載せ、ジョーク混じりに注意をひとつ。

「忍様、新しいメイドの娘はとても可愛かわいらしい女の子なんです。近いうちに我が家で暮らすようになるとは思いますが、くれぐれも手は出さないでくださいね」

「約束はできない」

「し、忍様の天然ジゴロ！」

　ふざけて返したところ、じゃれるように顎先でオレの肩をグリグリしてくるかおるん。

　……ちょっと気持ちいい。なんせ彼女が動くごとに、丸みを帯びた乳房がこちらの背中を通じて無邪気に弾んで揺れ動き、得も言われぬ柔らかさと弾力感が伝わってくるのだ。

　けれど懸命に落ち着き払い、オレはやんわりとかおるんに声を掛ける。

「しかしお前もマキナのために頑張ってくれたんだな。メイドさんのことで疲れていたのに、遅くまで選挙について調べてくれたんだろう？」

「その通りです。これでも頑張ったのでなにかご褒美をください。とりあえず甘い言葉でも聞かせてくれませんか？　疲れたわたくしの心を和ましてくれるような、とびきりロマンチックなものでお願いします」

　どうにも昨日の電話と似たようなリクエストだったが、オレは適当に応じる事にした。

「──全すべてを捨てて抱き締めたい」

「わたくしをですね？　わかります」

「抱き締めたあと投げ捨てたい」

「むっ、失礼ですね。そんなことではロマンスの神様も微笑みませんよ？　いまからわたくしがキスをプレゼントしますので、それを受けて素敵な台詞せりふを飛ばしてください」

「ど、どんだけ甘い言葉が聞きたいんだよお前は──って、こら！　なにをする！　ほんとにキスをしようとするな！」

　なんてやり取りを交わしつつ、いつものようにかおるんとの冗談を楽しんでいる中、マキナは何か言いたそうな顔をしていたものの、聖ひじりはこちらを横目に穏やかに切り出す。

「マキナさん、ふたりの冗談もすぐに終わると思う。遊んだあとは真面目まじめに会議に参加してくれるはずだ。とりあえず、いまのうちに私わたしたちだけで会議をはじめようか」

「……聖も慣れてきたわね」

　マキナは微苦笑を浮かべて頷うなずいたのち、オレたちを他所に居間のテーブルを挟んで聖と二人で会議をはじめていき、そんな二人の様子を眺め、かおるんは微かすかに声を落とした。

「ふたりとも突っ込んでくれませんね」

「もうオレたちのやり取りは日常になっているのかも知れんな」

「むしろマンネリとも呼べるでしょう。日々の生活の中で適度な刺激は必要不可欠です。その刺激を得るためにも忍しのぶ様、今回はちょっぴり過激に大胆にいきませんか？」

「……オレ、何気ない日常こそが最高の宝だと思うんだよね。だから過激で大胆な刺激なんてお呼びではない。悪いがお断りだ」

「そんなつれないことをおっしゃらないでください。ここは忍様らしく、クールに刺激を弄もてあそべばいいではありませんか。淫みだらに決めてください。いまからベッドにいきましょう」

「明かりは点つけるなよ？　淡い宵よい闇やみの中、お前の心だけを見つめていたい──じゃねえよ！　なんでお前はちょっと嬉うれしそうなんだ！　淫らな指先でオレに触れるな！　あっ、こらダメだって！　やめなさい！　薫かおるさんやめなさい！」

　覚えず敬語になって注意を促したものの、かおるんは一向に止まらない。何な故ぜか楽しそうにしなやかな指先で撫なでるようにこちらの頬ほおをさすり、制止の声も虚むなしく響き、彼女は薄紅色の唇をそっと近づけ、それをオレの首筋に軽く押し当てて来た。

　……これはまずい。服の襟で隠しているとはいえ、このままでは昨夜ルナにつけられたキスマークが見つかってしまう。オレがかおるんを引ひき剥はがそうと焦る中、こちらの様子を認めてか、次第に聖とマキナは何かに耐えるように身体を震わしていき、

「あら？　首筋にキスマークが……」

　かおるんがぽつりとそうもらした瞬間、さすがに我慢が効かなくなったのだろう。聖とマキナは勢いよく立ちあがり、揃ってかおるんへと詰め寄って声をあげる。

「か、薫さん！　なにをやっているんだ！　早く忍くんから離れて欲しい！　薫さんだけそんな羨うらやましいことをするなんてずるいぞ！」

「そうよ！　聖の言う通りずるいわよ薫……って、聖？　なんだか思いっ切り本音がもれてない？　そんなことを言って大丈夫なの？」

「あぅ……」

「ご、ごめんなさい。余計なことを言ったわ。そこまで真まっ赤かになるとは思わなくて」

「……いいんだ。私はルナさんや薫かおるさんみたいなスキンシップを忍しのぶくんと取れないから、やっぱりすごく羨うらやましい。マキナさんだってそうなんだろう？」

「ええ、あたしもお姉さまにみたいに忍にキスしたり抱きついたり、なずなみたいに頭を撫なでてもらったり、それにお風ふ呂ろにだって一緒に──って、あたしは違うわよ！　聖ひじりまで変なことを言わせないで！　断っておくけど本心じゃないわ！」

「そ、そうなのか？　その割にはやけに具体的だったような……」

「──はいそこの聖ちゃんとマキナ！　そんなことをやっている場合ではありませんよ！　大変なんです！」

　若干だが声を上擦らせてストップを掛け、かおるんはビシッとオレの首筋を指差す。

「このキスマークはわたくしがつけたものではありません！　わたくしがつける前からすでに忍様の首筋にありました！　一体どういうことですか忍様！」

「ああ、昨夜ちょっと悪戯いたずらなレディーに無理矢理つけられちまってな。クールに刺激を弄もてあそぶつもりが、無邪気な唇に酔よい痴しれてしまった」

　なんて軽口を叩たたいた途端、聖とマキナとかおるんは一様にわずかに表情を強こわ張ばらせた。

「……忍くんに無理矢理キスマークをつけた人がいるのか。なんて羨ま──コホン。やっぱり無理矢理はよくないな。少し注意した方がいいと思う」

「まったくね。あたしも強引っていうのが気に入らないわ」

「わたくしもキスマークをつけようとしていたのであまり強くは言えませんが忍様、一体どなたに無理矢理つけられたのです？」

「天然エロスお姉さん」

　素直に即答で応じたところ、ひとの答えを聞くなり聖とかおるんはくるりと背を向け、

「ごめん薫さん。キスマークをつけただなんて疑って……」

「いいんですよ聖ちゃん。この前ウソをついたとき信じてくれましたからね。まあそれはさて置き、そろそろわたくしも会議に参加することにします」

　まるで何事もなかったかのように振る舞い、居間のテーブルへと足を伸ばすふたり。

　少し怪け訝げんに思い、オレはこの場に残ったマキナに声を掛けてみた。

「なあ、ルナにひとこと言わなくてもいいのか？」

「そんなの無理よ。相手はお姉さまだもの。あたしからはなにも言えないわ」

　ほんのちょっとだけ寂しそうに微笑ほほえみ、マキナは足早に聖たちのもとへと向かう。

　やはり怪訝に感じながらも、オレは彼女に倣ってテーブルにつき、今度は真面目まじめにみんなで会議をはじめると、かおるんはどこから持って来たのか、大きなホワイトボードを居間へと運び込み、それから会議の進行役を務めた。

「さて、仕事の合間を挟んで調べた結果、正式な発表はまだですが、生徒会長に立候補された生徒はマキナを含め、いまのところ五名いることがわかりました」

「……五人も立候補しているのか。ずいぶんと数が多いな」

「忍しのぶ様たちの高校では、生徒会という組織がそれなりの力を持っているそうですからね」

　わずかな驚きをこぼしたオレに応じるように、ホワイトボードに『対立候補は四名』と書き込んでいくかおるん。

「おそらく立候補者の中には『ぐへへへ、権力を握ってやりたい放題じゃ』とか『僕、内申点を稼いで推薦で一流大学に行くんだよね』なんてことを考えている方もいらっしゃるでしょう。それが悪いとは言いませんが……」

　ゆっくりと言葉を止め、かおるんは心持ち口調を強くする。

「そのような方々が相手であれば、マキナが負けることはまずないと思います」

「つまり、手を抜かない限りは余裕で当選できるってことか？」

「以前までならそうだったんでしょうね。ですがいまは状況が変わりました」

「……状況が変わった？」

「どういうことなの？」

　オレとマキナが揃そろって首を傾かしげると、控え目に聖ひじりが言葉を挟んできた。

「えっと、少し前に私が生徒会長の立候補を辞退しただろう？　その影響かも知れないんだけど、いまの副会長が生徒会長に立候補するみたいなんだ。彼女は選挙の経験もあるし人望もあるようだから、そう簡単には勝たせてくれないと思う」

「……他の立候補者たちとは一味違うというわけか」

　そういえばちょっと前、聖はいまの生徒会長から自分の後任になってくれと頼まれていた。けれど退魔の仕事やオレとのトラブルも重なり、選挙の準備を進めていくうちに負担が増え続け、聖は学校で一度倒れたことがある。

　その後はこちらとの和解も手伝い、彼女も自分の仕事やオレと一緒に過ごす時間を優先してくれたため、結局は立候補も辞退する運びとなったわけだ。

　が、やはり聖の言う通り、彼女が抜けた影響が出ているのかも知れない。

　人望が厚く人気の高い聖のことだ。選挙に出ていたら確実に当選していただろう。

　しかし彼女が不在ならば、自分でも当選できるんじゃないかと立候補者が増え、その中にはかおるんの言葉通り、生徒会長の地位や内申点だけを目的とした人間もいるとは思う。

　それを見み咎とがめて、いまの副会長も立候補したのではないだろうか？

　なんて推測を立てつつ、オレは腕を組んで胸中でため息をこぼす。

　……いずれにせよ厳しい選挙になりそうだ。マキナもオレと同じようなことを考えているに違いない。心なしか彼女は表情に不安を見せており、どこか部屋の空気が重くなるのを感じていたところ、かおるんが場の雰囲気を変えるように軽く手を叩たたいた。

「確かにその副会長の方は強敵かも知れません。けれどわたくしには負ける気など毛頭ありませんよ。選挙に勝つためにも、これからしっかりと話し合っていきましょう」

　彼女の言葉を受け、オレたちが顔を見合わせて力強く頷うなずいて返したところ、かおるんは小さく微笑ほほえみ、真剣な面持ちでマキナに視線を投げる。

「マキナもご存じかとは思いますが、あと数日でいよいよ選挙活動がはじまります。まず活動中に行うことは、やはり知名度を高めることでしょう」

「……知名度？」

「はい。マキナのことを知らない生徒の方もいらっしゃいますからね。マキナの知名度を高めると同時に、生徒の皆さんから良いイメージを持たれることも大切です」

　やんわりとマキナに応じたのち、かおるんはホワイトボードに『知名度』『イメージアップ』と書き込んでいく。

「とりあえずこの二つから詰めていきましょう。基本中の基本かも知れませんが、選挙活動中は毎朝欠かさず校門前に立って生徒の皆さんにご挨あい拶さつです。その際にはクラスの皆さんにも協力してもらいましょう。忍しのぶ様もマキナと一緒に校門前に立ってあげてください」

「おう、早起きは苦手だが任せておけ」

「ちなみに校門前に立つときには女装をしていただきます」

「よし、女装はトラウマだがどんとこい──なんて言うわけがないだろうが。どうしていきなりふざけるんだ？　頼むから真面目まじめにやってくれよ」

「わたくしは別にふざけてなどいませんよ。失礼ながら忍様の強こわ面もてではイメージアップを図るどころか、逆に生徒の皆さんが怯おびえてしまってイメージダウンへと繋つながるでしょう。それを避けるためにも女装は必要不可欠なのです」

　……悲しいことにかおるんの言う通りだとは思う。

　だけど女装はほんとにきつい。覚えずオレがため息をこぼしたところ、こちらの様子を見兼ねたのか、聖ひじりがそっとフォローを入れてくれた。

「薫かおるさん、忍くんも女装には抵抗があるだろうから、代わりに私がマキナさんと一緒に校門前に立つよ。それでいいだろう？」

「……賛成はできません。聖ちゃんが立候補を辞退したことで、それまで選挙の準備を進めていた生徒会の方々にご迷惑をおかけしたでしょう？　マキナの対立候補は現生徒会メンバーの副会長です。聖ちゃんが表に出ることは好ましくありません」

　柔らかな諫かん言げんを受け、聖が小さく肩を落とす中、かおるんは「聖ちゃんも裏方に回るのが賢明でしょう」と言葉を続けながらこちらに目を向ける。

「というわけで忍様、マキナのためにも女装してあげてください。聖ちゃんが裏方に回る以上、一番うまくマキナをフォローできるのは忍様をおいて他にないと思います」

「まあ、そうかも知れんな」

「それならば是非とも女装でお願いします。忍様は不安を抱えながらも健けな気げに校門前に立つマキナを放っておけるような、そんな心までクールな方ではないでしょう？」

　冗談なのか本気なのか、妙に熱い口調のかおるん。対してマキナは微苦笑を浮かべ、聖ひじりと同様、控え目にこちらのフォローへと回った。

「そんなに心配しなくても大丈夫よ薫かおる。確かに忍しのぶがいてくれたら心強いとは思うわ。でもクラスの誰だれかがついてくれれば平気だから……」

「いや、オレもお前の傍そばにいる」

　そっと手を伸ばし、オレはマキナの頭を撫なでる。

「なんせ、オレが一番お前の乗り突っ込みを──じゃなくて。お前の魅力を引き出せるからな。こうなったら女装でもなんでもしてみせるさ」

「……この前テレビで『言い間違いによって当人の隠された本心が垣かい間ま見みられる』なんていうフロイトの言葉が紹介されていたわよ？　いまの言い間違いで忍の本心が垣間見えたような気がしたわ。まあちょっと嬉うれしかったけど……」

　ちょっと嬉しかったんだ。オレはちょっとびっくりだよ……なんて感想を抱いていたところ、かおるんは満足そうに頷うなずき、細い腰を上げて素早く聖とマキナの腕を取る。

「それでは話もまとまったことですし、次は選挙用のポスター作成に移りましょう。学校の掲示板に立候補者のポスターを貼はるという話を聞きました。カメラと衣装の準備はすでに整っています。早速ポスター用の写真を撮影しましょう」

「薫さん、写真撮影のことはよくわかった。だけどこの手はなにかな？」

　掴つかまれた腕に聖が視線を落とすと、かおるんは迷わず応じる。

「マキナもひとりだけでは恥ずかしいと思います。せっかくですから聖ちゃんも一緒に着替えてあげてください。忍様を悩殺するチャンスですよ」

「……忍くんを悩殺？　わ、私にもできるかな？」

「もちろんですよ。きっと忍様も喜んでくださるでしょう。忍様とマキナのためにも頑張ってください」

「うん。わかった。ふたりのために頑張る」

　わりとあっさり納得してしまう聖。一方、聖と同じようにかおるんに押さえられているマキナ。彼女は慌ててかおるんにストップを掛けた。

「ちょ、ちょっと聖！　薫の口車に乗ったらダメよ！　どうせ薫のことだから変な衣装を用意しているに違いないわ！　大体どうして着替える必要があるの！　写真なら制服のまま撮ればいいじゃない──って、引っ張らないでよ薫！　やめて離して！」

　ジタバタと手足を動かして抵抗したマキナだったが、それも徒労に終わり、かおるんに引きずられるようにして聖と共に居間から姿を消して行った。

　しかしまあ、息抜きも必要だな。微苦笑をこぼして頭を休め、オレはテーブルに頬ほお杖づえをつきながらみんなの帰りを待つことにした……。



　それから数分以上の時間が流れ、昨日遅くまで起きていたせいか、ついついうたた寝しそうになっていたところ、居間の扉が静かに開き、ようやくみんなが戻って来てくれた。

　が、一眼レフカメラを首にぶら下げたかおるんはともかく、視界に飛び込んで来た聖ひじりとマキナの服装を見た途端、一気に眠気が吹き飛び、思わずオレは大きく目を見張る。

　……これはすごいな。ふたりともなかなか魅惑的な衣装だ。それぞれコスチュームは異なるが、まず聖の方は俗に言うミニスカ巫み女こというやつだろうか？

　清潔感に溢あふれた真っ白な小こ袖そで。緋ひ袴ばかま風にアレンジされたミニスカート。そのスカートの丈は非常に短く、あでやかな聖の太ふと股ももが無防備にもさらされており、健康的な美脚が艶つややかに引き立っている。

　いまにも心を奪われそうだ。衣服を身に纏まとっている聖本人の魅力が強く影響しているのだろう。和風な清せい楚そさと上品な色香を見事に融合させていた。

　しかし聖に負けず劣らず、マキナの姿にもかなりの破壊力がある。

　ただでさえ普段からどこか女王様然とした輝きを見せているというのに、彼女はかなり際どいボンテージファッションに身を包み、気品ある妖よう艶えんさに磨きを掛けていた。

　あでやかなブラックの光沢を放つボンテージウェア。

　その衣服は抜群のプロポーションを誇るマキナのボディラインを悩ましく強調しており、豊満な乳房にくびれた腰。ショートパンツから覗のぞく程良く引き締まった太股。ガーターベルト付きのストッキングに覆われたしなやかな両脚。それら全すべてから甘く痺しびれるような色気が漂ってきている。

　気がつくと言葉も忘れて聖とマキナに見み惚とれていたわけだが、しかしそれにしても、かおるんはどうやってこんな大胆な衣装をふたりに着せたんだ？

　はたと我に返り、ふと疑問に思ってオレは軽く首をひねる。

　……そういや着替えにわりと時間が掛かっていたけれど、その間にふたりを説得したのだろうか？　なにやらかおるんは一眼レフカメラを首にぶら下げたまま、『いい仕事をしました』とでも言いたげに額を拭ぬぐっており、一方聖とマキナは赤い頬ほおをそれぞれ綻ほころばせ、

「よかった。忍しのぶくんもすごく喜んでいるみたいだ……」

「隠そうとしているけど、口元が緩んでいるものね。やっぱり薫かおるの言った通りだったわ」

　などと互いに囁ささやき合っている。そんな中、かおるんはすっと懐からビデオカメラを取り出し、何な故ぜかビデオ撮影をはじめたらしく、さっとそのカメラをこちらへと向けてきた。

「こらこらかおるん。別にオレは撮らなくてもいいんだよ。やめろって」

　なんて言いながらもウインクを決めたところ、かおるんは上機嫌に口を開く。

「こちらのワイルドで精せい悍かんな顔立ちの男性は南なん条じよう忍様。聖ちゃんを愛人にした豪傑です。好物はビーチの散歩と夕日とセクシーな女性。スリーサイズが知りたい方はわたくしまでお電話ください。それでは最後に忍しのぶ様、全国の忍様ファンの方々に何かひとこと」

「オレのファンが相手だったら、男女問わず優しく抱き締めてやる。なにかあったらいつでも来い。オレならコンビニと同じように、二十四時間休みなく営業しているぜ？」

「はい。ふざけると限りなくダサイ忍様でした。けれどそんなお茶目なところもとても可愛かわいいと思います」

　いつものジョークを飛ばしつつ、かおるんはすっとカメラをマキナに向ける。

「続いてこちらのボンテージファッションがよく似合う赤髪の女王様はマキナ・リーベライ・オランジェロ。特技はツンデレと乗り突っ込みです。せっかくですからマキナからも何かひとこと。できれば男性の心をピンヒールで踏みつけるような感じでお願いします」

「──よく聞きなさいあたしの可愛い奴隷たち。いまからあたしがいいと言うまで、その薄汚い口を閉じていること。わかったわね？　あたし以外の誰かと喋しやべったら、その、許さないわよ……って、なにをやらせるのよ！　大体誰だれが女王様なのにゃあ！」

　……マキナのやつ噛かんじゃった。

　途端、耳まで上気させる赤髪の女王様。どうにも服装とその肢体は色っぽいけれど、やはりマキナを見ていると自然と頬ほおが緩んでいく。こちらと同様にかおるんも頬を緩めたのち、カメラを聖ひじりへと移すなり、思いっ切りローアングルで撮影。

「さてさて、こちらの凛り々りしい黒髪のクールビューティーはわたくしの自慢の妹、五ご行ぎよう聖ちゃんです。いまちょっとパンツが見えてしまいましたが、白とは素敵ですね。さすがは聖ちゃんです。そんな聖ちゃんからも何かひとこと」

「あぅ、恥ずかしいからやめて欲しい……見たらダメだ……やだぁ、撮らないで……」

　いつもの凛りんとした響きはなく、羞しゆう恥ち心しんに声を震わせる聖。

　なんだか妙に鼓動が激しくなってきた。聖は両手でスカートの裾すそをぎゅっと握り、恥ずかしそうに両膝ひざを擦こすり合わせている。それを認めたかおるんはふとこちらへと歩みを進め、そっとビデオカメラを差し出して来た。

「忍様、わたくしはこれから当初の予定通り写真撮影に入ります。ビデオ撮影の方は忍様にお任せしますね。記念に残るように綺き麗れいに撮ってあげてください」

「被写体を輝かせてみせよう」

　鷹おう揚ように頷うなずき、オレは受け取ったビデオカメラをすかさずかおるんに向ける。

「はい。こちらのメイド服姿が映えるシャープな顔立ちの美人さんはかおるんこと五ご行ぎよう薫かおる。意外にシャイで冗談好きのお姉さんだ。せっかくだからかおるんからも何かひとこと」

　悪乗りでジョークを振ると、かおるんは「ん……ちゅっ」とあでやかなポーズと共に、色っぽい投げキスをひとつ。

「どうです？　ドキドキしましたか？」

「……なにを言ってもお前を傷つけるだけだと思うんだ。オレはお前を傷つけたくない」

















「天使のような悪魔の笑顔!?」

　正直かなりドキドキしたが、照れ臭いので黙っておいた。

　するとかおるんはちょっぴり不満そうにしつつも、あまり気にしていないのか、首にぶら下げた一眼レフカメラで早々と聖ひじりとマキナの写真撮影を開始。

「ではおふたりとも、早速ですが服を脱いで裸になってくださ……おふたりの顔を見ればわかります。やっぱりダメですよね。それなら代わりに下着姿に……無理ですか。そうですか。それではせめてセクシーなポーズを取ってくれませんか？」

　……いまの交渉術、なんかの本で読んだことがあるな。

　ハイボールテクニックだったか？　はじめに無茶な要求をして相手が悩み出したら、すかさず譲歩すると見せかけて本来の申し出で納得させる。さり気なく相手の妥協点を引き上げる手法だったと思う。

　そしてそれに引っ掛かってしまったのか、聖もマキナも『それぐらいなら』といった様子で思い思いに要求されたポーズを取っていき、一方かおるんはデジカメを構えつつ、

「聖ちゃんもマキナもすごく魅力的です。おふたりとも素敵ですね。可愛かわいらしいですよ」

　なんて褒めちぎり、再び交渉術を使い、ふたりが渋り出したときには、「おふたりとも、忍しのぶ様も楽しみにしていますよ」とか「忍様もおふたりに魅了されていますね」などとオレの名前を出してはふたりに大胆なポーズを取らせていく。

　その間、グラビアアイドルがよくやるような女豹のポーズではふたりの豊潤な乳房が際立ち、深い胸の谷間を確認することができた。また開脚ポーズではふたりの美脚が艶あでやかに輝き、なめらかな脚線美に目を奪われる。

　さらにあろうことか、続けてふたりは四よつん這ばいになったと思ったら、豊かなお尻しりをこちらに向かって軽く突き出し、聖ひじりは短いスカートから白のパンツを、マキナはショートパンツからピンクのパンツをチラチラと蟲惑的に覗のぞかせていた。

　……目に眩まぶしすぎる。オレが動揺する中、すっとかおるんがこちらに視線を移す。

「どうですか忍しのぶ様。いまどんな気分です？」

「まるで天国にいるようだな。すぐに地獄に変わると思うけど……」

「大丈夫ですよ忍様。わたくしも地獄にお供しますから」

　……要するにまだやめるつもりはないってことか？

　さすがに止めようとしたものの、それよりも早く、かおるんがふたりに声を掛けた。

「はい、おふたりとも目線をこっちくださいね。いいですよ。そろそろスカートとパンツを脱いでみましょうか……いえ、ただの冗談です。それじゃあちょっとお尻をあげてください。そのままお尻を軽く振ってみましょうか。忍様を誘惑するつもりでお願いします」

　かおるんがそう促すと、聖もマキナも顔を見合わせ、少し迷っている様子だったが、

「聖ちゃん、マキナ、忍様が今か今かと待っていますよ。珍しくはっきりと頬ほおが緩んでいるでしょう？　忍様のために頑張ってください」

　変態メイドに唆そそのかされてしまったらしく、ふたりとも若干の躊躇ためらいを見せたのち、頬を朱に染めながらゆっくりと腰をくねらせていく。

　ふりふりと艶なまめかしく揺れ動くふたりの桃もも尻じり。その肉付きの良いヒップはかおるんの指示に従い、誘惑するように上下運動をはじめ、続いて左右へ腰の動きを変え、それから擦るように円を描いていく。

　それだけでも十分に刺激的なのにも拘かかわらず、ふたりが動くたびに短いスカートとショートパンツが徐々に捲めくれ上がっていき、聖からは白のパンツ、マキナからはピンクのパンツがはっきりと顔を覗かせていた。もうまろやかな尻たぶが丸見えである。

　そんな状態のまま、ふたりが頬をさらに赤らめて腰を動かし続けると、雪色のお尻が淫みだらに震え、抜群の張りを見せ付けるかのように甘く弾む。

　えっと、オレとしてはひどく夢心地な気分ではあるけれど……本当に撮影なんかしていていいのだろうか？　今更だが罪悪感を覚えていると、こちらの心情を他所にかおるんは撮影を続行。しかも懐からなにやらカンペを取り出すなり、すっとそれを聖に向ける。

「聖ちゃん、そのまま甘い吐息と共にこのセリフを読んでください」

　その催促を受け、恥じらいのためか、聖は瞳ひとみを潤ませておずおずと口を開く。

「──わ、私を、あなたのペットにして欲しい」

　こいつはとんでもない威力だ。覚えずこっちの頬ほおまで熱くなるのを感じていると、かおるんはマキナにもカンペを向ける。

「マキナはこちらのセリフでお願いします」

「──今夜は、後ろからしてね♡　じゃないわよ！」

　さすがに我に返ったのか、乗り突っ込みと同時にマキナは微かすかに声を荒げる。

「なんて事をさせるのいい加減にしなさいよ薫かおる！　確かに褒めて貰もらえて嬉うれしかったわよ？　忍しのぶも喜んでくれていたからついやっちゃったけど、よく考えてみたらこんなの選挙のポスターに使えるわけがないじゃない！　そもそも忍はいつまでカメラを回しているのよ！」

「す、すまん。お前らがあまりにも魅力的だったものでうっかり……」

「え？　魅力的？　そうかしら──って、そうじゃないわよ！　なんでまだカメラを回しているの！　ここは忍が薫を止めるところでしょう！　聖ひじりからも何か言ってあげてよ！」

「……私は忍くんが喜んでくれるのなら、それで十分だ。注意なんてできそうにない」

「ど、どれだけ尽くすタイプなのよ……」

　困ったように小さく微笑ほほえむ聖。軽くため息をつくマキナ。そしてかおるんはといえば、

「このデジカメとビデオカメラの撮影データをうまく選挙に利用すれば、わりと簡単に当選できるかも知れませんね」

　そうぽつりとこぼし、彼女がオレからビデオカメラを受け取った途端、慌てて聖とマキナがそれぞれ声を裏返す。

「か、薫さん！　絶対にダメだぞ！　そんな恥ずかしいものを忍くん以外の人に見せたらいやだ！　やめて欲しい！」

「そうよ！　何を考えているのよあんたは！　いますぐそのデジカメとビデオカメラをこっちに寄越しなさい！　さっきの撮影データは全部消去よ！」

「デ、データを消すのだけはやめてください！　せっかくの記念なんですよ！」

　言葉と共にかおるんは素早くふたりに背中を向け、瞬く間に居間から逃走。対して聖とマキナは制止の声をあげながらかおるんを追いかけていき、再びオレはひとり居間に取り残されてしまった。

　……みんなが戻って来たら、また会議をはじめるかな。

　そろそろ息抜きも終わりにした方がいいだろう。それにしても些いささか悪乗りが過ぎた。

　とりあえず居間でひとり反省会などをはじめていたところ、ふと小さな足音が響き、扉を開けて部屋に顔を出したのは、引き締まった顔立ちのひとりの男性。

　彼は聖の父親、五ご行ぎよう宗そう悟ごさんだ。

　いま帰って来たところなのだろうか？　姿勢を正してオレが「お邪魔しています」と声を掛けたところ、宗悟さんは小さく頷うなずいて応じたのち、何な故ぜか渋い表情を見せる。

「南なん条じよう君、先ほど廊下で聖たちの姿を見掛けたのだが、あの服装は一体なにかね？」

「……若わか気げの至りだと思います。そっとしておいてあげてください」

「ふむ、まあ若いうちは色々とあるものだ。しかしあの服は妻の──いや、なんでもない」

　なんでもないことはないだろう。けれどこちらも気を遣って言及しないでいると、宗そう悟ごさんは鋭い眼光を緩め、そのままふと話題を変える。

「そういえば、エルニは君の家に住んでいるそうだね？　あいつはいまどうしている？　まだ君のうちにいるのか？」

「エルニなら、うちの妹と一緒にコタツで丸くなっていると思いますけど……」

　最近エルニが『お願いだぁ』と母さんに甘えたこともあり、例年よりもかなり早く、我が家のリビングでもうコタツが導入されている。

　しかし確か宗悟さんはエルニのことを避けていたはずだ。その彼が自分からエルニの話を振るなんて少し意外である。不思議に感じてオレは軽く首を傾かしげた。

「どうしたんです急に。エルニの話をするだなんて珍しいじゃないですか」

「いやなに、ここのところ冷え込んできたからな。エルニも寒いのが苦手だと思い出しただけだよ。私はこれで失礼するが、今度うちに来るときは、よかったらエルニも連れて来てくれ。久しぶりにあいつと食事がしたい」

「……エルニと食事？」

「エルニは私の……大切な友人だからな」

　本当に意外だ。宗悟さんがエルニのことをそんな風に思っていたとは……。

　微かすかに頬ほおを緩めている宗悟さん。けれど彼の口調は心持ち沈んでいて、どうしてかその瞳ひとみはわずかな寂しさを湛たたえている。またエルニのことを想ってか、宗悟さんが去り際にふと見せた、ひどく優しく、そしてどこか悲しい微笑ほほえみ。

　その複雑な表情が、不思議と強く胸の中に残った……。



　それからしばらくぼんやりしていたところ、やっとみんなが居間に帰って来てくれた。

　しかし残念なことに撮影データを消されてしまったのか、かおるんはしくしく泣いており、聖ひじりとマキナも元の服装に戻っている。

　そんな中、いつしかかおるんも気を取り直したらしく、今度は真面目まじめに写真撮影をはじめ、それが終わると再び選挙について話し合い、なかなかに充実した時間を過ごしたのち、オレとマキナは聖たちに別れを告げて五ご行ぎよう家をあとにした。

　ちなみに帰り際、かおるんがオレの耳元で、「実は撮影データを消される前に、ビデオカメラのデータだけはこっそりハードからカードに移し替えて死守しました。今度コピーして忍しのぶ様にも差し上げますね」と、囁ささやいていたけれど、まあそれはさて置き。

　沈みかけた夕暮れの空の下、オレはマキナと足並みを揃そろえて家路を辿たどる。

　その途中、ちょっと遠回りをして何気なく商店街に立ち寄ったところ、ふと見かけた路上販売。そこには様々な種類の帽子が並んでおり、興味を惹ひかれたのか、マキナは足を止めて商品を眺めはじめた。

　……へえ、ネコミミ帽子まであるのか。

　はたとこちらの目に留まったのは、猫の耳の形がデザインされた愛らしい帽子。しばらくはマキナに付き合って帽子を眺めていたものの、どうにも悪戯いたずら心を止められず、オレはそのネコミミ帽子を手にとって彼女へと装着。

「……思った以上に似合うな。すごく可愛かわいいぞ。楽しんでいるところ悪いがマキナ、ちょっとなずなの物もの真ま似ねでも見せてくれないか？」

「にゃあ！　お兄ちゃん大好き──って、急になによ！　変なことをやらせないで！　それにこの帽子、その……ちょっと子供っぽいでしょう？　残念だけど、あたしには似合わないと思うわ」

「──これください」

「な、なんで迷わず買っちゃうのよ!?」

　躊ちゆう躇ちよなくオレがネコミミ帽子を購入する中、マキナはおずおずとこちらの服の袖そでを引く。

「ひょっとしてその帽子、なずなにプレゼントしてあげるつもりなの？」

「いいや、お前にプレゼントだ」

　ネコミミ帽子の値札を外したのち、今度は帽子をそっとマキナに被かぶせる。

「うむ、やはり可愛いな。良かったら受け取ってくれ。まあ、別に要らなかったらなずなにあげてもいいぞ？」

「……あたしが貰もらうわ」

　離したくないというように、両手を帽子に添え、

「ありがとう忍しのぶ」

　なめらかな頬ほおをほんのりと染め、マキナは満面の笑みを浮かべた。

　その微笑ほほえみは帽子なんかよりもずっと愛らしく、じんわりと胸が温かくなっていく。

　なんだかこっちまで嬉うれしくなってきたわけだが、多少の照れも手伝い、オレはマキナから視線を逸そらす。それから再びふたりで家路を辿っていたものの、擦れ違う人たちがマキナを見ては頬を緩め、彼女もそれに気づいたのか、次第に顔が赤くなっていった。

　しかし決して帽子を外すことはなく、オレは微苦笑混じりに声を掛ける。

「えっと、恥ずかしかったら外してもいいんだぞ？」

「確かに恥ずかしいけど……忍が買ってくれたものだから。それに可愛いって言ってくれたじゃない。やっぱり外したくないわ」

　……こんなにも喜んでくれるとは思わなかった。せっかくならもっとちゃんとしたものを贈った方が良かったのかも知れない。ちらほらと星が瞬き出した夜空の下、軽く頭をかいて家路に向かう中、マキナが頭の帽子に手を伸ばし、不意にぽつりとこぼした。

「昔ね、さっき忍しのぶがしてくれたみたいに、お母さまもあたしにプレゼントをくれたの。あの時は帽子じゃなくて服だったけど、あたしはその服が子供っぽいだなんて思って、せっかくのプレゼントだったのに、『こんなの要らない』って、ひどい事を言っちゃったわ」

　当時のことを思い返しているのか、彼女の声こわ音ねにはわずかに後悔が滲にじんでいた。

「お母さまは少し寂しそうに微笑ほほえんでいて、なんだか胸が痛くて、でも今更欲しいだなんて言い出せなくて、それでも後でちゃんと受け取ろうと思っていたの。だけど結局……そのプレゼントを受け取ることができなかったわ」

「素直になれなかったのか？」

　やんわりと口を挟むと、マキナはゆっくりと首を横に振り、小さく微笑みながらも、その声を微かすかに詰まらせる。

「あのあとすぐに……お母さまが亡くなったの。家も服もみんな全部燃えちゃって、なにも残らなかったわ。お母さまからの最後のプレゼントだったのに、謝ることもお礼も言えなくて……本当にバカなことをしちゃったわね」

　無理をしたように微笑んだまま、彼女は撫なでるように頭の帽子に触れる。

　きっといまでも悔やんでいるのだろう。

　マキナの母親は、人間たちによって殺された。悪魔と一緒にいるような奴やつは悪魔だと、そんな理不尽な言葉によって、ブラムのおっさんとマキナを残して……亡くなった。

















　その辛つらさがどんなものなのか、オレにはわからない。ただ唇を噛かみ締しめ、わずかな間のあと、静かに口を開く。

「なあ、お前のお母さん、どんな人だったんだ？」

「……すごく魅力的な人だったわ」

　誇るように大きく胸を張り、

「子供の頃ころ、あたしはまだ悪魔の力の使い方が下手で、誤ってお母さまに怪け我がをさせた事があるの。だけどそんな人間とはかけ離れた力を見ても、怪我までしているのに、お母さまは『大丈夫だからね』って、いつもみたいに抱き締めてくれたわ」

　琥こ珀はく色の瞳ひとみを柔らかく細め、

「あたしに悪魔の血が流れていても、まるで気にしていなかった。お母さまはお姉さまみたいに優しくて、薫かおるのように頭が良くて、エルニに似て面白いことも言えて、亡くなる前までは、聖ひじりに負けないぐらいみんなから慕われていたわ」

　ゆっくりと慈しむようにマキナは言葉を紡ぐ。

「小さな時から、あたしもお母さまみたいになりたいって思っていたの。人間界に戻って来てからは、特にそう考えるようになったわ。生徒会に興味があったのもそれが理由よ」

　焦がれるように星空に視線を移し、彼女は声こわ音ねに温かな熱を乗せる。

「もし生徒会長になって、みんなのために何かできたら、たくさんの人たちと仲良くなれたら、お母さまに近づくことができると思ったの。あたしの傍そばにいてくれる人たちが自慢できるぐらい優しくなれたら、あたしでも人間として生きていけるんじゃないかって」

　星空を見上げたまま言葉を止め、ふとマキナは声を落とす。

「でも、思った通り選挙に当選するのは難しそうね」

「……自信がないのか？」

「忍しのぶも聖から聞いたでしょう？　いまの副会長が立候補するって。人望もあるみたいだから、無名のあたしなんかよりも、ずっと当選する確率は高いわよ」

　弱々しくため息をつきながら、彼女はわずかに目を伏せる。

「仮に聖が選挙に出ていたら、絶対に当選していたと思うわ。もしもお姉さまやエルニが立候補できたら、多分ふたりとも生徒会長にもなれたでしょうね。だけどあたしはダメよ。

全然お姉さまたちみたいになれないもの」

「みんなと同じじゃなくても……いいんだよ」

　ただゆっくりと穏やかに、

「確かにお前にないものをみんなが持っているのかも知れない。だけどみんなが持っていないものを、お前だってたくさん持っているじゃないか」

　自然と自分の口から想おもいが溢あふれ出でる。

「お前はオレと同じで『出来損ない』なんて呼ばれてきた。けれどオレみたいに誰だれかを傷つけることはなくて、すごく強くて優しくて、それに可愛かわいいところだっていっぱいある」

　だからオレはマキナには敵わないと思ったんだ。

「そんなお前だからこそ、オレもルナもみんなも力になりたいんだよ。お前のためなら女装だってなんだってやってやる。どんなことでもやってみせる。だから……」

　迷わず真まっ直すぐに手を伸ばし、

「これから一緒に、頑張っていこう」

　できる限り優しく頭を撫なでると、マキナは小さく両腕を広げ、

「……忍しのぶは温かいわね。そういうところは、お姉さまとよく似ているわ」

　もしかしたら抱きつこうとしたのかも知れない。

　だけど彼女は広げた腕をそっと降ろして、緩やかに言葉をこぼす。

「なんだか不思議。普段はふざけてばかりいて、ほんとに冗談ばっかりで、あたしの事をからかったり変な事させたり、たまにセクハラだってするのに、こんな風に頭を撫でられたら、そんなの全部忘れちゃって、ずっと傍そばにいたいだなんて、思うんだから……」

「なんなら抱き締めてやろうか？」

「ふふ、照れ屋なのにまたそんなことを言うんだから。いつもの冗談なんでしょう？」

　名残なごり惜おしそうにオレの手から離れ、マキナは「忍のバカ」と淡く微笑ほほえむ。

　しかし星明りに照らされた彼女の笑顔はどこか儚はかなげで、どうしてか胸が痛みはじめ、不意に抱き締めたいという衝動に駆られた。

　そんな中、マキナは少しだけ迷いを見せたのち、控え目にオレの手を握ってくる。

　柔らかく小さな掌てのひら。そこから伝わるぬくもりが身体全体にゆっくりと広がり、次第に心が熱を帯びていく。想いが強くなっていく。

　──ずっと守りたいと思った。

　たとえ自分が半人半魔の悪魔だとしても、いまでも母親の面影を追い求め、その母親を奪われた人間界で、自分も人として生きていきたいと、そう願ってくれたマキナ。

　──ずっと一緒にいたいと思った。

　あまり素直じゃなくて、ブラムのおっさんの言う通り弱いところもあるけど、とても愛らしくて優しいオレの家族。

　──きっと彼女のためならなんでもできると思った。

　小さな掌をそっと握り返し、緩やかに視線を移したところ、いつしか鮮明に姿を見せていた満月が、優しくマキナの横顔を照らしていた……。
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　どうして冬の朝というのはこうも寒いのだろうか？

　いよいよ迎えた選挙活動初日の早朝。先日の会議で決めた通り、今日からオレは女装してマキナと一緒に学校の校門の前に立ち、登校してくる生徒たちに挨あい拶さつをする予定になっている。一応クラスのみんなも協力してくれる手て筈はずになってはいるものの、いつもより早く起きたせいか、なにやら妙に眠い上にかなり寒い。

　もしこのまま睡魔の誘惑に身を任せてしまったら、クラスのみんなが頑張って選挙活動を行う間、温かいベッドの中で二度寝を楽しむダメ人間が誕生することだろう。

　……そういうものに、オレはなりたくない。

　というわけでクールにベッドに別れを告げ、続いてムーディーに身だしなみを整え、エレガントに自室を出る。

　が、ほんとマジで眠いな。さすがに時間帯が早いこともあり、今日は携帯のアラームでなんとか自力で起きた。しかしやはり朝はルナに起こしてもらうのが一番いい。

　毎朝の楽しみを割いてしまった影響か、どうにも眠気が取れず、欠伸あくびを噛かみ殺ころしながら歩みを進めていたところ、はたと廊下でエルニと鉢合わせた。

　多分、エルニもいま起きたばかりなのだろう。普段はツインテールの髪をストレートに流していて、その頭にはまだナイトキャップがちょこんと乗っかっている。そしてオレ以上に寒さを感じているらしく、彼女はスラッと華きや奢しやな身体を小さく震わせていた。

「おはようエルニ。今日も寒いな。少し震えているみたいだけど大丈夫か？」

「……もうダメだな。わたしは寒いのが苦手なんだ。神、雨にも負けて風にも負けて、雪にも夏の暑さにもクールな忍しのぶにも負ける」

「神様なのにずいぶんと弱っちいな。常に負けてばっかりじゃないか」

「──でも人生には負けない！　自分にも負けない！　とりあえずこの寒さを凌しのぐために、わたしは温かい場所を求めて旅に出る！」

「こらこら、ちょっと格好いいことを言いながらひとの胸の中で眠ろうとするなよ。さっさとリビングのコタツを求めて短い旅を楽しんで来てくれ」

　などと軽く突っ込みを入れてはみたものの、エルニの身体はとても温かく、心地いい匂においが鼻び腔こうをくすぐり、甘く柔らかな感触にときめきを覚えてしまい、オレは敢あえてエルニのことを黙認。平静を装って再び歩みを進めたのち、こちらの身体にくっついている彼女をリビングの前でやんわりと引ひき剥はがした。

　するとエルニは真まっ直すぐにリビングのコタツへと向かった。その様子を尻しり目めにこちらがダイニングキッチンに顔を出したところ、意外にもそこにはすでにみんなの姿があった。

　……わりとみんな早起きなんだな。

　テーブルについた母さんとマキナは互いに顔を寄せて一緒に朝刊を読んでいて、キッチンではルナが愛らしいエプロン姿で朝食の準備をしている。そしてシャワーでも浴びてきたのか、なずなはタオルで頭を拭ふいており、オレに気づくや否や笑顔で駆け寄って来た。

「お兄ちゃんおはよう！　今日はひとりで起きられたんだね」

「ああ、情けないことに苦労したがな。おはようなずな。お前は今日も早いな」

「うん！　毎朝欠かさず稽けい古こしているからね！　今朝もなずにゃんのナックルアローが見事に火を吹いたよ！」

「この寒さでは自慢のナックルアローもすぐに吹き消えちまうよ。もうお兄ちゃんはいまにも凍えそうだ。なんとかしてくれなずな」

「にゃあ！」と、元気溌はつ剌らつに応じ、笑顔のまま抱きついてくるなずな。どうやら自分の体温で温めてくれるようだ。

「おお、これは温かい。今年の冬は暖房いらずだな」

　小さく口元を綻ほころばせて頭を撫なでてやったところ、なずなは「にゃあにゃあ」と猫みたいに小柄な身体を擦すり寄せてくる。

　と、なにやら視界の端でマキナがどこか羨うらやましそうにこちらを見つめており、それを認めた母さんは悪戯いたずらっぽい微笑ほほえみを浮かべて彼女に声を掛けた。

「ねえマキナちゃん、なずなひとりでは忍しのぶの寒さを和らげられないとは思わない？　さっき凍えそうとか言っていたわよ？　せっかくだからマキナちゃんも抱きついてきたら？」

「そ、それじゃあ、せっかくだからあたしも──じゃないわよ！　なんで巴ともえさんまであたしのことをからかおうとするの？　なずなひとりで十分だと思うわよ？」

「……だけど本当は？」

「やっぱりなずなみたいに頭を撫で撫でして欲しいわ……って、だからやめてよ！　どうして巴さんも忍もそんなに口が上う手まいの？　ひょっとして遺伝？」

「えっと、ただ単にマキナちゃんが乗せられやすいだけだと思うわよ？　それにどちらかと言えば、忍の軽口と天然ジゴロは旦だん那な譲りだからね？」

　悲しい事に否定できない事実を口にしつつ、母さんは微苦笑を浮かべてさらに訊たずねる。

「それにしても、なんでマキナちゃんはそんなに恥ずかしがるの？　たまに遊んで欲しいときや甘えたいときには忍にくっついたりしているじゃない。ルナちゃんみたいに抱きついたりキスしたりしてもいいと思うわよ？」

「…………お姉さまに悪いから」

　わずかに眉まゆ尻じりを下げ、ぽつりと小声でこぼすマキナ。一方、彼女の言葉がうまく聞き取れず、オレとなずなが互いの顔を見合わせている中、両手でコーヒーカップを持ったルナが笑顔でこちらへ近づいて来た。

「忍さん、よかったら眠気覚ましにどうぞ。お砂糖はいくつ入れますか？」

「ブラックで大丈夫だ。この香りと苦味が堪たまらないんだよな」

「お兄ちゃん大人だ！」

　ちょっと無理をしたのにも拘かかわらず、なずなは目を輝かせてオレを見つめ、興味津々な様子でコーヒーに目を向ける。

「ねえお兄ちゃん、わたしもちょっと飲んでみてもいい？」

「……なずにゃんにこの苦味の良さがわかるかな？」

「わ、わかるもん！　わたしの目標は薫かおるさんみたいな魔性の女になることだよ！　ブラックコーヒーだってクールに嗜たしなんでみせるからね！」

　いや、お前の目標が魔性の女になることだとは知っているが、頭に『変態メイドみたいな』をつけたのは何故だ？　一体いつからそんな余計なものをつけるようになった？

　わりとかおるんに失礼だとは思ったものの、若干オレが危機感を覚えていたところ、止める間もなくなずなはコーヒーをひとくち含み、

「にゃ、にゃあ～！　やっぱりこんなの飲めないよぉ！」

「……魔性の女には程遠いな」

　情けない悲鳴をあげるなずな。オレは苦笑をもらしてなずなからコーヒーカップを受け取り、香り立つ匂においを上品に楽しんだのち、大人だけが知る苦味を楽しむため、なずな同様コーヒーをひとくち含み、

「……母さんにプレゼントしよう」

「お、お兄ちゃん子供だ！」

　コーヒーの苦味の良さがよくわからず、間髪を容いれずに響いたなずなの言葉が耳に痛く、

「苦い顔してないでちゃんと自分で飲みなさいよ？　その苦味が堪たまらないんでしょう？」

「だ、大丈夫ですよ忍しのぶさん。すぐにお砂糖を用意しますからね」

　母さんの容赦ない突っ込みと、ルナの温かな優しさが、なんだか少し痛かった……。



　朝食を済ませて身支度を整えたのち、見送りに来てくれたみんなに『頑張って』と声を掛けられつつ、オレとマキナは互いに白い息をもらして通学路を急ぐ。

　ちなみにいつもよりも早い時間だというのに、なずなはオレたちについてきており、少しでも参考になればと、少し前に終わった中学で行われた生徒会選挙の話をしてくれた。

「……それで応援演説でね、わたしとみーちゃんがエルちゃんから教わった手品を披露したらみんな喜んでくれたんだよ。そのおかげかどうかはわからないけど、生徒会長に立候補した友達の有あり栖す川がわさんも当選できたの」

「お前らほんとに手品なんてやったんだな……」

「いっぱい練習したからね。当選した有栖川さんもすごく嬉うれしそうだったよ。なんか『お～ほっほっほっ！　ようやくワタクシの時代が来ましたわ！　お～ほっほっほっ！』なんていつもの高笑いを見せてくれたんだけど、そのあと……泣いちゃった」

「よ、余程嬉うれしかったんだろうな」

　などとオレが相あい槌づちを打つ中、なずなは頑張って選挙のことを思い返しては色んなアドバイスをしてくれたものの、残念ながら参考になりそうなものはあまりなく、だけどマキナはその話に耳を傾けては優しく目を細め、

「ありがとうなずな。参考になったわ」

　いつもの十字路。別れ際になずなをぎゅっと抱き締めたあと、彼女はそっとオレの手を取り、そのまま歩みを進めて行く。

　しかしマキナがこんなことをするのはやはり珍しい。

　オレとなずなと一緒に過ごす登校時間。それをとても大切にしているようにも感じられ、彼女の行動に微かすかな違和感を覚えた。けれど特に口は挟まず、マキナと共に学校へ向かって教室に足を運ぶと、クラスの女子たちの大半がこちらを認めるなり何な故ぜか喜色満面で、

「あっ、南なん条じよう君とオランジェロさんが来たよ！」「今から女装タイムね！」「オランジェロさんのためにも、あたしたちの手で最高の女装を施そうね！」「ここは私わたしたちに任せてちょうだいオランジェロさん。あと……さっきからデジカメの整備に勤いそしんでいる加か藤とう君、気持ちはわかるけど今日は撮影会なんかしないわよ？　あなたも選挙に集中しなさい」

　といった具合に、女子たちに連行されるような形でオレは更衣室へと引きずられ、瞬く間に女装を施された。

　……一瞬だけ女子たちがピラニアに見えたのは内緒である。

　けれど覚悟していた事とはいえ、やはりどうにも女装はきつい。先程からスカートを穿はいているせいか、なんだかスースーする。女性は冷え性の人が多いなんて話をたまに耳にするが、よくこの寒い中スカートなんて穿けるな。

　と、そんな感想を抱いて更衣室を出たのち、オレは隣を歩く少女に視線を投げる。

　大きな瞳ひとみに通った鼻筋。透き通った白い肌にＦカップと噂うわさの巨乳。

　無邪気な色香を漂わせる彼女はクラスメイトであり、オレの幼馴な染じみでもある南みなみ桜おう花かだ。

　彼女も早朝の選挙活動に参加してくれることになっており、またこちらが女装をしている間、マキナはクラスメイトの変態と共に校門前へと向かい、きっと今いま頃ごろ先に選挙活動を行っていると思う。早いところマキナたちと合流した方がいいだろう。

　そう思って校門を目指す中、ふと南が懐から犬耳カチューシャーを取り出し、うずうずとこちらに視線を寄越してくる。

「忍しのぶちゃん今日はすごく綺き麗れいだね」

「もう何度も聞いたよ。これならレディースデーも利用し放題だな。いっそのことだ。こうなったらマキナのために男でも女でも悩殺してやる」

「そ、それならこの犬耳をつけてみない？」

「……これ以上やるとモテすぎちゃうからやめておく」

　やんわりと犬耳を拒否しつつ、ちょっぴり肩を落とす南を連れて校門前へと移動したものの、どうしてかその近くでマキナが弱ったように眉まゆ尻じりを下げており、彼女の隣にいる変態も苦笑を浮かべていた。

　ちなみにあのハンサム風の面をした変態はオレの友人、主成分の半分以上がエロとシスコンで出来ている浅あさ田だ耕こう太たである。

　まあそれはともかく。不思議に思ってマキナと浅田の視線を追うと、すでに校門前に見知らぬ生徒たちの姿があり、すぐに状況を理解したオレはわずかに眉まゆ根ねを寄せた。

「……なるほど。みんな考えることは同じってわけか」

「ううん。それは違うよ忍しのぶちゃん」

　挨あい拶さつの場所を先に取られてしまったというのに、何な故ぜか南みなみは首を横に振って応じる。

「みんな同じじゃないよ。あたしは、寒いことを言い訳にして忍ちゃんにくっつくことができるかな？　どうやって忍ちゃんに犬耳をつけよう──なんて考えているからね！」

「……相変わらずお前はエロいな」

「エ、エロくなんかないよ！　半分は冗談だからね！」

　軽く頬ほおを赤くして否定したあと、南は口調を正して続ける。

「それよりもこれからどうするかだよ。いまから校門に割り込むのも感じが悪いでしょう？　とりあえずあたしは下げ駄た箱ばこに戻るね。あそこならまだ空いていると思うから……」

「おう、それじゃあ場所の確保を頼む。ありがとう南。お前今日もエロ可愛かわいいな」

「か、可愛いはすごく嬉うれしいけど、やっぱりエロは取って欲しいかな？」

　控え目に言葉を返しつつ、南は来た道を引き返して行き、そんな彼女を見送ったあと、オレは校門前へと足を伸ばしてそっとマキナの頭に掌てのひらを載せた。

「残念だが校門前は無理みたいだな。今日のところは諦あきらめよう。いま南が下駄箱を確保しに行った。軽く敵情視察でもしてから南と合流しようか」

「ええ、あとで南にお礼を言っておくわ。それとさっき浅田から聞いたんだけど、あのグループにポニーテールの娘がいるでしょう？　あの娘がいまの副会長みたいよ」

「へえ、あいつがそうか。確かになかなか雰囲気があるな」

　マキナの視線を追うと、艶つややかな髪をポニーテールに纏まとめた少女の姿が確認できた。

　自信に満ちた切れ長の瞳ひとみが印象的だ。さすがに聖ひじりほどではないがわりと華もあり、あのグループを一いち瞥べつするだけで彼女がリーダーだとわかる。わずかな間オレとマキナが無言で視察を続けていたところ、なにやら近くにいた浅田が渋い顔で説明をひとつ。

「いま話題の現副会長だが、あいつの名前は氷ひ室むろ加か奈な。スリーサイズは上から87・58・84のＥカップ。五ご行ぎようさんほどではないけど、生徒達たちからの人気も高く、それに教師達からの人望も厚いな。でも俺はあいつの事があまり好きじゃない。ちょっと不愉快だ」

「不愉快？　どうしたんだよ浅田。鏡で自分の面でも見ちまったのか？」

「そう、鏡に映った己の醜さがなんとも不愉快極まりなく──じゃねえよ！　一体なんの話だよ南なん条じよう！　そもそも主成分がハンサムであるひとの顔をつかまえて失礼だなおい！」

「……その面の半分は勘違いで出来ているんじゃないのか？」

　なんて突っ込みを入れつつ、いつものようにちょっときつめのコミュニケーションを楽しもうとしたのだけれど、珍しく浅あさ田だはジョークに乗ってくることもなく、「真面目まじめに聞いてくれよぉ！」と、気持ち悪くひとの服の袖そでを掴つかむ。

「俺は氷ひ室むろが苦手なんだよ。怖いんだよ。実はさあ、実はあいつ……俺のことをいつもいやらしい目で見てくるんだ」

「いますぐ保健室に行け。そして二度と戻ってくるな。被害妄想も甚だしいわ」

「違うんだって！　本当なんだって！　本当に変な目で俺を見てくるんだ！　きっとあいつは俺以上の変態なんだよ！」

「お前いい加減にしないと名誉毀き損そんで訴えられるぞ？　大体、氷室さんだっけ？　あいつの一体どこが変態なんだ？　パッと見だが感じのいいやつに思えるぞ？」

　少し呆あきれてそうコメントしたものの、浅田はぶんぶんと首を横に振る。

「世の中にはムッツリスケベという人種が存在しているだろう？　あいつはその変態バージョンだ。間違いなく変態だよ。それもハードコアな変態だ。俺すら恐れるな」

「それじゃあなにか？　仮にあいつが変態だとしたら、うちの高校は変態が副会長をやっているってことになるぞ？　それでその変態が生徒会長なんかを目指しているってわけか？　変態の変態による変態のための選挙政策でも訴えるってのか？」

「……お前さっきから俺以上に変態変態と連呼していてうるせえよ。なんだよその疑いの目は！　いい加減に俺を信じろやこの美しい女装野郎！　氷室は変態だって言っているだろう！　地球よりも重い俺の命をかけてもいいね！」

「そんな安っぽい命をかけられても説得力がねえんだよ。そもそも女装野郎ってなんだ？　喧けん嘩かを売っているのかこのシスコン野郎」

「シスコンは個性なんだよ！　姉ちゃんが好きでなにが悪い！　というかお前だって妹が大好きなシスコンじゃねえか！」

　冗談半分に言い争いつつ、浅田とバッド・コミュニケーションを交わしていたところ、慌てた様子でマキナがオレたちの間に割って入り、すぐさま仲裁に回る。

「ちょ、ちょっと忍しのぶも浅田もやめなさいよ。そんな大きな声で『変態変態』だなんて失礼じゃない。さっきから氷室がこっちをじっと見ているわよ？　きっと怒っているんだわ」

　確かにマキナの言う通り、現副会長こと氷室さんがこちらを凝視している。より正確に言えば心なしか熱のこもった視線で浅田を射抜いている。といっても彼女は特に怒った様子もなく、微笑ほほえみと共にこちらへと近づいてきた。

　途端、顔を青くして浅田は躊ちゆう躇ちよなく逃げ去って行き、それを認めた氷室さんは小さく嘆息したのち、すっとオレとマキナに視線を寄越す。

「たしかあなた達は、南なん条じよう君とオランジェロさんだったわよね？」

「ああ、その通りなんだが、なんだ、オレたちのことを知っているのか？」

「もちろんよ。あなた達は学校でも有名だからね」

「イケメン紳士とツンデレ美少女としてか？」

「……シャイな女装アイドルと赤髪の女王様としてだけど？」

　途端、オレとマキナは揃そろって肩を落として項うな垂だれた。

「あっ、ごめんなさい。気を悪くしたのなら謝るわ」

「いや大丈夫だ。それよりもあんたこそ気を悪くしていないか？　オレと変態があんたに向かって『変態』とか叫んでうるさかっただろう？　正直すまなかったと思っている」

「ふふ、気にしていないから謝らなくても大丈夫よ？　別に抗議しに来たわけじゃないの。ちょっと挨あい拶さつがしたかっただけよ。もしかしたら浅あさ田だ君から聞いているかしら？　私は氷ひ室むろ加か奈な。オランジェロさんの対立候補よ」

　切れ長の瞳ひとみに自信を宿したまま、その瞳で真まっ直すぐにマキナを見つめ、

「選挙中は敵同士だけど、お互い正々堂々いい勝負をしましょうね」

　握手を求めるようにすっとしなやかな手を伸ばす氷室さん。対して彼女の洗練された仕草と風格に若干だが気け圧おされたのか、マキナはおずおずと彼女の手を取る。

「よ、よろしく頼むわ」

「…………可愛かわいい」

　そうもらして氷室さんが一瞬だけ妖よう艶えんな舌なめずりを見せたものだから、すぐさまオレはマキナを庇かばうようにしてふたりの間に割り込んだ。

　あ、浅田の嗅きゆう覚かくもバカにならんかも知れん。もしかして氷室さんは本当に変態なのか？

　失礼ながらちょっぴり危き惧ぐしていたところ、ふと氷室さんはオレたちから校舎へと視線を移し、「そういえば」と思い出すように口を開いた。

「今回の選挙では珍しく浅田君と優しいＳが動いていると聞いたわ。浅田君もそちらにいることだし、こちらも油断できそうにないわね」

「浅田にそれなりの人脈があるのはわかるが……ところで優しいＳって誰だれなんだ？」

「シャイな女装アイドル。あなたのもうひとつのあだ名よ、南なん条じよう君」

　こちらの何気ない問いに、わずかに頬ほおを上気させて応じる氷室さん。そして軽くショックを受けるオレを他所に、何な故ぜか彼女は声こわ音ねに艶つやを滲にじませる。

「あなた達は学校でも有名だって言ったでしょう？　実は私、前から南条君には興味があったのよ？　私はＭだから──いえ、南条君は魅力的な人だからね」

　かなり気になる発言をこぼしたものの、氷室さんは何事もなかったかのように、なにやら熱い視線をこちらに向けてくる。

「ねえ南条君、今回の選挙でもし私が当選したら、あなたも生徒会に入らない？　もちろん浅田君も誘うつもりよ。役職なら何か理由をつけて新しく作るけど……どうかしら？」

　妖よう艶えんな微笑ほほえみと共に氷ひ室むろさんがこちらに整った容よう貌ぼうを近づけたところ、ぎゅっとマキナがオレの服の袖そでを取り、そのまま不安そうに瞳ひとみを揺らす。

　……おいおい、こんなことぐらいでオレが揺らぐわけがないだろう？

　ゆっくりと氷室さんに視線を戻し、

「誘いは嬉うれしいが、基本的にオレは誰だれかの下につくのが好きじゃないんだよ」

　言葉と同時にマキナの頭にやんわりと手を載せ、「だけど」と口調を強くする。

「まあそんなオレでも、こいつの下にならついてもいいと思っている。ほかの連中はごめんだ。オレはこいつ以外の下につくつもりはない」

「……なるほどね」

　本音混じりのこちらの返答を聞き、氷室さんは少し残念そうにため息をこぼす。

「優しいＳにそこまで言わせるだなんて、さすがは女王様だわ」

「おいこらあんた、そのあだ名でオレを呼ぶな」

「そもそもあたしは女王様じゃないわよ！」

　間髪を容いれずにオレとマキナがそれぞれ突っ込みを入れたのにも拘かかわらず、氷室さんはこれといって気にした様子もなく、

「やっぱり一番の強敵はオランジェロさんね。他の立候補者たちは放っておいても問題ないでしょうけど、あなただけは別だわ。生徒たちにも人気があるみたいだしね」

　例の自信に溢あふれた瞳をマキナに向け、彼女はわずかに語気に力を込める。

「それでも私はあなたに勝って変態と優しいＳを私色に染め上げて──いえ、浅あさ田だ君と南なん条じよう君を手に入れてみせるわ。それじゃあねオランジェロさん」

「……あなたいま自分色に染め上げるとか言わなかった？　絶対に言ったわよね？　ちゃんと本人の意思を尊重した方がいいと思うわよ？」

　控え目にマキナが注意を促したものの、それに応じることもなく、氷室さんは手を振って背中を向け、「本音がもれすぎちゃったわ」などと独り言をこぼして立ち去って行く。

　そんな中、不意に視界の端で何な故ぜかかおるんの顔を捉とらえたような気がしたのだが、マキナはそれに気づいていないらしく、掴つかんだオレの服の袖をおずおずと引く。

「ねえ忍しのぶ、さっきの『あたし以外の下につくつもりはない』って、あれは本当なの？」

「──もちろんだぜマキナ。俺は聖ひじりとは共に互いを支え合い、ルナやマキナの豊かなお尻しりには敷かれ続けたいんだ。カアア天下も悪くないぜ」

「そうそう、かおるんの言う通り、ふたりのお尻に──じゃねえよ！　どんな曲解だ！　全然違うわ！　オレ自身もマキナに憧あこがれみたいなものがあるからうっかり本音を……」

　突っ込むと同時に余計な事まで口走ってしまい、なにやらマキナが顔を赤くしていたが、オレは途中で言葉を止めて咳せき払ばらいをひとつ。改めて突然現れたかおるんに目を向ける。

　もしかしたら聖から借りたのかも知れない。かおるんは見事に学校の制服を着こなしており、校門前にいても全く違和感がない。むしろよく似合っていて目を惹ひかれる程だ。

　が、疑問に思ってオレは軽く首をひねる。

「……こんなところでなにをやっているんだ、お前は」

「まあ敵情視察というやつですね。敵を知り己を知れば百戦危うからずという言葉があるでしょう？　それに忍しのぶ様たちのことも気がかりでしたので、少し顔を出してみました」

「聖ひじりは一緒じゃないのか？」

「こういう仕事は聖ちゃんには向いていません。華があって目立ってしまいますからね。もっとも聖ちゃんも参加したかったのか、ちょっと残念そうでした。ですがマキナの事を想おもってか、『私も何かしないとな』と、いつもの凛りんとした笑顔を見せてくれましたよ？」

　その温かい言葉を受け、マキナがわずかに瞳ひとみを揺らし、それを認めたかおるんはちょっと怪け訝げんそうな表情を見せながらも、すっと校舎へと視線を移す。

「それではわたくしは視察に戻ります。こちらの仕事はわたくしにお任せください。マキナはご自分の選挙活動に集中していても大丈夫ですよ。立候補者の情報は全すべてわたくしが集めておきます。特にあの氷ひ室むろという方については重点的に──って、にゃあ！」

　柔らかな声こわ音ねから一転。不意に素すっ頓とん狂きような声をあげるかおるん。その理由は間違いなく、マキナがかおるんを抱き締めたからなんだと思う。こんなことははじめてなんじゃないだろうか？　かおるんをそっと抱き寄せ、マキナは声音に優しさを滲にじませる。

















「……すごく嬉うれしいわ。協力してくれてありがとう薫かおる」

「な、ななななにを言っているんですか！　わ、わたくしは当然のことをしているだけです。お礼なんて結構ですよ。マキナはその……わたくしの友達ですからね」

　耳まで真っ赤にして言葉を返し、かおるんは慌ててマキナから離れた。

　それから逃げるように走り去って行ったのだが、よほど動揺していたのだろう。その途中で珍しいことにスッ転び、彼女はチラリとこちらを見るや否やさらに顔を赤くしつつ、すぐに立ち上がって再び駆け出して行く。

　その様子を見送っているうちに、自然と自分の口元が緩んでいくのがわかった。

「あまり表に出さないけど、かおるんもお前のことがかなり好きみたいだな」

「……あたしも薫のことは、その、好きよ……」

　恥ずかしそうに微笑ほほえみ、マキナはやんわりとオレの手を取る。

「そ、そろそろあたしたちも下げ駄た箱ばこに戻りましょう。南みなみも浅あさ田だも待っていると思うわ。薫やみんなに応こたえるためにも、頑張って選挙活動をしないとね」

「おう、なにかあったらフォローは任せておけ。女装姿でもクールに決めてやる」

　と、そんな風に冗談めかして頷うなずいたものの、マキナはいつもよりもどこか優しく、どうしてか胸の中で再び違和感が生まれ、早朝の選挙活動を行いながらも、とうとうその違和感を拭ぬぐい切ることが出来なかった……。
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　思った以上に、クラスのみんなは意欲的に選挙活動に参加してくれた。そしてみんなの協力を受けつつ、現副会長、氷ひ室むろさんに負けないよう、早朝や昼休み、また放課後にも挨あい拶さつ回りに徹して知名度を高めたり、何度も話し合いを繰り返しては選挙の公約を詰めたりと、慌しく迎えた週末の夕暮れ時。

　我が家のリビングに集まったマキナとエルニ。ふたりはコタツに入りながら、息抜きがてらオレと一緒にポーカーに興じ、『ゲームに負けた者は勝者の言うことをなんでもひとつ聞く』という条件をつけてトランプ遊びを楽しんでいた。

　そんな中、負けが込んで賭かけるチップを全すべて失ったエルニは誤魔化すようにタヌキ寝入りをはじめ、オレとマキナが苦笑を浮かべてその様子を眺めていたところ、

「すうすう……」

　柔らかそうな頬ほおをテーブルに押し当て、あろうことか、いつしか穏やかな寝息を立てて本当に眠ってしまうエルニ。彼女の姿を見ていると、なんだかオレまで眠くなってきた。

　温かなコタツが持つ魔力なのか、眠気を覚えてオレが欠伸あくびをこぼしていると、静かにマキナが立ちあがってリビングを出たと思ったら、しばらくして掛け布団と原稿用紙を持って部屋に戻ってきた。続いて彼女はそっとエルニに布団をかけてコタツに入り、選挙の演説について考えているのか、「うーん」と顎あごに手を当てて原稿用紙に視線を落とす。

　と、そこで、今度はルナが笑顔でリビングに顔を出した。

　なにやら彼女はミカンかごを両手に持っており、コタツに入ってカゴに入ったみかんの皮を剥むいたと思ったら、「忍しのぶさん、あ～んしてください」と、笑顔のままそれをこちらに優しく差し出してくる。

　多少の照れはあったが、柔らかな微笑ほほえみに動かされ、ルナにミカンを食べさせてもらっていたところ、心なしか羨うらやましそうにマキナがルナを見つめていて、不意に眠っていたエルニが勢いよく顔をあげるや否やこちらに目を向け、「あっ！」と小さく声をあげる。

「忍だけミカンを食べている！　ずるいぞ忍！　なんか知らないけど、わたし寝てた！」

「……それは自業自得だと思うわよ？」

　微苦笑でマキナが突っ込みを入れると、寝ね惚ぼけた様子でエルニは視線を落とし、ポーカーで負けてすっかりなくなった自分のチップを認めるなり、小さく頬ほおを膨らませた。

「誰だれだ！　わたしが寝ている間にチップを取ったのは！　ひどいじゃないか！」

「……負けたら取られるものなのよ？」

「勝った夢でも見ていたのか、お前」

　再びマキナが突っ込みをいれ、オレがペチペチと軽く頭を叩たたくと、どうやらエルニも完全に目を覚ましたらしく、彼女は神妙な顔をして冗談を飛ばす。

「叩かれて・頭の回線・繋つながった」

「それじゃあ昔のラジオだよ」

　今度はオレが微苦笑を浮かべたところ、エルニは照れたように笑い、そんな彼女にマキナは悪戯いたずらっぽく声を掛ける。

「ねえエルニ、ゲームで負けた人はどうなるんだったかしら？」

「……マキナにミカンを食べさせてもらう」

「そうそう、そうだったわね。いま皮を剥くからちょっと待っていて──って、そうじゃないでしょう！　あたしが勝ったんだからなんでも言うことを聞いてもらうわよ！」

　いつもの乗り突っ込みを見せつつも、マキナはいそいそとミカンの皮を剥き、さらにミカンをエルニの口に運んでお願いをひとつ。

「いま選挙で使う演説の内容を考えているんだけど、エルニも少し協力してくれない？」

「……わたしが？　演説の内容を？　頼む相手を間違えていないか？」

「エルニだったら面白いことも言えるでしょう？　あたしひとりだとどうしても硬くなっちゃうのよ。いつも通りおバカをやってくれればそれでいいから」

「それなら任せてくれ！　いつも通りおバカを──って、誰だれがバカだ！　ちょっと失礼だぞ！　こうなったら物もの凄すごく真面目まじめなことを言ってマキナを見返してやるからな！」

　と、そんな具合に普段のようにじゃれ合いながら、マキナとエルニはそれぞれ原稿用紙に目を落としては互いに頭を悩ませはじめる。一方、ふたりの様子を見守っているうちに眠くなり、うとうととオレが船を漕こぐ中、やんわりとルナが注意を促してきた。

「忍しのぶさん、眠るならベッドに行きましょうね？」

「……多分、大丈夫だ。風ふ呂ろに入って飯を食うまで寝るつもりはない……」

「でも、いまにも寝ちゃいそうですよ？　私はお風呂とご飯の準備をしてきますけど、コタツで寝たら風邪を引いちゃいます。私と一緒にベッドに行きましょうね」

「……変なことをされそうだからいい」

「へ、変なことなんてしませんよぉ！　確かにこの前、忍さんにキスマークをつけちゃいましたけど、あの時は忍さんが構ってくれなくて、ちょっとした悪戯いたずらのつもりで……」

　なにやらルナが頬ほおを赤くして弁解をはじめていたが、悪いとは思いつつも、オレはゆっくりと両目を閉じてまどろみに身を委ゆだねていく。

「あの、忍さん、私の話を聞いてください。そのまま寝たらダメですよ？」

「おそらく大丈夫だ。風呂に入るまでは寝るつもりはない……」

「な、なんだか本当に寝ちゃいそうです。そんな状態でお風呂に入ったら危ないですよ忍さん。よかったら私も一緒に入りましょうか？」

「……そいつは嬉うれしいな。是非頼むよ」

「え？　いいんですか？　でも忍さん、寝ね惚ぼけているだけじゃあ……」

「オレは寝惚けてなどいない。大丈夫だ。約束してもいい」

「そ、そうですか。なんだかすごく嬉しいです。それじゃあ約束ですよ？」

「任せておけ。こう見えても意志は強い方なんだ。たとえ天然エロスお姉さんと一緒に風呂に入っても、オレの理性が揺らぐことは……」

　うん、大いにあるな。寝惚けて本音を口走ってしまった。まずいことにルナは嬉しそうに頬を赤く染めて瞳ひとみを輝かせており、オレは焦りながらもおずおずと切り出す。

「えっと、ごめんルナ。今のはなかったことにしてくれ。風呂にはひとりで入る──って、あ、あれ？　ルナさん？　ひょっとして……ちょっと怒ってる？」

「……忍さんは冗談ばっかりです」

　悲しそうにそっぽを向いて立ちあがり、足早に部屋を出て行くルナ。

「ちょ、ちょっと待ってくれルナ！　オレが悪かった！　帰って来てくれぇええ！」

　完全に眠気もぶっ飛んだ。慌てふためいてオレが腰をあげてリビングを出る中、エルニとマキナの「なんだか逃げた奥さんを追いかけるみたいだな」「……あたしも一緒にお風呂に入りたい」「え？　今マキナぼそっとなんて言った？」なんて声が聞こえて来たが、さすがに構っている場合ではない。

　すぐさまルナの背中を追って廊下を走り、オレは彼女に向かって謝罪の言葉を叫ぶ。

「本当に悪かった！　悪気はなかったんだ！　勘弁してくれルナ！」

「し、忍しのぶさん？　そんなに謝らなくても大丈夫ですよ？　忍さんも寝ね惚ぼけていただけなんですよね？　それなのに変に拗すねちゃったりして、私の方こそごめんなさい」

　振り返ったルナは申し訳なさそうにしており、ついついこちらの謝罪にも熱が入る。

「寝惚けていたことは言い訳にはならないよ。お前を怒らせてしまったのは事実だ。代わりになんでもお前の言うことを聞く。だからそれでチャラにしてくれ」

「な、なんでもお願いを聞いてくれるんですか？」

　あっ、うっかりまた余計なことを口走ったかも知れん。先程と同様に頬ほおを朱に染め、その瞳ひとみを煌きらめかせるルナ。対してオレは控え目にそっと言葉を付け足すことにした。

「……一緒に風ふ呂ろに入る以外のお願いだったら、一応なんでも聞くからな？」

「それじゃあ、その、今夜一緒に寝てくれませんか？」

　た、多少なりともハードルは下がったと思う。渋々ながらもオレが頷うなずいて返すと、ルナは満面の笑みをこぼし、そのまま鼻歌混じりに脱衣所へと消えて行った。

　これから風呂掃除でもはじめるんだと思う。彼女の姿を横目に、オレは小さくため息を挟んでリビングに戻ったのだが、何な故ぜかエルニとマキナは少し揉もめているらしく、ふたりともこちらを見るなり微かすかに声を荒げる。

「忍！　ちょっと聞いてくれ！　せっかく頑張って演説の内容を考えていたのに！　マキナのやつが『ねえエルニ、あなた頭がどうかしちゃったんじゃないの？』なんて心配そうに言うんだ！　思わず『うん』と頷いてしまった！」

「思わず頷くぐらいエルニがおバカなことを言うから悪いんでしょう！　きっとおバカだから自分がどれだけおバカなのか気づいていないのよ！」

「それぐらい気づいているぞ失礼だなあ──って、誰だれがおバカだ！　わたしはおバカなんかじゃない！　ちょっぴりおつむが弱いだけだ！」

「世間一般ではそれをおバカと言うの！　大体あんなの選挙に使えるわけが──」

「ちょっと待てストップ！　とりあえずふたりとも落ち着いてくれ」

　このまま放っておいても口論が続くだけだろう。オレはすぐにふたりの間に割って入って咳せき払ばらいをひとつ。ひとまず事情を聞こうとマキナに目を向ける。

「それで、お前もエルニもなにを揉めているんだ？　なにかあったのか？」

「……さっきまで一緒に演説の内容を考えていたんだけど、エルニがなずなみたいに応援演説で手品を使おうとか言い出して、挙げ句の果てには催眠術まで使おうなんて言い出したのよ？　冗談にも限度があると思わない？」

　もっともな話だった。些いささか呆あきれてオレはエルニに視線を移す。

「ひょっとしてお前、脳のう味み噌そをどこかに落としてきちまったのか？」

「……うん。小さいからなかなか見つからないんだ」

「ご、ごめんエルニ。オレはただお前に限度ある冗談を実感させようと思っただけなんだ。だからそんな切ない顔はしないでくれ」

「謝らなくてもいいんだ忍しのぶ。確かにわたしが悪かった。演説の内容を考えていたら次第に行き詰まってきて、それで気分を変えようと思って変な冗談を言ったのがよくなかったんだ。ごめんなマキナ。全然力になれなくて」

　申し訳なさそうにエルニが頭を下げると、

「……あたしこそごめんなさい。いいアイディアが出なくて焦っていたのよ。エルニも気遣ってくれていたのに、それに気づかないでひどい事を言っちゃったわ」

　眉まゆ尻じりを下げてマキナも頭を下げ、どうやらふたりはすぐに仲直りしたようだ。互いに笑顔を見せたのち、マキナはやんわりとエルニに声を掛ける。

「ねえエルニ、別に選挙で使うつもりはないけど、催眠術なんて本当にあると思う？」

「もしかして興味があるのか？」

「そういうわけじゃないわ。あたしたち悪魔が使う魅惑チヤームとはどう違うのかしらってぐらいに考えていたんだけど、この前テレビで催眠術を見た時にちょっと思ったのよ。すごくウソくさいって。ああいうのは全部やらせなんでしょう？」

「う～ん、中にはやらせもあるだろうけど、テレビなんかではあらかじめリハーサルで暗示をかけておいて、催眠状態に入りやすくしているんだと思う」

「へえ、そうなの？」

　興味を惹ひかれたのか、マキナが軽く身を乗り出すと、エルニは大きく頷うなずいて返す。

「本来の催眠術はじっくりと時間を掛けるものだからな。それに世の中には催眠療法という技法だってあるんだ。インチキも多いけど、催眠術はちゃんとあると思うぞ」

「ずいぶんと詳しいわね。なんでエルニはそんなことを知っているの？」

「わたしの知り合いに自称だけど催眠術師のお姉さんがいるんだ。そのお姉さんから色々と教わったからある程度のことなら知っているぞ。もし興味が湧わいたのなら、ちょっとマキナにも催眠術をかけてやろうか？」

「ふふ、なんだか面白そうね。息抜きがてらお願いするわ」

　言葉通り息抜きのつもりなのだろう。柔らかく微笑ほほえむマキナ。対してエルニは良い所を見せたいのか、乗り気な様子で準備をはじめた。もっとも準備とはいっても、漫画なんかでたまに見るように五円玉に糸を結んだだけだ。

　が、漫画とは少し違う点もある。エルニは五円玉に結んだ糸をマキナ自身に持たせ、

「いまからわたしが『ハイ』と言うと、この五円玉が横に揺れていく。わざと揺らす必要はないけど、心の中で揺れると思ってくれ……『ハイ』……五円玉が左右に揺れはじめた。揺れる……揺れる……どんどん揺れる……もっと揺れる……もっともっと揺れる……」

　よく聞き取れるソフトな口調で絶え間なくエルニが暗示みたいなものを掛けていくと、最初のうちは五円玉に変化はなかったものの、次第にマキナが自分から五円玉を揺らしはじめ、それを認めたエルニはそっとこちらに耳打ちをひとつ。

「……もしかしたら上う手まくいくかも知れないぞ忍しのぶ。あんな風に無意識のうちに自分から五円玉を揺らしてしまう人は暗示に掛かりやすいそうだ」

　なんだかちょっと本格的だし……邪魔をしても悪いな。

　ふたりからそっとオレが距離を取る間、エルニはソフトな口調のまま、今度はマキナに五円玉の動きを止めさせたり、縦に揺らさせたり、再び動きを止めさせて円を描かせ、最後にもう一度動きを止めさせる。

　そんな中、どこかぼんやりとした様子のマキナから五円玉を受け取り、エルニは彼女に目を閉じるように促し、続いて「マキナはいま綺き麗れいな湖の見える丘にいる。爽さわやかな風が吹いているな。辺りには花が咲いていてすごく気持ちがいい」などと声を掛けていく。

　多分、自分にとって快適な暗示ならば受うけ容いれ易やすいんだと思う。暗示を用いて心地ここち良よい幻想をマキナに与え、そのまま彼女を催眠の世界に引っ張り込むつもりなのだろう。

　正直、オレも催眠術なんて半信半疑だったわけだが、ひょっとしてこれならいけるのかも知れない。エルニはたっぷり時間を使い、じっくりと言葉を掛け続けたのち、

「──よし。いまからマキナは忍の妹だ。忍のことは『お兄さま』とでも呼べばいい。今日はなずにゃんのような素直な女の子になるんだぞ？　いつもみたいに照れたり我慢したりしなくてもいいんだ。好きなだけ忍やわたしたちに甘えてくれ」

　やんわりとエルニは最後の暗示を掛け、それから目を開けるようにと手を叩たたいて促したところ、マキナはゆっくりと瞳ひとみを開き、心持ち眠たそうに「んん……」と視線を揺らす。

　……本当に催眠術は掛かっているのだろうか？

　先程のエルニの言葉にはどこか気遣うような響きがあった。それに素直なマキナというのもちょっと見てみたい。軽く興味を覚えて様子を窺うかがっていたところ、マキナはきょろきょろと辺りを見渡していたものの、オレを認めた途端、まるで花が咲いたように微笑ほほえみ、

「いつ帰って来ていたの──お兄さま」

　もしかしたら催眠術は見事に成功したのかも知れない。

　こちらに近づくや否や、柔らかな豊乳を惜しげもなく押し当て、躊躇ためらいもなくオレに抱きついてくるマキナ。さらに彼女は瑞みず々みずしいピンクの唇を寄せてきたと思ったら、無邪気にも頬ほおにキスなんかをはじめ、思わず口からこぼれたオレの声も裏返る。

「マ、マキナ？　急にどうしたんだ？　やっぱり催眠術に掛かっちまったのか？」

「……催眠術？　なんのこと？」

　どうやら本人に自覚はないようだ。マキナはオレに抱きついたまま小首を傾かしげる。

「それよりも、お兄さまこそどうしたの？　顔が真まっ赤かよ？　大丈夫なの？」

「はっきり言ってあまり大丈夫ではない。お前がいきなりキスなんかをするからだ。どうしてそんなことをするんだよ？」

「だって、お兄さまの顔を見ていたら胸が熱くなって、それでキスしたくなっちゃったのよ。もう一回してもいいでしょう？」

「ダメです。やめてください。お兄さまはもう色々と限界です」

「そう……。いやなのね。もしかしてお兄さまは、あたしのことが……嫌いなの？」

「いやいや！　そうじゃない！　全然違うから！」

　こちらから離れ、切なく瞳ひとみを潤ませるマキナ。

　な、なんで泣きそうになっちゃうんだ。かなり狼ろう狽ばいしつつも、オレは慌てて弁解する。

「お、お前のことは、その、オレも好きだよ。だけどキスは無理だ。恥ずかしすぎる」

「……お姉さまのキスはよくて、あたしのキスはダメなの？」

「いいや、全然ダメじゃないな。もうキスでもハグでもなんでもこい」

　瞳を潤ませたまま、マキナが拗すねたように愛らしく頬ほおを膨らませたものだから、うっかりときめきを覚えてしまい、すぐさま両手を広げたものの、

「やっぱり、お兄さまは優しいわね」

　こ、これは早まったことをしたのかも知れん。嬉うれしそうに頬を桜色に染め、マキナは再びオレに抱きつき、続いてこちらの唇の端近くに「ちゅっ」と甘い音を立ててキス。

　……頬どころか耳まで熱くなってきた。

　しかもひとがそんな状態にあるのにも拘かかわらず、それまで静観を保っていたエルニが笑顔で「ふふ、忍しのぶがキスされてる」なんて子供のようにからかってきたこともあり、ますますオレが赤くなる中、不意にマキナがこちらから離れ、真まっ直すぐにエルニへと駆け寄り、

「エルニ」

　と、上機嫌な様子で声を弾ませ、今度はエルニにハグとキスをプレゼント。

　それを受けてエルニは大きな瞳をパチクリとさせたのち、おずおずと口を開いた。

「マ、マキナ？　なんでわたしにまでこんなことをするんだ？」

「そんなのエルニのことが好きだからに決まっているじゃない。たまにきついことも言っちゃうけど、あたしはエルニのことが大好きよ。確かにはじめのうちはそうじゃなかったわ。でもいまはエルニのこと……お姉さんみたいだって、そう思っているのよ？」

　……仲が良いとは思っていたが、マキナがそこまでエルニに心を許しているとは知らなかった。きっとエルニも同じなのだろう。彼女は瞬く間に真っ赤になり、一方オレは仕返しがてら、エルニを真ま似ねて子供っぽく冷やかしの言葉を飛ばす。

「はは、エルニがキスされてるな」

「──忍、その子供染みた言動は慎んだ方がいいと思うぞ？　わかったな？」

「な、なんか、お前にそんなことを言われるとショックがでかいぞおい」

　と、オレが軽く肩をすくめていたところ、おそらく騒ぎを聞きつけてきたのだろう。ルナとなずなと母さんが一様に怪け訝げんそうにリビングに顔を出した。

　するとそれに気づくと同時に、マキナは笑顔を輝かせてみんなのもとへと歩み寄り、まずはオレたち同様にルナにハグとキス。ルナが「ど、どうしたんですかマキナ」と目を瞬かせ、母さんも両目を見張る中、なずなも驚いた様子でマキナに声を掛ける。

「えっと、マキナちゃん？　一体なにがあったの？　なんだか変だよ？」

「あたしは変じゃないわよ？　いつもとなにも変わらないわ」

　やはり催眠術を掛けられたという自覚はないらしく、やんわりと否定しながらルナから離れたあと、マキナは「それよりも」となずなに抱きつく。

「どうしてなずなはあたしのことを『お姉ちゃん』って呼んでくれないの？」

「え？　あの、急になんの話？」

「別に急なんかじゃないわ。前からずっと思っていたの。もちろんお姉さまのことはわかるわよ？　だけどなずなは聖ひじりのことも『お姉ちゃん』って呼ぶでしょう？　そんなのずるいじゃない。あたしもなずなのお姉ちゃんになりたいわ」

「わ、わたしはマキナちゃんのこともお姉ちゃんだって思っているよ？　家族だもん。でも、マキナちゃんがイヤがるんじゃないかって思ったから……」

「イヤがるわけがないでしょう？　あたしはなずなのことも大好きなのよ？」

「うん。わたしも大好きだよ──マキナお姉ちゃん」

　多分、なずな自身も嬉うれしかったのだろう。いまの状況も忘れたかのように、ほんのりと頬ほおを赤くしてなずなが口元を緩めると、ルナも違和感を失念してしまったのか、「よかったですねマキナ」と優しく微笑ほほえんだ。

　が、さすがに母さんの方はまだ冷静だったみたいだ。ちょっぴり戸惑いがちにマキナに視線を向け、少し控え目に口を挟む。

「マキナちゃん？　本当にどうしちゃったの？　やっぱりちょっと変よ？」

「……巴ともえさんまでどうしてそんなことを言うの？　あたしはいつも通りだと思うわよ？」

「そ、それなら、いつものように女王様っぽく振る舞ってくれないかしら？」

「じょ、女王様!?　そんなひどいわ！　あたし別に誰だれかをいじめることが好きなわけじゃないのよ！　どちらかというと、優しくいじめられる方が好きなの！」

　なにやらとんでもないカミングアウトが飛んできた気がする。

　覚えずこちらまで動揺していたところ、母さんのジョークを受けてショックを受けたのかも知れない。マキナは微かすかだが涙を滲にじませ、対して母さんは慌てて頭を下げた。

「ごめんなさいマキナちゃん。冗談が過ぎた上に余計なことまで言わせちゃったわね。謝るから許してちょうだい」

「……巴さんがキスしてくれたら……許してあげてもいいわ」

　な、なんだかマキナがすごく可愛かわいい。再びオレがときめきを覚える中、みんなの様子を眺めていたエルニが不意にこちらの服の袖そでを引き、唐突に話を振って来た。

「なあ忍しのぶ、世の中には催眠術を使って女の子の服を脱がせようだなんて、そんなことを考えている人たちもいるみたいなんだ」

「まあ、そういう連中もいるとは思うけど、それがどうかしたのか？」

「わたしに催眠術を教えてくれたお姉さんがな、たとえ催眠術でも、基本的に他人の服を脱がすことなんてできないって教えてくれた。もっとも相手が服を脱いでもいいって思っているのなら別だけど、相手の中にないものは催眠術を利用しても引き出せないらしい」

「なるほど。なんでもできるってわけじゃないんだな」

「うん。だから相手が絶対にやりたくないと思っていることは、催眠術を利用してもやらせることはできないそうだ。でも相手がやってもいい、こうしたい、ああなりたい──なんて思っていることは、催眠術を使って引き出すことができるって聞いた」

　ゆっくりと言葉を紡ぎながらマキナを見つめ、紅の瞳ひとみを柔らかく細めて、

「……本当はマキナも、あんな風に甘えたかったのかも知れないな」

　小さくそうもらしたのち、エルニはこちらへと視線を移す。

「忍、わたしの催眠術なら、多分そのうち解けると思う。だから少しの間だけでもいい。マキナを甘やかせてやってくれないか？」

「なんかお前、ほんとにマキナのお姉さんみたいだな……」

　おそらく選挙活動のこともあり、マキナもちょっと疲れていると思う。

　これは息抜きに丁度いいかも知れない。オレはしっかりと頷うなずいて返したあと、エルニとふたり揃そろって、しばらくマキナの笑顔を眺め続けていた……。



　それからマキナから離れた場所で、オレとエルニはルナたちにも催眠術のことをきちんと説明。すると彼女たちもエルニの考えに同意してくれたわけだが、その後、一向に暗示が解けることもなく、未いまだにマキナは催眠術に掛かったままである。

　その間、スキンシップのつもりなのか、彼女は何度もこちらに抱きついたりキスをしたりするものだから、どうにも少しくたびれてしまった。

　もちろん彼女とのスキンシップがいやだというわけではない。むしろ嬉うれしいぐらいだ。素直に甘えてくれるのは胸に心地いい。

　けれどやっぱり、オレはいつものマキナの方が好きなのかも知れない。

　たとえ素直じゃなくても、エルニと言い争うことがあっても、うまくは言えないが、それを含めてマキナなんだと思う。

　しかしまあ、そのうち暗示も解けるのなら別に構わないだろう。そこまで真剣に考え込む必要はないな。オレは早々に思考を切り替え、風ふ呂ろに入ろうと脱衣所に足を伸ばした。

　ここでひとつ注意しなければいけないことは、なにも意識せずに扉を開けたら、我が家の女性陣が服を脱いでいた──なんてハプニングが起きる可能性だ。

　もしそんなことになったら、きっと互いに気まずい思いをするに違いない。

　というわけでオレは扉をきちんとノックしつつ、中に誰だれもいないことを確認してから脱衣所に入るという、なんとも思春期の少年にあるまじき行動を取った。続いてクールに服を脱ぎ捨て、最後にムーディーにタオルを腰に巻く。

　完かん璧ぺきだ。一切の死角はない。オレが大きく頷うなずく中、不意にノックもなしに扉が開き、

「あっ、お兄さまもお風ふ呂ろ？」

「きゃあ！　マキナのエッチ！」

　突然マキナが顔を出したもので、オレは冗談半分に両手で身体を隠して悲鳴をあげた。

　するとマキナは、「相変わらずお兄さまは面白いわね」と、くすくすと小さな笑みをこぼしたものの、こちらの胸元に走る刀傷を認めた途端、瞬く間に表情を曇らせ、琥こ珀はく色の瞳ひとみを揺らしてわずかに眉まゆ尻じりを下げる。

　……この胸元の傷きず痕あとは、かなり前にマキナを庇かばって聖ひじりに斬きられて出来たものだ。

　オレ自身は全く気にしていないのだけれど、やはり責任を感じているのかも知れない。マキナはどこか泣きそうに胸元の刀傷をじっと見つめたのち、そっと撫なでるように、温かな掌てのひらでこちらの傷痕に触れる。

　彼女の掌は柔らかくしなやかで、優しい手付きがとても心地いい。

　けれどマキナは表情に翳かげりを落としていて、彼女のそんな顔を見ているのが心苦しくて、

「おいおい、いくらハードボイルドなオレの身体が魅力的だからといって、それ以上のお触りをやめてくれ。お触りは別料金だぞ？」

　と、場の雰囲気を変えるため、オレはいつもの冗談を飛ばす。

　するとジョークを飛ばした甲か斐いもあってか、マキナの表情も和みはじめ、オレは胸中でほっと息を吐き出しつつ、冗談めかしたまま彼女に声を掛けた。

「それよりもマキナ、出来れば早いところ外に出てくれないか？　見ての通りオレはいまから優雅に入浴タイムだ。もし覗のぞいたらまた悲鳴をあげるぞ？」

「別に覗いたりはしないけど……あたしも一緒に入ってもいい？」

　い、いきなりなんてことを言い出すんだ。ルナみたいなお願いはやめてくれ。こちらがひどく焦る中、なにやらマキナはスカートのポケットから小さなガラス瓶を取り出す。

「さっきエルニからお手製の入浴剤をもらったの。せっかくだから一緒に使いましょう」

「入浴剤？　なんだ、エルニはそんなものまで作れるのか。まあ女の子らしくていいとは思うが……それはともかく。一緒に風呂なんて無理だぞ？　そんなハグやキス以上に恥ずかしいことなんてオレには荷が重すぎる」

「あたしたちは兄妹きようだいでしょう？　そんなに照れなくてもいいじゃない」

　こちらにエルニお手製の入浴剤を手渡し、どうやら一緒に風呂に入る気満々らしく、「変なお兄さま」と続けてマキナは躊ちゆう躇ちよなく上着とスカートを脱ぎ、あっという間に下着姿になってしまった。

「こ、こら、オレは一緒に入るだなんて言っていないぞ！　それに少しは身体を隠せ！　女の子がはしたないだろうが！」

「……ほんとにどうしてそんなに照れるの？」

　不思議そうに小首を傾かしげながら、一応マキナもこちらの指示に従って背中を向けてくれたものの、すぐに後ろ手でブラジャーのホックを外してしまう。

　と、ブラがはらりと音を立てて床にこぼれ落ち、目に飛び込んでくるのは、シミひとつない白く透き通ったなめらかな背中のライン。見事にくびれた細い腰。パンツに包まれた、きゅっと上を向いている形の良いお尻しり。

　そのお尻をこちらに軽く突き出すようにして腰を屈かがめ、マキナはパンツに手を掛けつつ、肉付きの良いヒップを小さく左右に振り、ゆっくりと下着をずり下ろした。

　途端、恥ずかしそうにぷりんと震えて真っ白なお尻が顔を覗のぞかせ、柔らかそうな弾性を思わせる尻たぶも露あらわとなり、さらに魅惑的な尻たぶの間から、なにやら見てはいけない部分までチラリと見えてしまったような……。

　瞬く間にこちらの心音が激しく高鳴る中、無警戒にもマキナはくるりと振り返って悩ましい乳房をたゆんと揺らし、胸元の中心部である桜色の蕾つぼみまで惜しげもなくさらす。

















　一方、オレは彼女のあでやかな肢体につい魅了され、半ば呆ぼう然ぜんとしている中、ぐいぐいとマキナに背中を押されるまま浴室へと足を運び、我に返った時にはすでに手遅れだった。

　背後にはこちらの両肩を掴つかんだマキナ。気がつくと退路が断たれている。こんな状態では簡単に逃がしてもくれないだろう。こいつはなかなかハードだ……。

　相変わらず鼓動は忙せわしなく脈を打っていたが、オレは無心になって可能な限り目を瞑つぶって素早く身体を洗ったのち、ひとまず湯船の中へと退避。続いて先程マキナから受け取ったエルニお手製の入浴剤を使用した。

　すると白濁色となったお湯によってオレの身体はぼんやりと隠され、きっとこれなら、たとえ一緒に入ってもマキナの艶つややかな身体を直視せずに済むだろう。

　けれど緊張は全く拭ぬぐえず、湯船に浸つかったままオレが腰に巻いたタオルの結び目を強くしていたところ、マキナが笑顔で声を掛けてきた。

「お兄さまはずいぶんと身体を洗うのが早いのね。背中が流せなくて残念だわ」

「逆にオレはちょっとほっとしているがな」

「もう、素っ気ないお兄さま……」

　心持ち拗すねたような口振りだったが、これといって怒った雰囲気もない。上機嫌にもマキナは鼻歌混じりにシャワーを使って汗を流しはじめ、多分この様子だと、少しの間だけ一緒に湯船に浸かればマキナも満足するだろう。

　などと考えて再び目を閉じたものの、シャワーの水音が妙に艶なまめかしく響き、ふとその音が消えたかと思ったら、どうやらとうとうマキナが湯船の中に入って来たようだ。

　チラリと瞼まぶたを開けて様子を窺うかがうと、彼女はこちらに背中を向けていて、幸いなことに必要以上に身体を寄せてくることもなかった。

　……このままの状態であれば、そこまで理性を酷使しなくても大丈夫かも知れない。

　わずかにオレが気を緩めていたところ、マキナがゆっくりと首を回し、こちらに無む垢くな微笑ほほえみを向けてきた。

「ねえお兄さま、後ろからぎゅってして」

「──ぎゅっ！」

「そ、そんなの口で言ってるだけじゃない。意地悪しないでちゃんとしてよ」

　甘えるような口調で、マキナは「お兄さま」とこちらの胸に背中を預けてきた。

　や、やめてくれ。マキナが動いたため、彼女の桃もも尻じりがこちらの身体に押しつけられている。ふっくらとした柔らかさを持ち合わせながらも、ぷりぷりとした張りのあるヒップ。

　それはオレの理性を揺り動かすには十分すぎる程の破壊力があるのにも拘かかわらず、マキナは甘えるような声こわ音ねのまま、擦こすりつけるように雪色のお尻しりを豊かに弾ませ、「早く、お兄さま……」などと、おねだりをしてくる始末。

　こんな風に蟲こ惑わく的に暴れられるよりは、まだ抱き締めて動きを止めた方がマシだろう。やむを得ない事態だ。オレはもう一度目を瞑つぶっておそるおそる両手を伸ばし、そのままリクエスト通りに後ろからマキナをぎゅっと抱き締める……つもりだったのだが、

「はぁあん！」

　思いがけず艶つややかな声が耳じ朶だに触れ、なにやら両の掌てのひらから伝わるのは、大きく丸みを帯びた柔らかく非常に心地ここち良よい感触。ひとまず試しに目を閉じたまま手の位置を変え、そのふたつのまろやかな物体を下からすくいあげてみると、

「んぅん、お兄さまぁ、そんな、おっぱいに悪戯いたずらしたらだめよ……」

　とろけるような声と同時に掌に覚えたのは、ぷるんと上下に弾はじける瑞みず々みずしい質感。これは間違いなくマキナの双胸だろう。こ、事もあろうにとんでもないことをしてしまった。

　一瞬のうちに冷や汗が額に滲にじみはじめ、怖こわ々ごわと目を開けて確認したところ、オレはマキナの白い豊乳を両手で持ち上げていて、量感たっぷりの乳房が白濁色のお湯の上から半分以上も顔を覗のぞかせており、淡い桜色をした胸の頂まで見下ろす事ができた。

　一体どう謝ればいいんだ……。かなり動転しながら謝罪の言葉を探す中、意外にも怒っていないのか、マキナは微かすかに頬ほおを赤く染め、こちらに悪戯っぽい笑みを向けてくる。

「お兄さまのエッチ。この手はなに？」

「か、神の見えざる手……」

　なんて冗談を口走っている場合ではなかった。直ちにオレは胸から手を引っ込めようとしたのだけれど、

「もしかして、お兄さまはあたしのおっぱいを触りたかったの？」

　どこか嬉うれしそうにこぼし、マキナは自身の両手とこちらの掌とをそっと重ね合わせ、

「お兄さまだったら、好きなだけおっぱいも触らせてあげるわよ？」

　と、そんな飛び切り甘い言葉を掛けてきたものだから、うっかり出来心で一度だけ彼女の胸を揉もんだところ、

「あぁあ……お兄さまの手……すごく素敵……」

　掌に収まらないほどの豊潤な乳房が手の中でとろけたかと思ったら、抜群の張りを見せるように甘美に弾け、

「ふぅん……なんだか……おっぱいが熱くなってきちゃったわ……」

　悩ましくマキナが身体を震わせはじめたので、小さな亀き裂れつ音を立ててこちらの理性にヒビが入り、オレはすぐさま彼女の魅力溢あふれる乳房から手を離して逃げることにした。

「すまんマキナ。お兄さまはもう無理のようだ。もうあがる。悪いが止めないでくれ」

「……え？　どうして？　まだ入ったばっかりじゃない」

　切実なお願いと共に腰をあげかけたものの、オレよりも早くマキナが勢いよく身体の向きを変え、こちらの動きを止めようと、あろうことか正面から抱きついてきた。

「お兄さまお願い。もうちょっとだけでいいから付き合って。行かないでお兄さま」

「い、行かないでと言われても、男には行かなければいけないときがあるんだよ！　いまがそのときなんだ！　頼むから離してくれ！」

　などと叫んでは必死で身動みじろぎをしたのだが、残念ながら状況は悪化の一途を辿たどる。

　こちらの胸板に押し当てられた大きな白い美乳。

　それが湯船の上から再び顔を出しては、たぷたぷと悩ましく身み悶もだえ、波打つように色っぽく揺れ動き、その上チラチラと桜色の蕾つぼみが頻繁に姿を見せはじめた。

　さらに互いに暴れているうちに、いつしかこちらの胸の頂と、その、彼女の乳房の桜色の先端部が擦れ合うような形になってしまい、

「あぁん……お兄さま……そこをいじったら……うぅん……」

　一層強くマキナの声こわ音ねに艶つやが混じるようになり、心なしか彼女の桜色の突起部が少しだけツンと尖ってきたようにも感じられ、今にも理性が弾はじけ飛とびそうになる中、完全に我を忘れる前にオレは──パンッと、勢いよく自分の両頬ほおに掌てのひらを叩たたき込こんで活を入れた。

　瞬間、さすがに驚いたのか、マキナもこちらから離れて目を瞬かせる。

「お、お兄さま？　なにをしているの？　一体どうしたのよ？」

「……害虫がいたんだよ」

　オレという名のな──なんて心の中で付け足しつつ、理性を狂わせる抱擁が解けたことも手伝い、可及的速やかにオレは湯船からあがって浴室のドアノブを掴つかむ。

　と、浴槽からマキナの寂しそうな声が耳に触れた。

「お兄さま、もう行っちゃうの？」

「せ、生理現象を催したんだ。ちょっとお花を摘んでくる」

「……そう。それじゃあ仕方がないわね。だけどお兄さま、今度また一緒に入ってね？」

　そんな無邪気なお願いを受け、チラリと盗み見ると、あれほど身体を隠す事に抵抗を感じていなかったのにも拘かかわらず、何な故ぜかマキナは乳房の中心部を両手で隠しており、その理由について深く考えたらまた理性が崩壊しそうだったので、そこで考えるのをやめた。

　ちなみに生理現象とは嘘うそである。マキナに軽く手を振って応じたあと、オレが着替えを済ませてダイニングキッチンへと移動したところ、そこでばったりルナと鉢合わせた。

　するとルナはこちらを見るなり「お風ふ呂ろあがりは牛乳でしたね」と笑顔で冷蔵庫に向かったのち、牛乳が入ったコップを手渡してくれた。オレが礼を言って牛乳を受け取ると、彼女は何気ない口振りで切り出す。

「そういえば忍しのぶさん、マキナを知りませんか？　一緒に遊ぼうと思ったんですけど、さっきから姿が見えないんです」

「マキナならいま風呂にいるぞ？　多分もうすぐ出て来るんじゃないか？」

「……お風呂に？　えっと、忍さんもお風呂あがりで、それでマキナももうすぐ出て来るってことは……まさか、ふたりで一緒に入ったってことはないですよね？」

「一緒に入ったというか、むしろ半ば強引にあいつが入って来たというか……」

　口ごもりながらも素直に応じると、なにやらルナは小さく頬ほおを膨らませたが、

「わ、私はマキナのお姉さんですからね。ぜ、全然平気です。今日は私も忍しのぶさんと一緒のベッドで寝られますから……」

　どこか無理をしたように微笑ほほえみ、「私も一緒に入りたかったです」と独り言のように残してダイニングを出て行く。あの様子を見る限り、マキナと風ふ呂ろに入るところを見られでもしていたら、おそらくルナのことだ。『私も入ります』などと笑顔を見せ、結局ふたりと一緒に湯船に浸つかるなんて事態になっていたかも知れない。

　ちょっとドキドキ──いや、ちょっとした危機感を覚える。オレは牛乳を飲んだあと軽く肩をすくめて自室に戻った……。



　今日は少し気分を変え、自室ではなくリビングのソファーで読書を楽しもうとしたのだが、先程からマキナがオレの後ろに立ってひとの頭の上に豊満な両胸を無防備にも載せ、

「ねえお兄さま、あたしの相手はいつしてくれるの？」

　やはり暗示が解ける様子もなく、とろけるような乳房を軽く弾ませて遊びの催促をしてくる。だが脈拍が速くなるのを感じつつも、オレが小説に視線を落とし続けていると、

「なによ。小説が恋人みたいになっちゃって。お兄さまのバカ……」

　少しだけ膨れた声こわ音ねをこぼしつつも、マキナはこちらから一向に離れる様子はない。そして弾力感に溢あふれる乳房の感触や彼女自身の甘い匂においを受け続け、とうとう耐え切ることができなくなり、そこでオレは軽く注意を促す。

「……マキにゃんや、ちょっとここに座りなさい」

「ええ、わかったわ」

　構ってもらえて嬉うれしいのか、しかしなにを考えているのか、笑顔を輝かせてひとの膝ひざの上に腰を降ろすマキナ。ふふ……ぷにぷにした張りのあるお尻しりの感触が最高だぜ。

　などとヒップのまろやかさに酔う余裕もなく、オレは再び注意をひとつ。

「こら、お前はどこに座っているんだ？　いますぐ降りてくれ。重くて足が折れそうだ」

「そ、そんなに重くなんかないわよ！」

　こちらの冗談を受け、怒ってしまったらしく、マキナは振り返って小さく唇を尖とがらせたと思ったら、ほんとなにを考えているのか、こちらの首筋に甘噛みしてくる始末。

　正直かなり気持ちよかったのだけれど、誤魔化すようにオレは冗談を飛ばす。

「マ、マキナが……ＢＡＤマキにゃんになってしまった」

「ＳＯ・ＢＡＤ──って、あたしはＢＡＤマキにゃんなんかじゃないわよ！　そんな失礼なことを言うなら、もっと強く噛かむからね！」

　言葉と共に何な故ぜか嬉うれしそうに甘噛みを続けるマキにゃん。

　……ひょっとしたら、なずにゃんも成長したらこんな風になるのかも知れない。

　柔らかで形の良い唇を首筋に受け、ひどく落ち着かない気分になっていたところ、ふっとリビングの扉が開き、なんとも色っぽい姿のルナが顔を覗のぞかせた。

　いわゆる裸ワイシャツというやつだ。風ふ呂ろ上りなのか、ほんのりと上気した頬ほお。ボタンの空いた胸元からはＶ字状の深い美乳の谷間がはっきりと確認することができ、またしっとりとした光沢を放つ太ふと股もも、しなやかな美脚がこちらの心を惹ひきつけてやまない。

　思わず見み惚とれていたところ、なにやら膝ひざの上に乗っているマキナが頬を膨らませて軽くひとの耳を引っ張り、一方ルナはといえば、オレたちの様子を認めるなり、

「わ、私はマキナのお姉さんですから」

　と、また無理をしたように微笑ほほえみ、大ぶりの乳房を揺らしてこちらへと近づいて来た。

「忍しのぶさん、私の方は準備が出来ましたよ。今夜は一緒に寝ましょうね。忍さんは何時ごろ寝る予定ですか？」

「……空が白みはじめるころ。明け方に酔いながらタバコを吹かしたい年とし頃ごろだからな」

「それじゃあ先にベッドに入って待っていますね。夜が明けたら一緒に寝てください」

　マキナが催眠術に掛かる前に約束した通り、ルナは一緒に寝る気満々だった。

　しかも裸ワイシャツ姿でだ。瞬く間にオレが動転する中、マキナが膝の上から降りながら、くいくいとこちらの服の袖そでを引いてきた。

「ねえ、お兄さまとお姉さまはこれから一緒に寝るつもりなの？」

「う、羨うらやましいだろう？」

　ちょっと無理をしてオレがジョークを飛ばしたところ、

「……あたしもお兄さまと一緒に寝るわ」

　不意にマキナが強くこちらに抱きつき、それを見たルナの方は、

「わ、私はマキナのお姉さんですから、今夜はマキナに譲りますね──って、やっぱり無理です！　忍さんは私と約束したんですよ？　マキナはまた今度にしてください！」

　さすがに抑え切れなくなったのか、彼女はマキナに対抗するようにオレの腕を取る。

「こんな機会なんて滅多にないんです！　忍さんと一緒に寝るのは私ですよ！」

「そ、そんなのずるいわ！　いつもお姉さまばっかりじゃない！」

「……マキナは忍さんと一緒にお風呂に入ったじゃないですか。忍さんは私とはなかなか一緒に入ってくれないのに……マキナの方こそずるいです」

　控え目に抗議の声をあげるルナ。対して一瞬だけ躊躇ためらいながらも、マキナはこちらから離れず、次第にふたりはぐいぐいとオレの腕を引っ張っていく。

　……も、もしかしてルナとマキナが喧けん嘩かをしているのか？

　多分、ふたりの喧嘩を見たのはこれがはじめてだと思う。さらにオレが動転する中、こちらの腕を掴つかんだまま、マキナとルナは口論を続けてしまう。

「やっぱりお姉さまの方がずるいわよ！　いつもお兄さまに優しくして貰もらえて！　お姉さまもお兄さまにいっぱいキスしたり抱きついたりして！　すごく仲がいいじゃない！」

「マキナだって忍しのぶさんと仲良しじゃないですか。いつも忍さんと楽しそうにお話していてすごく羨うらやましいです……」

「あたしはただからかわれているだけよ！　確かにお兄さまはすごく優しいときがあるけど、お姉さまの方があたしよりもずっと優しくされているわ！」

「そ、そんなことないと思います。忍さんはマキナのことをとても大切にしてくれているじゃないですか。私わたしだってずるいだなんて考えることがあるんですよ？　お願いですから今日は我慢してください」

「……もう我慢するのはいやよ」

　搾り出したようなマキナの声は、微かすかな震えを帯びていた。

「あたしはお姉さまのことが大好きだから！　だからお姉さまに悪いと思って！　ずっと我慢してきたの！　本当はあたしだってお姉さまみたいにお兄さまに甘えたい！　抱きついたりキスしたりしたいのよ！」

　催眠術の影響なのか、それともマキナの強い本心なのか、

「これで最後にするから！　お願いだから！　もう少しだけ忍ヽの傍そばにいさせてよ！」

　……『最後に』と声を滲にじませ、『忍の』と呼び方を元に戻したと思ったら、ふと彼女は我に返ったかのようにオレ達たちの顔を見回し、ルナがこちらの腕からそっと手を離す中、

「ごめんなさいお姉さま。わがままを言ったわ」

「……わがままだったのは、私の方です。マキナの気持ちをもっと考えるべきでした」

　マキナが目を伏せて項うな垂だれると、ルナも眉まゆ尻じりを下げて「ごめんなさい」と謝罪を返す。

　と、リビングの空気がどこか重たくなり、マキナとルナはそれぞれ沈んだ様子で、

「あたしは部屋に戻るわね」「いえ私が部屋に戻ります。忍さんさえよかったら、マキナと一緒に寝てあげて下さい」「そんなのダメよ。お姉さまも楽しみにしていたんでしょう？　それなのにあたし、すごくわがままで……」「私の方こそマキナの気持ちも考えずに……」

　なんて具合に、ふたりは口を開くたびにさらに沈んでいき、どうにも黙って見ていることができず、オレは控え目に提案をひとつ。

「えっと、それならふたりともオレの部屋に来ればいいんじゃないか？」

　──って、咄とつ嗟さとはいえなにとんでもないことを口走っているんだよオレは。

　な、なんだか冷や汗まで出て来た。おそるおそる様子を窺うかがうと、意外にもルナとマキナは互いの顔を見合わせたのち、ゆっくりと表情を笑顔に変えていき、ふたり揃そろって微笑ほほえみながら頷うなずいてみせる。が、ふたりと一緒に寝るって……オレの理性は大丈夫なのか？

　今更ながら失言に気づいてはみたものの、もうすでに手遅れだった。マキナは笑顔でオレの背中を押して廊下を進み、ルナは裸ワイシャツ姿であるのにも拘かかわらず、急ぎ足で先に階段をあがり、その時チラリと見えたのは、予想外にもパンツではなく真っ白なお尻しり。

　……まさかルナはパンツを穿はいていないのか？　そういえば確か、ルナは寝る時にあまり服を着ないタイプだったと思う。けれど一緒に寝るというのにその格好はまずいだろう。胸中でオレが狼狽うろたえる中、ルナは首を回して美声を弾ませる。

「それじゃあ忍しのぶさん、マキナ、私は枕まくらを取ってきます。ちょっと待っていてくださいね」

「ま、まあ待つのは別に構わないが、それよりもルナ、頼むから寝る前にパンツを──」

　穿いてくれとお願いするよりも早く、ルナは階段で足を滑らして後ろ向きにひっくり返り、思わずオレは言葉も飲み込んで彼女の腰を支えようとしたものの、むにゅっと柔らかな感触を顔全体に受けてその場に転倒。一応すぐに受け身を取ったので痛みは全くない。

　けれど不思議と視界が真っ暗だ。背中に当たるのが床のフローリングだということはなんとなくわかるのだが、先程から顔を覆っているこのぷにっとした感触はなんだ？

　なんだか甘くいい匂においがする。まろやかな温ぬくもりも心地いい。しかし息苦しさも手伝い、デジャヴュにも似たイヤな予感を覚えつつも軽く顔を動かしたところ、突然「いやぁああん」と、艶つややかな声が耳じ朶だを打ち、こちらの顔を覆っている何かが豊かに弾む。

「忍さん、そこは私の……お尻の……やぁ……近くですから……ああん……」

　お、お尻の近く？　という事はつまり、オレの顔に押し付けられているのは、あろう事かルナの桃もも尻じりなのだろうか。だとしたらやばすぎる。ルナは今パンツを穿いていない。瞬く間に頬ほおが熱くなり、早いところお尻の下から這はい出ようと再び顔を動かしたのだが、

「ぅん……忍さん大胆です……嬉しいんですけど、そんな風にしたら……ダメです……」

　おそらく本人は抵抗のつもりで身動みじろぎをしているんだとは思う。しかしルナの豊潤なヒップがこちらの顔全体を悩ましく撫なで擦こすり、瑞みず々みずしい弾力感を伝えると同時にとろけるような匂においが強くなってしまい……意図せず状況が悪化した。どうにも呼吸が怪しい。意識が朦もう朧ろうとしてきた。けれど諦あきらめずにオレがもがき続けていると、

「やぁあ、私、こんなところで、ダメなのに、んあぁあ、あぁあ……っはぁああん！」

　不意に甘美なソプラノボイスが響き渡ったかと思ったら、こちらの顔に押し当てられていたお尻がビクンビクンと痙けい攣れんをはじめ、続いてルナのあでやかな吐息が耳に触れる。

「んぅ……忍さんがそんなエッチな悪戯いたずらをするのなら、私だってしちゃいますからね？」

　ル、ルナを止めようにも酸欠で動けそうにない。次第に意識が朧おぼろげになっていく中、

「お、落ち着いてお姉さま！　なんだか止めるタイミングが掴つかめなかったけど、お兄さまはただ息が出来なくて苦しんでいただけだと思うわよ？」

「え？　そうだったんですか？　私はてっきり……」

　マキナの焦ったような声がどこか遠くから聞こえ、ルナが腰をあげた時、形の良い魅惑的なお尻が視界一杯に広がり、その影響か一気に意識が覚醒したものの、さすがにオレは彼女のヒップから目を逸そらして瞼を閉じた……。



　その後ルナは怒るどころか申し訳なさそうに頭を下げてきたので、オレも謝罪の言葉を口にしつつ、それからマキナと一緒に自室に戻ってしばらく談笑を続けたあと、ルナにパンツを穿はいてくれと頼むのも忘れたまま……とうとう二人と一緒に寝ることになった。

　ちなみに、マキナの暗示はまだ解けていないようだ。一度だけ呼び方を元に戻したものの、未いまだにオレの事を『お兄さま』と呼んでおり、照明を落とした薄暗い部屋の中。マキナはルナと二人でオレの身体を左右からやんわりと挟み、わずかに声を弾ませる。

「ねえお兄さま……って、あら？　ひょっとしてお兄さま、もう寝ちゃったの？」

「ぐうぐう。すうすう」

「……寝ている間だったら、お兄さまに好きなだけキスできるかしら？」

「起きました！　お兄さまはいま起きました！」

「ん……ちゅっ……」

「ああっ！　忍しのぶさんが起きているのにマキナがキスしました！　私もします！」

「ル、ルナ？　なんでお前までキスなんてするんだ！　マキナもルナもやめてくれ！」

　と、そう頼んだのにも拘かかわらず、二人はオレの頬ほおに何度も甘いキスを繰り返す。これでは眠れそうにない。二人の柔らかな体温に包まれ、妙に目が冴える中、いつしかマキナは穏やかな寝息を立てはじめ、ルナもそれに気づいたのか、そっと小声で話し掛けてきた。

「忍さんは、まだ起きていますか？」

「ああ、マジで夜が明ける頃ころまで起きていそうだが、どうしたんだ？　眠れないのか？」

「はい。ちょっと考え事をしていたら、眠れなくなっちゃいました」

　小声のままそう返し、ルナはやんわりと話をはじめる。

「今日のマキナは、なんだかとても楽しそうでした。まだ催眠術が掛かっているんでしょうけど、さっきマキナ本人が言っていたように、普段からずっと我慢していて、本当は今日みたいにみんなに甘えたかったんだと思います」

「……そうかも知れないな」

「昔、お義と父う様が話してくれたことがあるんです。子供の頃のマキナはすごく素直で、もしかしたら今日みたいな女の子だったのかも知れません。それが少し変わってしまったのは、マキナのお母さんが亡くなってからだそうです」

　彼女の声は穏やかで優しく、そしてどこか悲しい。

「多分、マキナは自分が誰だれかの傍そばにいることや甘えることで、また迷惑をかけるんじゃないかなんて、そう考えたんだと思います」

「……迷惑？」と、オレがオウム返しに訊たずねたところ、ルナは声を落として応じる。

「マキナは半人半魔ですから、人間界では『悪魔』と嫌われて、魔界では『出来損ない』だと蔑さげすまれてきました。そんなマキナの傍そばにいた人が、マキナが甘えた大好きな人が、人間界でどうなったのかを、マキナは痛いほどよくわかっているんです」

　──人間達たちの手によって殺されたマキナの母親。嫌われ者の半人半魔。そんな自分が誰だれかの傍そばにいたら、また大切な人が傷つくんじゃないかと、マキナはそう考えているのかも知れない。オレが唇を噛かむ中、ルナは小さく息を吐き出して少しだけ口調を和らげる。

「そんなマキナですから、私も仲良くなるのに苦労しました。だからマキナがはじめて『お姉さま』と呼んでくれたときはすごく嬉うれしくて、可愛かわいい妹のことが大好きになって、あのときだけは、自分が悪魔で良かったと思えたんです」

　穏やかな声こわ音ねのまま、彼女はゆっくりと続ける。

「私は魔界ではそれなりの力がありました。なにかあっても対処できたんです。そんな私が相手なら、たとえ半人半魔の自分が傍にいても、自分のせいで傷つけられることはないって考えて、それでマキナも安心して甘えてくれたんだと思います」

「……オレたちみたいな弱い人間が相手だったら、マキナは安心できないのか？」

「本来はそうだったのかも知れません。だけど一緒に過ごすうちに、マキナも忍しのぶさんたちのことを大好きになってくれたんだと思います。特に忍さんやエルニちゃんには、私わたし以上に心を許しているような気がします。でもマキナは優しい娘ですから……」

　わずかな躊躇ためらいを見せたのち、彼女は静かに切り出す。

「自分のせいでまた大好きな人が傷つくかも知れない。その前に自分から魔界に戻ろう、なんて考えていたのかも知れません。そんなマキナが選挙に出ると聞いたとき、マキナも人間界で生きようとしてくれているんだと思って、だから嬉しかったんです」

　一度言葉を止め、ルナは「でも」と微かすかに声を詰まらせる。

「最近のマキナを見ていると少し不安になります。頑張って選挙活動をしているみたいですけど、なにか悩んでいるように思えて、変に優しくて、それで──」

「この前、マキナが話してくれたんだけどな」

　柔らかくそう挟んでルナの言葉を遮り、

「マキナは自分の母親みたいになりたいそうだ。もし自分が母親に近づけたら、人間界で人として生きていけるんじゃないかって、そう考えてくれている。だから少しでも母親に近づきたくて、いま頑張ってくれているんだと思う」

　ルナと同様に穏やかに、オレは言葉に想おもいを乗せる。

「確かに元気がないように見える時もある。けれどマキナならきっと大丈夫だよ。ブラムのおっさんはマキナのことを『弱い』だなんて言っていたけど、とてもそうは思えない」

　そっと手を伸ばし、オレは寝ているマキナの頭を撫なでる。

「マキナはオレなんかよりもずっと強くて優しい。だから、きっと大丈夫だよ」

「はい……」

　小さく言葉を返し、ふとルナは上体を起こす。

「やっぱり、今日はマキナに譲ろうと思います。マキナが子供の頃ころのように甘える機会なんて滅多にありません。こんなときぐらい、素直に甘やかせてあげたいです。だって私は、マキナのお姉さんですからね」

　薄暗い部屋の中、ルナは優しく微笑ほほえんでベッドを抜け出して、そっとマキナへと顔を寄せ、「大好きですよマキナ」と彼女の頬ほおに小さくキスをする。

「それじゃあ忍しのぶさん、私は部屋に戻りますけど……」

　柔らかな微笑みのまま、彼女は声こわ音ねにぬくもりを滲にじませる。

「私も頑張りますから、忍さんもマキナのことを、これからも支えてあげてくださいね」

「マキナのことは守ると言ったからな……」

　しっかりとオレが頷うなずいて返すと、ルナは安心したように胸を撫なで下おろしたのち、静かに部屋を出て行った。そして残されたオレは、隣で眠るマキナのことがなんだかとても愛おしく思えてきて、ルナに言われた通り、支えてやりたいと思った。

　半人半魔ということで、人間からも悪魔からも嫌われ続けたマキナのことを、守ってやりたいと思った。胸の中で強い想おもいが溢あふれる中、マキナの柔らかなぬくもりに包まれて、いつしかオレは穏やかな眠りにつく……。


















第三章　悲しい約束



　なにやら身体がやんわりとしたぬくもりに包まれている。さらに誰だれかに頭を撫なでられているらしく、なかなかに心地がいい。

　が、少し不思議に思い、まどろみから抜け出そうと瞼まぶたを開けたところ、

「……マ、マキナ？」

　微妙に自分の口から裏返った声がもれる。

　目と鼻の先にはマキナの整った顔立ちがあり、彼女はベッドの上でこちらに抱きついたまま、しなやかな指先でオレの頭を優しく撫でていた。

「お、お前はなにをやっているんだ？」

「……た、ただのスキンシップよ」

　こちらの問いに照れたように返し、

「おはよう──忍しのぶお兄さま」

　頬ほおを赤く染めて微笑ほほえむマキナ。

　……そういや、昨日はあのままマキナと一緒に寝たんだったな。

　なんて思い返しつつも、オレは慌ててすぐにベッドから抜け出したのだが……どうやら昨日の催眠術はまだ解けていないようだ。朝食を取ったのち、マキナはリビングのソファーに腰を降ろしたオレの隣に座り、そのまま笑顔で話し掛けてくる。

「ねえ忍お兄さま、今日はこれからなにか予定はあるの？」

「昨日お前とルナにキスされすぎて疲れた。これから二度寝の予定だ」

　なんてプレイボーイっぽく冗談を飛ばすと、

「そ、それじゃあ待っているから、二度寝が終わったら一緒に遊びましょうよ」

　少し残念そうにしながらも、マキナはこちらの太ふと股ももにそっと自身の手を載せる。

　彼女の温かな掌てのひらの感触に若干だが動揺しつつも、オレはふと違和感を覚えた。

　オレに対する呼び方が昨日と違っている。昨日は『お兄さま』だったのだが、いまは『忍お兄さま』だ。それに多少のスキンシップはあるものの、昨日みたいにキスまでしてくることはない。どこか控え目である。

　怪け訝げんに感じてオレが首を傾かしげていたところ、リビングにエルニが顔を出したと思ったら、彼女はこちらの様子を認め、口元を緩めて声を掛けてきた。

「なあ忍、ちょっとお願いしたいことがあるんだ。いいか？」

「……お前が愛した忍は死んだ。何故だ！」

「坊やだからさ」

　こちらのギャグに応じつつ、エルニは「でも忍」と微苦笑をもらす。

「面倒くさがらずに頼みを聞いてくれ。さっきみんなと話していたんだけどな、今日はこれからみんなでデパートに行くことになったんだ。忍しのぶも付き合ってくれるか？」

「ああ。ついでだからデパートの本屋で小説でも買うかな」

　と、オレが軽く頷うなずいて返したところ、話を聞いていたマキナ。彼女は心なしか不安そうな瞳ひとみをエルニに向ける。

「……あたしも、一緒に行ってもいい？」

「マキナ、わたしもみんなでって言ったんだぞ？」

　ゆっくりとマキナに近寄り、エルニは彼女の頭を優しく撫なでて続ける。

「もちろんマキナも一緒だ。もし予定がないのなら、マキナもわたしたちに付き合ってくれ。いまルナたちも支度をしている。忍とマキナも──四十秒で支度しな！」

　言葉尻じりにエルニが冗談を乗せると、マキナはくすりと微笑ほほえみ、笑顔で頷いてリビングの扉へと向かう。おそらく部屋に戻って身支度を整えるのだろう。嬉うれしそうに早足で歩みを進める彼女の背中を見送っていると、エルニがそっとこちらの肩に手を載せてきた。

「忍、マキナは生徒会選挙のこともあってちょっと疲れているんだと思う。息抜きのためにも、今日はマキナに付き合ってあげてくれ」

「もちろんそれはいいが、マキナをこのままにしておくのはさすがにまずいんじゃないのか？　まだ催眠術に掛かっているんだろう？　一体いつ催眠術は解けるんだ？」

「……いまのマキナをしっかり見ていたら、忍もすぐに気づくと思う」

　ぽつりとそれだけ返して、マキナに倣ってリビングを出て行くエルニ。

　一方、オレはふたりに続いて身支度をはじめながらも、エルニがこぼした言葉の意味を、しばらく真剣に考えていた……。



　それから母さんが運転する車に乗り、家族みんなで向かった大型デパート。ここには以前ルナとなずなと一緒に来たことがある。そのときルナにお願いされてチョーカーを買ったわけだが、まあそれはともかく。

　大きなデパートの中には雑貨屋や電気屋や本屋。それにゲームセンターや映画館もあり、日曜日だということも手伝ってか、店内は大勢の人たちで賑にぎわっていた。

　そんな中、マキナはオレの腕を取ってご機嫌な様子。

　対して彼女の豊かな胸の膨らみを腕に受け、オレが少し落ち着かない気分になっていたところ、どうしてかルナもなずなも母さんも、揃そろってどこか優しい微笑みを湛たたえていて、みんなを代表するようにエルニがマキナに温かな目を向ける。

「マキナ、わたしたちはちょっと用事があるから席を外すけど、用事が終わったらちゃんと忍の携帯に連絡する。それまで忍とふたりで遊んでいてくれ」

「……あたしだけ忍お兄さまと一緒でもいいの？」

「うん。今日もいっぱい忍しのぶに甘えたらいい。もちろんわたしたちにも甘えていいからな？　用事が終わったら一緒に遊ぼう」

　みんなと同じように優しく微笑ほほえみ、ちょっぴり背伸びをしてマキナの頭を撫なでるエルニ。そんな彼女の姿を見ているうちに頬ほおが緩み、オレは柔らかくエルニに言葉を掛けた。

「やっぱりお前、マキナのお姉さんみたいだな」

「それは嬉うれしいけど……わたしなんかじゃ、マキナのお姉さんにはなれない」

　ほんの少しだけ表情に寂しさを滲にじませ、エルニはオレたちから離れたのち、笑顔のみんなと一緒にゆっくりと立ち去って行く。

　……一体どんな用事なのだろう？

　多少気にはなったが、とりあえずオレはマキナを連れてデパートの中を回る事にした。

　その間、彼女と一緒に可愛かわいい小物を見ては目を和ませ、音楽を試聴しては心を弾ませ、ふと擦れ違ったセクシーなお姉さんには興味を惹ひかれ……あっ、ちょっと痛い。

　寒いのに薄着なお姉さんを見ていたら、マキナに軽く耳を引っ張られてしまった。

　別に見み惚とれていたわけではなく、寒くはないのかと思っていただけなのだが……。

　微苦笑をこぼして視線を移すと、こちらの腕にくっついたまま、マキナが可愛らしく頬を膨らませていた。

「……あたしがいるのに、あのお姉さんのこと、見ていたでしょう？」

「なかなか色っぽかったな」

　とりあえず軽い口調でそう返したところ、これといって怒ることもなく、マキナは不安そうに質問をひとつ。

「忍お兄さまは、ああいうセクシーな人が好きなの？」

「まあ、好きといえば好きだな。エロ格好いいのも悪くない」

「エロ格好いい？　そういう人が好きなの？　それじゃあみんなの中だと忍お兄さまの一番のタイプは……薫かおるってことよね？」

「いや、どちらかと言えばかおるんもエロ格好いいのかも知れんが、なんというか、みんなそれぞれ違った魅力があるからな、正直一番のタイプと言われても難しい」

「そ、それなら、あたしのことはどう思う？　あたしみたいなタイプは……好き？」

「……いいか？　恥ずかしいから一度しか言わんぞ？」

　この機会に伝えておこう。質問に答えるべく、オレはマキナの目を見つめる。

「お前のことはすごく好きだよ。家族だと思っている。タイプ云うん々ぬんは関係ない。なにかあったら、ちゃんとお前のことも守ってやるつもりだ」

　そう告げると同時に頬が熱くなり、すぐに視線を逸そらそうとしたのだが……それができないほど、マキナは魅力的に微笑んでいて、思わず目を奪われた。

　白い頬を薔ば薇ら色いろに染め、琥こ珀はく色の瞳ひとみを嬉しそうに細め、

「ありがとう。あたしも忍ヽのことが大好きよ」

　薄桃色の唇からこぼれた言葉は、どこか愛おしそうに響く。

　……もしかしたら喜びのあまり、一瞬だけ忘れてしまったのかも知れない。

　本人はそれに気づいた様子もなく、しばらくするとまたオレのことを忍ヽおヽ兄ヽさヽまヽと呼び、こちらの腕を取ったまま、また演ヽ技ヽをはじめている。

　──いまのマキナをしっかり見ていたら、忍しのぶもすぐに気づくと思う。

　先程のエルニの言葉。その言葉に込められた意味とエルニの温かな想おもいを、いまになってようやく理解することができた。

　……エルニもマキナを甘やかせてやりたかったのだろう。そしてマキナもオレたちに甘えたかったんだと思う。今朝からの違和感から察するに、昨日とは違い、おそらくマキナの暗示はもう解けているに違いない。

　けれど彼女はいまも暗示に掛かったふりをして、こちらの腕から柔らかな身体を離さずにいて、だけどそれについて指摘することは避け、オレはマキナに付き合うように、再びデパートを見て回る。そして立ち寄った本屋でしばし小説を眺めたのち、オレが手ぶらで店を出ると、マキナが不思議そうに訊たずねてきた。

「本を買うんじゃなかったの？」

「まあ、そのつもりだったんだがな……」

「もしかしてお小遣いが足りなかったの？　それならあたしが買ってあげるわよ？」

「いや、気持ちだけ受け取っておくよ。特に欲しい本がなかっただけだ。それに小遣いならまだ余裕がある。せっかくだから、オレこそお前になにか買ってやろうか？」

「そ、そんなの悪いわよ。この前ネコミミ帽子も買ってくれたでしょう？　あたしばかりプレゼントを貰もらうのも──」

「遠慮するな。お前にはもう色んなものを貰っている。たとえば乗り突っ込みとかな」

　それに愛らしい笑顔や温かな言葉。本当に色んなものを貰っている。

　さすがに照れくさくて直接は言えなかった。けれどマキナが甘えてくれるときぐらい、なにかしてやりたいと、そう思う気持ちに変わりはない。オレはマキナの言葉を遮ったあと、自身の声こわ音ねに想いを乗せる。

「いつも色んなものをくれるお前に、ただお返しがしたいだけだ。ネコミミ帽子よりもいいものをプレゼントしてやるよ。ちなみに何か欲しいものとかはないか？　あまり高いものは無理だが、できる限りのことはするぞ？」

「……本当にいいの？」

　おずおずと訊ねてくるマキナ。オレが大きく頷うなずいて返したところ、彼女は「ありがとう」と微笑ほほえんだのち、なにか欲しいものでもあるのか、目を輝かせてこちらの腕を引き、目的の場所に辿たどり着ついたのか、そヽれヽを手にしたマキナに「これが欲しいわ」と告げられた瞬間、驚きのあまりわずかに絶句した。

　……マキナが手に持っているのは、金属製の錠がついた、蒼あおのタータンチェックのパンクチョーカー。ルナにプレゼントしたチョーカーとは色違いのデザインである。

　い、いくら姉妹とはいえ、まさかマキナまでルナと同じお願いをするとは……。

　思いっ切り動揺しつつも、とりあえずオレがチョーカーを購入すると、マキナは頬ほおを上気させながら、恥ずかしそうにこちらへと視線を投げた。

「忍しのぶお兄さま、そのチョーカー、つけて……」

「わかりましたマキナ女王様」

　言われた通り、オレは購入したチョーカーを自分の首に装備しようとしたのだが、

「ちょ、ちょっと！　なんで忍お兄さまがつけようとするのよ！　あたしにプレゼントしてくれるんじゃなかったの？　大体あたしは女王様なんかじゃないわよ！」

　恥ずかしかったので冗談で応じたオレに、マキナは小さく頬を膨らませた上に、ちょっとだけ瞳ひとみを潤ませてしまう。

「意地悪しないで、ちゃんとあたしにつけてよ……」

「お、おう、了解した。悪かったな」

　彼女のそんな反応を受けて再び動揺しながらも、白く細い首筋にチョーカーをつけるため、オレはマキナに近づいておずおずと手を伸ばす。

　と、彼女の艶つややかな赤髪から淡い花の香りが漂ってきて、オレの指先が微かすかに首筋に触れるたび、マキナが「んんぅ……」と甘い吐息をもらすものだから、チョーカーをつけ終える頃ころには、先程の動揺がさらに強くなっていた。

　一方、マキナはといえばご満悦な様子で首筋のチョーカーに手を触れ、煌きらめく笑顔をこちらへと向けてくる。

「ありがとう忍お兄さま。お礼にあたしも忍お兄さまに何かしたいわ。あたしにして欲しいことがあったら、なんでも遠慮なく言っていいわよ」

「それじゃあ、ひとつ頼むかな……」

　彼女の提案を受け、短い間のあと、オレは柔らかく頼みを伝える。

「いつものお前に、そろそろ戻ってくれ。オレたちに甘えるのはいい。もっと甘えてくれてもいい。けれどやっぱり、オレはいつものお前の方がいいんだよ。いつものお前に戻ってから、それからまた甘えてくれ。本当は催眠術だって、もう解けているんだろう？」

「…………いつから気づいていたの？」

「情けないことについさっきだ。多分、エルニのやつは朝から気づいていたと思う。あと母さんも勘がいいから、もしかしたら気づいているのかも知れないな」

　大きく瞳を揺らすマキナ。やはり催眠術は解けていたのだろう。彼女はこちらの答えを受け、「そう……」とこぼしてわずかに声を落とした。

「ほんとは昨日の夜、忍しのぶと一緒にお風ふ呂ろに入る前、忍の身体の傷を見たときに、なんだか違和感があったのよ。そのあとお姉さまと喧けん嘩かしているうちに違和感が強くなって、そのときはまだ気づかなかったけど、朝目が覚めたら……もう暗示も解けちゃったわ」

　小さくため息をつき、マキナは声を落としたまま続ける。

「昨日のことはすごく恥ずかしかったけど、エルニにお礼を言いたいぐらい嬉うれしくて、だからもうちょっとだけ続けたくて……本当にごめんなさい。忍にもみんなにも変に甘えちゃって、きっと迷惑をかけたと思うわ」

「……お前が甘えることが迷惑だなんて、オレたちはそんなこと思わないよ。だから催眠術なんかで誤魔化したりしないで、甘えるときは素直に甘えてくれ」

「そんなの無理よ……。あたしはお姉さまほど優しくない。エルニやなずなみたいに可愛かわいくもないでしょう？　こんなあたしが甘えてばかりいたら、いつか嫌われちゃうわよ。子供の頃ころだって……そうだったわ。あたしが弱くてみんなに甘えてばかりいたから、だからみんな離れていっちゃったのよ。お母さまだってあたしのせいで……」

　それ以上は言葉にならず、肩を震わせて目を伏せ、そのままマキナは口を閉ざす。

　彼女の表情を見ているうちに胸が痛み、だけどそれを抑えて、

「家族のことは、嫌いになったりはしないよ」

　オレは声こわ音ねに自分の気持ちを込める。

「お前にはお前の魅力がある。お前には優しいところも可愛いところも、それに強いところだってたくさんあるじゃないか。たとえ少し弱くても、素直じゃなくても、みんなのようにはなれなくても、全部ひっくるめてお前なんだ」

　ゆっくりとマキナに手を伸ばし、

「オレはそんなお前がいい。みんなもそんなお前のことが好きなんだよ。お前のことは家族だと言っただろう？　この先ずっと、お前のことを嫌いになったりはしない」

　自分の想おもいが伝わるように、オレはマキナの頭を撫なでる。

　するとマキナはぎゅっと強くこちらに抱きつき、

「……あたしも忍たちのこと、家族だって、そう思っているから……」

　声だけではなく身体まで震わせて、

「ありがとう、忍……」

　温かな言葉と同時に、マキナはオレの胸の中で静かに涙をこぼす。しかしまさか泣き出すとは思わず、やはり驚きはあったが、オレはそんな彼女の頭を撫でながら、しばらくマキナを抱き締め続けていた……。



　羞しゆう恥ち心しんを感じているのか、マキナの頬ほおがかなり赤いけれど、こちらの頬もかなり熱く、きっとオレも彼女と似たような顔をしているんだと思う。

　先程デパートの店内で抱き合ったりしたものだから、擦れ違う人たちが奇異な視線を向けてきた上に、中には「暑っ！　冬なのに暑い！」などと冷やかしの言葉をこぼす人まで現れたこともあり、我に返ったオレとマキナは慌ててその場から離れたのだ。

　それからふたりでデパートをぶらぶらしていたところ、何気なく足を向けた携帯ショップ。そこには別行動を取っていたみんなの姿があった。

　それに気づいて声を掛けようとしたところ、それよりも早く、みんなもこちらに気づいたらしく、何な故ぜかルナとなずなとエルニが慌てはじめ、微苦笑を見せる母さんを他よ所そに、三人はオレたちへと駆け寄り、

「し、忍しのぶさんもマキナもこんなところで会うだなんて奇遇ですね。せっかくだから私と一緒にお洋服でも見に行きませんか？　できればマキナは今すぐにでもお願いします！」

「わ、わたしもルナお姉ちゃんに付き合うよ。お兄ちゃんもマキナお姉ちゃんも一緒に行こう。特にマキナお姉ちゃんは可能な限り早くお願い！」

「わたしは試食品コーナーがいい──じゃなくて！　と、ともかく忍もマキナもわたしたちと一緒に行こう！　マキナだけでもいいから可及的速やかに！」

　何故か動揺の声をもらしながら、マキナをこの場から遠ざけようとするみんな。

　……用事があるとは言っていたけど、一体なにをしていたんだ？

　怪け訝げんに感じてオレとマキナが顔を見合わせる中、みんなと少し遅れて母さんが後ろ手でなにかを隠し持ってこちらへと近づき、微苦笑のままルナたちに声を掛ける。

「みんなの気持ちはわかるけど、そんな風に誤魔化さなくても大丈夫よ。もう準備は整ったからね」

　言葉と共に、母さんは後ろ手で隠し持っていたものをそっとマキナへと差し出す。

　母さんの手に握られていたのは……スマートなデザインの携帯電話だった。

「まだ携帯を持っていなかったでしょう？　これはマキナちゃんへのプレゼントよ」

「……あたしに？」

「驚いたでしょう？　マキナちゃんをびっくりさせたくて、それで黙っていたのよ？」

　母さんは嬉うれしそうに微笑ほほえみ、近くにいたエルニの頭に軽く手を載せる。

「ちなみに提案したのはエルニよ。本当にマキナちゃんとエルニは仲がいいわね。携帯の話をしたとき、珍しくエルニが真剣な顔をしていたわ。マキナちゃんに携帯を持たせてあげたい。喜ばせてあげたいってね」

　その言葉を受け、エルニがどこか優しく微笑み、マキナが瞳ひとみを潤ませる中、母さんは微笑んだまま続ける。

「マキナちゃんのお父さんは海外に住んでいるんでしょう？　この携帯は海外でも使えるものだから、まあちょっと料金が高くついちゃうかも知れないけど、これがあればいつでもお父さんにメールを送ったり電話したりできるわよ」

　……母さんはオレの話を信じて、ブラムのおっさんが海外で生活しているんだと思っているのだろう。本当はおっさんが魔界に住んでいることも、ルナやマキナが悪魔だということも知らない。

　けれど、たとえそのことに気づいたとしても、きっと母さんなら、ルナのこともマキナのことも受うけ容いれてくれるんじゃないだろうか？

　そう思わせるほど、母さんの声と表情は温かかった。

「きっとマキナちゃんのお父さんも色々と心配して、それで選挙に当選できなかったら、自分のところに戻って来いだなんて言ったんだと思うわ。でも、これはあたしのわがままかも知れないけど、プレゼントを渡す機会だし、ちょうどいいから言っておくわ」

　少しだけ照れたように軽く頬ほおをかいたあと、母さんは声こわ音ねにぬくもりを乗せる。

「マキナちゃんが望む限りでいいから、ずっとうちにいてちょうだい。やっぱりあたしも、マキナちゃんには傍そばにいて欲しいわ。だから選挙のことであたしに協力できることがあれば、なんでも遠慮なく言ってね？」

　笑顔のまま母さんが自分の想おもいを伝え、なずなとルナが「わたしもマキナお姉ちゃんと一緒がいいよ」「私も選挙に協力しますからね」とそれぞれ抱き締めると、先程泣き止やんだばかりだというのに、マキナはぽろぽろと大粒の涙をこぼし、

「……あたしも……一緒が……よかった……」

　うまく聞き取れないほど声を詰まらせ、ふたりに抱き締められながら、しばらく嗚お咽えつをもらして泣き続けていた。

　そんな中、いつしかエルニと母さんもマキナを抱き締めて、やはり擦れ違う人たちが奇異な視線を向けてきたが、自分の家ヽ族ヽたヽちヽの姿を見ていると、視線なんて気にならないぐらい、胸が熱くなって止まらなかった。

　ただ、みんなに混じりながらも、どうしてかエルニの表情だけはどこか泣きそうに思えて、それだけが少し気がかりだった……。
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　温かく過ぎた休日も終わり、再び選挙活動に追われる日々の中、相変わらずクラスのみんなは意欲的にマキナに協力してくれた。

　浅あさ田だは誰だれよりも早く学校に来ては、朝の挨あい拶さつの場所、校門前を毎朝欠かさず確保。さらに一体いつの間に知り合ったのか、たまにかおるんと協力しては対立候補の情報収集に努めており、クラスの男子たちと一緒に裏でこそこそとなにかをやっているようだ。

　またクラスの女子たちもいつもオレやマキナよりも早く学校に来ていた。そして朝や昼休みや放課後には南みなみを筆頭にこちらに女装を施し、交代制でオレとマキナと一緒に挨拶回りに付き合ってくれている。

　その一方で、聖ひじりはちょっと落ち込んだ様子だった。

　マキナにとって一番の対立候補は、いまの生徒会副会長、氷ひ室むろ加か奈なさんだ。

　少し前に立候補を辞退して生徒会メンバーに迷惑をかけた聖としては、本来ならばお詫わびの意味も込め、氷室さんに協力しないといけない立場なのだろう。

　選挙期間中にかおるんから聞いた話だが、一応聖は氷室さんに頭を下げ、マキナに協力するから力は貸せないと謝ったそうだ。

　けれどそんな聖を表に出すわけにもいかず、本人も裏方に回る他ないと理解している様子ではあるものの、やはり挨あい拶さつ回りに付き合いたかったのか、『なんであのとき立候補するなんて言っちゃったんだろう。マキナさんにとって大事な時期なのに』と、悔やむように切ないため息をつくこともあった。

　しかしマキナに協力したいという想おもいが強いのだろう。

　かおるんと浅あさ田だに混じって聖は慣れない情報収集に勤いそしみ、せめて応援演説のときだけは表に出ようと、最近では真剣に演説の内容を考えている様子。

　そして我が家のメンバーも、マキナのことをしっかりと支えていた。

　きっとルナは少しでもマキナの疲れを癒いやそうとしているんだと思う。彼女が作る弁当は日に日に豪勢になっていき、ここのところルナが笑顔でマキナにマッサージを施す姿をよく見かけるようになった。

　そんな中、なずなは友達のみーちゃんと一緒に選挙について調べ、母さんも選挙の公約や演説内容について頭を捻ひねり、二人ともマキナに様々なアドバイスをしてくれている。

　またエルニはマキナが家にいる間、ずっと傍そばにいて彼女のことを見守っていた。いつもの冗談を飛ばしては場の雰囲気を和ませたり、マキナの話を真剣に聞いてあげたり、相部屋ということもあってか、たまに一緒に寝ていることもあるみたいだ。

　あと少し意外なこともあった。

　今までマキナに対してあまりそんなことはしなかったのに、エルニは彼女の頭をよく撫なでるようになっていて、それをどこか嬉うれしそうにマキナも受うけ容いれており、その姿を眺めていると、まるでふたりが姉妹のように思えた。

　ただ、マキナは選挙活動に力を入れながらも、どこか様子がおかしいようにも見える。

　時折だが彼女はひどく寂しそうな顔を覗のぞかせることもあり、また以前のように怒ることもほとんどない。先日オレがプレゼントしたチョーカーを愛おしそうに撫でては、表情に翳かげりを落とすこともあって、忙せわしなく流れる日々の中でわずかな違和感を覚えながら、今日も選挙活動を続けていまは放課後。

　授業が終わったあと、オレは例の如ごとく女装姿のまま、先程までマキナと南みなみ、そして浅田と一緒に校内の各部活に顔を出しては挨拶回りに励んでいた。

　ちなみにオレたちがそんな風に選挙活動を行っている間、対立候補の氷ひ室むろさんもどうやらこちらと同じことをしているらしく、何度か廊下で擦れ違うこともあり、そのたび彼女はオレと浅あさ田だに熱っぽい視線を浴びせかけてきたのだが……まあそれはいいだろう。

　挨あい拶さつ回りを切り上げ、マキナと南みなみが手洗いに向かう中、浅田と共に更衣室に向かったオレは早々に女装のメイクを落としていた。

　このあとクラスのみんなと一緒に、選挙について教室で話し合う予定になっている。

　もっともそれは自由参加であり、それに時間帯も放課後だ。

　帰宅部の連中はほとんど帰ってしまっているだろうし、部活があって参加できない連中も多いだろうから……もしかしたら参加するメンバーも少ないかも知れない。

　と、そんなことを考えながら女装のメイクを解いていたところ、近くにいた浅田が苦笑混じりに話し掛けてきた。

「なんだかお前、最近すっかり手慣れてきたな」

「ここのところはほぼ毎日、女装なんかしているからな。さすがに化粧は無理でも、これぐらいだったらいやでも覚えるさ。女子たちの手を煩わせるのも悪い」

「……なるほどね。最近お前、着替えるのが面倒だとか言って朝からずっと女装していることが多いけど、やっぱり本当は女子たちに手間を掛けさせたくなかったんだな」

「昼休みや放課後にも選挙活動をしているからな。そのつど女装していたんじゃあ女子たちも大変だろう。それに女装のたびに女子たちからセクハラを受けるのも少しきつい」

「うっかり女装したまま男子トイレに入って痴女と間違えられる方がきつくないか？」

「……その話はするんじゃねえよ」

　しかしまあ選挙が終わるまでの辛抱だ。オレもマキナのためになにかしたい。多分、浅田もこちらと同じような想おもいを抱いているのだろう。オレと話を続ける中、ふと浅田は口調を和らげた。

「それにしても、あんなにいやがっていた女装でも、南なん条じようはオランジェロさんのためならあっさりと引き受けるんだな。文句も言わずに真剣で、そんなお前を見ていたら、俺も頑張ろうって、そう思えてくるよ」

「それはこっちの台詞せりふだ。お前こそ珍しく真剣じゃないか。お前やかおるんの持ってくる情報のおかげで、色々と対策が立てやすくなった。それにクラスの男子たちと一緒に裏でもなにかやっているんだろう？　一体なにをやっているんだ？」

「こっそりオランジェロさんのファンクラブを作っておいた。五ご行ぎようさんのお姉さん、薫かおるさんも協力してくれたんだぜ？　ファンクラブの人数は日に日に増してきているから、これで選挙の票も稼げると思うぞ？」

「本人が聞いたら恥ずかしがるだろうな」

「まあ、そうなんだろうけど、ファンクラブなんて遅いか早いかの違いがあるだけだ。俺たちが動かなくても、そのうちファンクラブも出来ていたさ。オランジェロさんは魅力的な人だからな。だからクラスの連中も頑張ってくれているんじゃないか？」

　和らげた口調のまま、浅あさ田だはどこか嬉うれしそうに続ける。

「五ご行ぎようさんは剣道部の連中に呼びかけて票を稼いでくれている。南みなみは他のクラスの友達に、クラス委員長の片かた霧ぎりは委員会の仲間に、それぞれ話をつけてオランジェロさんのことを応援してくれているみたいだ。だけどさあ、最近少し……不安になるんだよ」

　わずかに声を落として、浅田は眉まゆ尻じりを下げる。

「なんだかここのところのオランジェロさん、やっぱりちょっと様子が変じゃないか？　妙に優しいというか、どこか元気がないというか、クラスの女子たちの手を握ってお礼を言ったりして、普段はやらないような事をたまにしているから、うまくは言えないんだけどさあ、あれはまるで……」

　まるで別れを惜しむ前みたいだと、浅田はそう言いたかったのかも知れない。

　確かにマキナは選挙がはじまる前から、オレの手を握ったり、なずなに抱きついて離れなかったり、選挙初日の朝には、校門前でかおるんのことを優しく抱き締めていた。

　そんな行動は、普段のマキナなら滅多にやらないことだろう。

　しかし、それがここのところ頻繁に起こっている。意外に勘の鋭い浅田のことだ。違和感を覚えて色々と思うところがあるのかも知れない。けれど自分の考えをそれ以上こぼすことはなく、浅田は曇らせた表情を笑顔に変えた。

「オランジェロさんがなにに悩んでいるのかはわからないけど、とりあえずいまは選挙に集中しないとな。なにがなんでもオランジェロさんを当選させてやりたい」

「……お前、ほんとに珍しく真剣だな」

「相手がオランジェロさんだからな。真剣にもなるさ。クラスの女子達たちは俺の事を変態だと嫌っている。だけどオランジェロさんは五行さんと南と同じなんだ。俺の事を友達だと思ってくれている。俺は友達のためならなんだってするよ。それが俺なりの変態道だ」

　言葉尻じりにちょっとだけ冗談を乗せる浅田。オレはメイクを落としたあと、そんな優しい変態と一緒に更衣室を出る。

　と、ちょうど戻って来たのだろう。そこでばったりマキナと南と鉢合わせた。

　南はオレたちを認めるとやんわりと頬ほおを緩め、マキナの方は笑顔でこちらへと歩み寄って来る。マキナの首には今日もオレがプレゼントした蒼あおのチョーカーが巻かれていて、彼女は笑顔のままそっとこちらの手を取った。

「女装姿もいいけど、やっぱり忍しのぶは普段のままが一番いいわね」

「ワイルドな魅力に溢あふれているだろう？」

　なんて軽口を叩たたきつつ、オレは繋つながれたマキナの小さな手に視線を落とす。

　先日の催眠術が解けたあとからも、マキナはこんな風に控え目ではあるけれど、以前よりもオレたち家族とスキンシップを取るようになっていた。

　きっとマキナも心を許してくれているのだと、そう思っていたのだけれど、浅あさ田だと同じように、やはり次第に胸騒ぎが強くなっていく。

　しかしそれを隠して、マキナと南みなみと浅田と一緒に廊下を歩きながら、このあと行われるクラスの連中を交えた会議について思いを巡らせ、オレは軽い口調で切り出す。

「それにしても、みんなで話し合いをするのもいいけど、どの程度集まるものかな……」

「放課後だからね。みんな部活とかで忙しいと思うわ。とりあえず集まったメンバーだけで、頑張って会議をしましょう」

　そう言ってマキナが繋つないだこちらの手に軽く力を込めると、何な故ぜか浅田と南は揃そろってこちらに微苦笑を向けてきた。

「南なん条じようもオランジェロさんもまだわかっていないみたいだな」

「浅田君の言う通りだね。オランジェロさんの魅力はすごいんだよ？」

　言葉と共に、それぞれ微苦笑を笑顔に変える浅田と南。

　一方、ふたりの言葉の意味がわからなかったのか、マキナはしばらく不思議そうに首を傾かしげていたが、彼女も次第に理解しはじめたんだと思う。

　放課後の静かな廊下の中、ゆっくりと教室に近づくにつれ、クラスメイトたちの声が微かすかに聞こえてくるのだ。そして教室の扉の前まで足を運ぶと、オレやマキナの耳に、みんなの声が温かく響いてくる。

「……それでね、ダメ元で勉強を教えてって頼んだら、オランジェロさん『仕方がないわね』って、面倒くさそうにしながらも、すごく丁寧に勉強を見てくれたんだよ。やっぱりオランジェロさんは優しいよね」

「うん。わたしもそう思う。わたしは運動が苦手だから、体育で誰だれかのペアになるのがいやだったの。いつもペアの人に迷惑をかけちゃうもん。でもオランジェロさんとだったら、全然いやじゃなかったよ。わたしがどんなミスをしても、怒ったり呆あきれたりしないで、優しく色んなアドバイスをしてくれるの。だからわたし、オランジェロさんの事が大好き」

　もしかしたら、帰宅部の連中はずっと待っていてくれたのかも知れない。

「俺さあ、部活の先輩にいびられて泣きそうだった時があるんだけど、その時たまたま通りかかったオランジェロさんが、クラスメイトだからって理由だけで俺の事を助けてくれたんだよ。真剣に先輩に怒ってくれて、そのあとオランジェロさんは当たり前って顔をしてすぐに立ち去っちゃって、お礼も言えなかったから……あの時のお返しがしたいな」

　きっと部活がある連中も、それを切り上げて駆けつけてくれたのだろう。

　クラスメイトたちは、その声こわ音ねを弾ませたり潤ませたりしながら、オレの知らないマキナの話を続け、どうやら教室にはかおるんや聖ひじりもいるようだ。

「……クラスの皆さまは、わたくしの知らないマキナをたくさん知っているんですね。ちょっと嫉しつ妬としそうです」

「ふふ、薫かおるさんは本当にマキナさんのことが好きなんだな」

　そんなかおるんと聖ひじり、そしてクラスメイトたちの声が耳に触れる中、マキナはオレと繋つないだ手を小さく震わせ、わずかに琥こ珀はく色の瞳ひとみを滲にじませる。

　オレも胸が熱くなるのを感じながら、そっとマキナに声を掛けた。

「みんなお前のことを、待っているみたいだな」

「……なんだか……信じられない……わね……」

　言葉を詰まらせるマキナ。彼女の手をやんわりと引き、オレが扉を開けて教室内を見渡すと、そこには誰だれひとり欠けることもなく、クラスメイトたち全員が揃そろっていた。

　……きっとみんなも、マキナのことを大切に想おもってくれているのだろう。みんなはマキナに気づくと笑顔で駆け寄って来て、

「聞いてオランジェロさん。わたし部活の後輩にいっぱい声を掛けたの。多分、後輩たちもオランジェロさんに票を入れてくれると思うよ。だから褒めて！」「あっ、お前ずるいぞ！　俺もお前と同じことをやっているんだよ！　オランジェロさん！　褒めてくれなくてもいいから踏んでくれ！」「僕のことはなじってくれ！」「あたしはいじめて欲しい！」

　思い思いにマキナに好意を向けて、

「こらこら、みんな落ち着きなさい。これから会議をするんだからね」「そうだよ。みんなの気持ちはよくわかるけど、早く会議をしようよ。オランジェロさんのために頑張るんでしょう？　遊んでいたらダメだよ」

　クラスメイトたちはみんな一様に優しく微笑ほほえんでいて、みんなに囲まれて、みんなから温かな言葉を受け続けて……多分、マキナも我慢しようとしたんだと思う。

　形の良い唇を噛かんで、繋いだオレの手をぎゅっと握り、しばらく身体を震わせて耐え続けていたのだけれど、小さくしゃくりあげたと思ったら、

「……みんな……ありが……とう……」

　琥珀色の瞳から溢あふれた雫しずくが、彼女の頬ほおを伝って零こぼれ落ち、とうとうマキナは涙を流した。

　するとクラスメイトたちはみんな慌てたように、

「ど、どうしたのオランジェロさん」「大丈夫？　どこか痛いの？」「会議なんて明日でも出来るわ。体調が悪いのなら保健室に行きましょう」

　それぞれ声を掛けはじめ、マキナは泣きながらみんなに小さく首を振って返す。

「……違うの……嬉うれしくて……あたし……」

　掠かすれた声で言葉を紡ぎ、

「みんなから……こんな風にしてもらえるだなんて……思ってなくて……」

　とめどなく瞳から涙を溢れさせ、

「……お母さまみたいに……なれたんじゃないかって……」

　身体と声の震えを大きくさせながら、マキナは静かに嗚お咽えつをもらす。

　彼女の言葉の意味は、クラスのみんなにとっては半分程しかわからないと思う。

　子供の頃ころからずっと母親に憧あこがれ続けてきたマキナ。自分がその憧れの存在みたいになれたんじゃないかと、マキナにそう実感させてくれたクラスメイトたち。

　そんな温かなクラスメイトたちは、驚きや戸惑いを見せながらも、マキナが泣き止やむまで、オレと一緒にずっと彼女の傍そばにいてくれた……。



　その後、会議の間クラスメイトたちはマキナのためになにかしたいのか、一様に頭を捻ひねらせながら選挙について話し合い、人数が多いため、多少騒がしくはあったけれど、どこか柔らかく時間が流れていった。

　また、泣き止んだあと、マキナはクラスメイトひとりひとりの顔を眺めては穏やかに微笑ほほえみ、終始その笑顔が絶えることはなく、会議も終わって家路の途中。

　夕暮れの空の下、彼女は微笑んだままオレの隣を歩き、しばらくは無言だったが、不意に足を止めてぽつりとこぼした。

「ねえ忍しのぶ、クラスのみんなは……すごく温かかったわね」

「お前が相手だからだろうな。みんなお前のことが好きなんだよ」

　口元を緩めてオレがそう返すと、マキナも微笑みを濃くする。

「自惚うぬぼれかも知れないけど、あたしもそう思ったわ。きっとみんながそう思わせてくれたのね。みんながあたしに優しさを返してくれた。忍たちだけじゃなくて、クラスのみんなもあたしのことを好きになってくれた」

　言葉に嬉うれしさを滲にじませ、それとは裏腹に、マキナは少しだけ寂しそうに笑う。

「みんなのことを見ていると、なんだかあたしもお母さまに少しだけ近づけたような気がして、すごく嬉しかったわ。でも、あたしにはもうこれで十分。十分すぎるほどだから、だからね忍……」

　その声を微かすかに震わせ、



「あたしはそろそろ……魔界に戻るわ……」



　無理をしたように微笑み、マキナは瞳ひとみに涙を溢あふれさせる。

「もちろん選挙には出るつもりよ。みんなのためにも勝ちたいと思うわ。だけどね、選挙が終わったら、お父さまに頼んで、みんなの……みんなの記憶を……あたしのことを、忘れてもらうわ。それが一番……いいのよ……」

「……いいわけ、ないだろう」

　ひどく震えたマキナの声。彼女と同じくらい、オレの声も震えていた。

「どうしてそんなことを言うんだ？　魔界に帰る必要なんてないだろう？　みんなと一緒にいればいいじゃないか」

「……だめよ。みんなのこと……大好きになっちゃったから……」

「それなら尚なお更さらおかしいだろう？　みんなが好きなら、自分から離れることなんて──」



「──お母さまが亡くなったのは、あたしのせいなの」



　やんわりとこちらの言葉を遮り、

「温かな家も家族もみんな全部、あたしのせいで壊れちゃったのよ」

　諦あきらめたような笑みをはりつけ、

「子供の頃ころ、あたしはお母さまとお父さまと一緒に、小さな田舎に住んでいたわ。あのときは人間として振る舞っていたから、あたしにも友達がいたの。でもあたしが友達に甘えてばかりいたから、みんなはあたしから少しずつ距離を取っていったわ」

　当時の記憶を呼び起こすように、マキナは夕暮れの空を見上げる。

「あたしはそれが悲しくて、みんなに嫌われたと思って、そのときお母さまに相談したのよ。そしたらお母さまは、みんなに優しくしてあげなさい。みんなを守れるぐらい強くなりなさい。そうしたらみんなも優しさを返してくれるって、そう教えてくれたわ」

　……本当に母親のことが好きだったのだろう。

　母親の話を口にするとき、マキナの声はとても穏やかに響く。

「あたしはお母さまの教えてくれた通り、甘えてばかりいないで、みんなに優しくしようと思ったの。頑張ろうと思っていたんだけど……全然ダメだったわ」

　小さなため息と共に、マキナは再び声を震わせる。

「あたしたちが住んでいたところは本当に田舎だったから、みんなと遊んでいるときに、狼おおかみが出たのよ。近くに大人たちもいなくて、友達が危なくて、お父さまにも止められていたのに、そのときあたし、みんなの前ではじめて悪魔の力を使ったの」

　そんなマキナに、おそらく友達たちは応こたえてくれなかったのだろう。

　彼女は目を伏せ、小さな拳こぶしを握り締める。

「あたし……傷つけるつもりなんてなくて、みんなのことを守りたくて、それにちゃんとみんなのことを守ってあげられたのに……優しさなんて返してもらえなくて、あたしが悪魔だってバレたから、お父さまが出掛けているときに、友達たちのお父さんやお母さんたちがうちに押し寄せてきて……」

　その状況を想像するだけで、胸が激しく痛んで止まらなかった。

「お母さまはすぐにクローゼットにあたしを隠して守ってくれたわ。それなのに、あたしは怖くてなにもできなかったのよ。何度も力を使おうと思ったわ。だけどあの人は友達のお父さん、あの人は友達のお母さんだって気がついて、そんな人たちを傷つけたら、友達が悲しむだなんて考えて、迷っている間に、お母さまはみんなに……」

　声こわ音ねを掠かすれさせたまま、マキナは言葉を搾り出す。

「あたしは怖くてただ震えているだけで、一番大切な人を守ることができなかった。あたしのせいで全部壊れちゃったのよ。もうあんな思いはしたくないわ。だからあたしは魔界に戻るの。あたしのせいで大切な人が傷つくのは、もう見たくないのよ」

「……オレたちは、お前のせいで傷つくことなんてない」

「忍しのぶの胸の傷は、あたしのせいで出来たものでしょう？」

　こちらの言葉を否定するように、マキナは小さく首を横に振る。

「この前、聖ひじりの知り合いの退魔士も言っていたじゃない。退魔の組織は、あたしやお姉さまのような悪魔も黙認していない。まだ警戒態勢を取っていて、なにかのきっかけで退魔士たちが動く可能性は十分にあるって」

　聖の知り合いの退魔士とは、橘たちばなさんのことなのだろう。

　以前、聖がオレから距離を取ったとき、橘さんは退魔の組織がまだルナやマキナのことを警戒していると話してくれたことがある。

　だけどあのときオレは、自分のことで手一杯で、隣にいたマキナがどうして唇を噛かみ締しめていたのか、どうして顔を伏せていたのか、一体どんな気持ちだったのか……ずっと気づいてやることができなかった。

　後悔と同時に唇を噛み締めながらも、それでもオレはマキナに言葉を掛ける。

「お前たちを黙認させるために、いま聖が力を尽くしてくれている。オレもいずれ退魔士になる。聖とふたりでルナのこともお前のことも守ってやる。だから──」

「あたしは半人半魔なのよ？」

　そっとこちらの言葉を遮り、マキナはまた無理をしたように笑う。

「お姉さまとは違って、あたしは退魔士が一番嫌う悪魔なの。人間界にいても悪魔の力が制限される事はないし、半分は人間だから、退魔の術も半減する。お姉さまだけならともかく、あたしの事を黙認するだなんて、きっといまの聖でも無理よ」

　表情に寂しさを湛たたえて、だけどマキナは柔らかく告げる。

「もし黙認されないまま退魔の組織が動いたら、お母さまがしてくれたみたいに、忍たちはあたしの事を守ってくれると思うわ。だけどあたしのせいで忍たちが傷ついたら、争いに巻き込まれてなずなや巴ともえさんが傷ついたら……あたしはどうすればいいの？」

　泣き笑いのような表情を見せるマキナ。そんな彼女になにも言えず、

「みんなの事は大好きだけど、どんなに頑張っても、やっぱりあたしは人間界で生きられないから、半人半魔の悪魔だから……だからあたしのせいで誰だれかが傷つく前に、魔界に戻らないといけないのよ。きっとそれが一番いいわ」

　瞳ひとみに涙を滲にじませるマキナを、オレはただ黙って見つめるしかなかった。

　みんなと一緒にいたいと願いながらも、半人半魔というだけで、自分の願いを押し殺すことしかできず、大切な人が傷つくのを恐れて、自分から魔界へと戻ろうとするマキナ。

　彼女のためにできることが見つからなくて、どうしていいのかわからなくて、

「……ごめんな」

　オレは再び唇を噛かんで拳こぶしを握り締める。

　弱い自分が許せなかった。情けなかった。どうしてオレはこんなにも弱いのだろう。

　爺じいちゃんや父さんのような絶対的な強さがあれば、どんなことがあってもみんなを守れるような強さがオレにあれば、マキナも安心して人間界で暮らせたのかも知れない。みんなを守り切るだけの自信と強さがオレにあれば……。

「ごめんなマキナ。もしオレが爺ちゃんや父さんのように強かったら、お前だけじゃなくて、みんなを守れるぐらい強かったら、お前だって安心して……」

「忍しのぶはそのままでいいのよ」

　声を詰まらせるオレに、マキナは柔らかく微笑ほほえんで応じる。

「あたしがお母さまに憧あこがれているみたいに、忍はお爺さんやお父さんに憧れているんでしょう？　忍は自分に少し自信がなくて、自分のことを弱いだなんて思っているのかも知れないけど、忍はそのままでも十分素敵よ」

　涙を滲ませた笑顔のまま、

「いつも冗談ばっかりで、だけどたまにすごく優しくて、頭も撫なでてくれて、あたしのことも守ってくれた。だからあたしは、そんな忍が好き。本当に、大好きよ……」

　穏やかに言葉を紡ぎながらも、

「でもあたしのことはもういいから……忍はお姉さまたちのことを……あたしの家族たちを……ずっと守ってあげてね……」

　再び声を震わせるマキナ。彼女の言葉はとても優しくて、ひどく悲しくて、伸ばしかけた自分の手が無力にしか見えなくて、堪え切れずにオレは声を嗄らす。

「お前がいなくなるだなんて……オレには耐えられない……」

「忍の傍そばにはお姉さまがいるでしょう？　あたしがいなくても、お姉さまがいれば大丈夫よ。きっと忍のことを支えてくれるわ」

「それでも……オレは……」

「大丈夫よ。巴ともえさんがプレゼントしてくれた携帯電話があるわ。魔界と人間界の結界近くなら電波が繋つながるって、お父さまが言っていたでしょう？　メールだって、電話だって、できるから、なにも悲しくなんか……ないわよ……家族だもの。たとえ離れていても、あたしたちは……家族でしょう？」

　瞳から溢あふれ出した涙を拭ぬぐい、マキナは懸命に震えた声こわ音ねを整える。

「それにずっと離れているわけじゃないわ。忍しのぶは退魔士になるのよね？　忍ならきっと退魔士としてもやっていけるわ。いつか退魔の組織の中で偉くなって、あたしのことを黙認できるぐらいになれたら、そのときには……あたしのことを、人間界に呼んでね」

　そっとオレに抱きつき、マキナは想おもいを溢あふれさせる。

「忍が呼んでくれるのを、ずっと待っているから。たとえ忍が大人になっても、年を取ってお爺じいさんになっても、ずっと待っているからね。忍がプレゼントしてくれたチョーカーもずっと着けているわ。だから、あたしがこっちに戻ってきたときには……」

　真まっ直すぐにオレを見つめて、

「またあたしと……一緒にいてね……約束よ？」

　涙を流しながらも、マキナは温かな微笑ほほえみを浮かべた。そんな彼女に、大切な家族に、

「…………ああ、約束だ」

　オレは頷うなずいて返すだけで、頭を撫なでてやることしかできなくて、それが悔しくて情けなくて、強く奥歯を噛かみ締しめ、こぼれ落ちそうになる涙を、ただ堪こらえ続けていた……。










第四章　大嫌いだった人たちへ



　もしかしたら、マキナはずっと思い出を作ろうとしていたのかも知れない。

　みんなと過ごす残りの時間を大切にしたくて、少しでも長くみんなの傍そばにいたくて、それで妙に優しくなったり、怒ることもなくなったり、そしてスキンシップを取るようになっていたんだと思う。この前、催眠術に掛かったふりをしていたのも、最後にみんなに甘えようと考えてのことだったのだろう。

　オレはそれに気づかなかった。マキナが何に悩んでいるのか気づけなかった。マキナはオレなんかよりも強いから、母親みたいになろうと努力して、人間界で生きようとしてくれているのだと、そう信じていた。そう信じたかった……。

　けれど、ブラムのおっさんの言った通り、マキナは自分から魔界に戻るみたいだ。

　先日の放課後、それを知ってしまったときから、オレは彼女の思い出作りにさえ、うまく協力できないでいた。

　選挙が終われば……マキナがいなくなる。

　そんな考えばかりが頭を過よぎり、ここ数日は選挙活動にもあまり身が入らない。マキナと話していると笑顔が硬くなる。どんなに抑えようとしても、胸が痛くなって、いつもの冗談さえ言えず、相変わらず彼女の頭を撫なでることぐらいしかできなかった。

　もうじきマキナが魔界に戻る。

　きっとみんなは、まだマキナから話を聞いていないのだろう。

　我が家での夕食時。今日はエルニの姿が見えなかったが、ルナやなずなや母さん、そしてマキナの笑顔が、いつものダイニングに広がっていた。

　食事を取りながら、マキナはひどく穏やかな微笑を浮かべてはみんなとの談笑を楽しんでいて、柔らかくなずなに声を掛ける。

「ねえなずな、よかったら、おかずをちょっと分けてあげましょうか？」

「え？　それは嬉うれしいけど、いいのマキナお姉ちゃん」

「唐揚げはなずなも好きでしょう？　はい、あ～ん」

　マキナがおかずの唐揚げをなずなの口まで運ぶと、そこで母さんが悪戯いたずらっぽく口を挟む。

「なんだか最近のマキナちゃん、すっかりツンデレの『ツン』がなくなっちゃったわね」

「と、巴ともえさん、あたしはツンデレなんかじゃないわよ。あたしはその、なずなのお姉さんでしょう？　だからえっと……これぐらいは当然なのよ」

　微かすかに頬ほおを赤らめるマキナ。それを見てルナがくすりと微笑ほほえむ一方、オレだけが唇を噛かみ締しめる。そんなオレを認めて、マキナは少しだけ寂しそうに微笑んだのち、ふとテーブルの空席に視線を移す。

「それにしても、エルニはどこに行っているのかしら……」

「う～ん、それがよくわからないんです」

　マキナの言葉を受け、ルナは軽く首を傾かしげる。

「一応エルニちゃんも『晩ご飯はいらない』って電話してくれたんですけど、どこにいるのかまでは教えてくれませんでした。それにここのところエルニちゃん、朝からどこかに出掛けていることが多いんです」

「エルニが？　いつも家にいるんじゃなかったの？」

　不思議そうに訊たずねるマキナに、ルナは小さく首を横に振って応じる。

「忍しのぶさんとマキナが帰ってくる前には、エルニちゃんも戻って来てくれます。でも、普段はうちでお昼ご飯を食べてくれるんですけど、近ちか頃ごろは夕方までずっと出掛けていて、なにをしているのかも教えてくれないんです」

「珍しいわね。ほんとなにをしているのかしら？」

　ルナにそう相あい槌づちを打って、

「なんだか、ご飯のときにエルニがいないと、少し変な感じがするわね」

　エルニのいない椅い子すをじっと見つめ、

「……誰だれかひとり欠けちゃうと、こんな風になるのかしら……」

　わずかに瞳ひとみを揺らし、だけど微笑みを湛たたえたまま、マキナはぽつりとこぼす。

　彼女の姿を見ているうちに、小さく自分の唇が震えはじめ、オレは飲み込むようにして食事を取って自室へと戻った。

　マキナがルナたちに事情を話さないのは、別れの前までみんなの笑顔を見続けていたいからなんだと思う。

　だけどオレには話してくれた。みんなよりも早く教えてくれた。自分の気持ちを伝えてくれた。こんな弱いオレに『そのままでいい』と、『好き』だと言ってくれた。

　そんなマキナに、オレはぎこちない笑顔を向けることしかできていない。

　……オレにできることはそれだけなのか？

　守ってやりたいと思って、守ってやると口にして、けれどマキナの不安を拭ぬぐってやることも叶かなわず、ただ彼女を見送ることしかできないのか？

　マキナを引き止めることで、たとえ退魔士たちを敵に回したとしても、オレはそれでも構わない。しかしマキナは違う。自分のせいで家族が争いに巻き込まれることを恐れている。その不安を消してやらない限り、彼女は人間界で暮らせないのかも知れない。

　いつしかオレは自室のベッドに腰掛け、手に持った霊符をじっと眺め続けていた。

　この先オレが退魔士になって、様々な経験を積んで、退魔の組織の中で高い地位に上り詰めることができたら、ルナのこともマキナのことも黙認させられるんだと思う。

　マキナもそれを望んでくれている。オレも約束だと彼女に頷うなずいた。

　だが約束が果たされるまで、いったい何年かかる？

　この前、稽けい古こを見てもらったとき、聖ひじりはオレに退魔の才能があると言っていた。

　確かに武術の才能はないオレでも、退魔の能力は生まれ持っているのかも知れない。扱うことに時間が掛かるらしい霊符でも、すでに容易に動かせるようになっている。おそらく戦闘で使うことも可能だろう。

　しかしだからといって、すぐに退魔士の地位を高めるのは難しいと思う。

　あの聖でさえ、まだルナやマキナのことを黙認できていない。たとえ彼女と協力しても、退魔の組織を納得させるまで……ひょっとしたら何十年と掛かるのかも知れない。

　その間、マキナはどうなる？　せっかくクラスのみんなとも仲良くなれたのにも拘かかわらず、それを手放して、家族の思い出だけを抱いて、オレたちがいない魔界で、オレとの約束を信じて……ずっと待ち続けるのか？

　オレはそれに耐えられない。諦あきらめたくない。マキナを手放したくない。

　だから、彼女が人間界にいられる方法を考え続けていたのだが、情けないことに何も思い浮かばないまま時間だけが流れ、いまは少しでも退魔の組織について知っておきたいということもあり、しばらく悩んだのち、オレは聖に電話を掛けることにした。

　手に持った霊符をポヽケヽッヽトヽに突っ込み、それから携帯電話を取り出したものの、なかなか聖が電話に出ることはなく、また掛け直そうかと思っていたところ、『待たせてごめん』と電話越しに聖ひじりの凛りんとした声が聞こえてきた。

『なにか用かな、忍しのぶくん』

「……ああ、少し話したいことがあったんだが、いま大丈夫か？　忙しかったのならまた後ででもいいぞ？　何かしていたんだろう？」

『大丈夫だよ。ちょっと修しゆうくんとふたりで、薫かおるさんをベッドまで運んでいただけだから』

　修くんとは聖の弟さんの名前である。しかしその彼と一緒にどうしてかおるんをベッドに運んでいたんだ？

「ひょっとしてかおるん、体調でも悪いのか？」

『そういうわけじゃないんだ。薫さん、マキナさんの選挙活動にも熱心に協力してくれていただろう？　多分、家の仕事もあってちょっと疲れたんだと思う。さっきまで一緒に応援演説の内容を考えてくれていたんだけど、その途中で眠っちゃったんだ』

「……聖は疲れていないか？　聖も退魔の仕事があって大変だろう？」

『私なら平気だ。確かに疲れることもあるけど、そんなの気にならない。薫さんも同じだよ。薫さん、選挙活動でどんなに疲れていても、一度も愚痴なんて言ったことがないんだ。普段なら冗談で不満を言ったりもするんだけど、珍しくそんな冗談も言わない』

　穏やかな声こわ音ねで、聖はやんわりと続ける。

『きっと薫さんも、私と同じぐらいマキナさんのことが好きなんだと思う。マキナさん、選挙で当選できなかったら、魔界に戻らないといけないんだろう？』

　聖もかおるんも、マキナが自分から魔界に帰ることを……まだ知らない。

『マキナさんは私にとっても薫さんにとっても、とても大切な友達だ。だから私たちも出来る限りのことはするよ。疲れなんて気にもならないからな』

「……ありがとう。マキナも喜ぶよ」

　事情を知らない聖。彼女の温かな言葉が、こちらの胸をひどく締め付け、けれど震えそうになる声を抑え、オレは静かに切り出す。

「聖、今日お前に電話したのは、少し聞きたいことがあったからだ」

『聞きたいこと？　なにかな？』

「退魔の組織についてなんだが、ちょっと気になることがある。その……」

　わずかに言いい淀よどんだのち、オレは言葉を続ける。

「退魔の組織は、まだルナやマキナのことを警戒しているんだろう？　もちろんお前が力を尽くしてくれていることは知っているが、退魔の組織を納得させるまで、やっぱりまだ時間が掛かりそうか？」

『……急にどうしたんだ？　なんでそんなことを？』

「悪いが詳しくは話せない。それでも頼む。教えてくれるか？」

『忍くんの頼みなら、断る理由なんてないよ』

　凛りんとした声で即答。短い間のあと、聖ひじりは心持ち口調を重くする。

『正直なところ、ルナさんだけならそんなに時間は掛からないと思う。かなり前になっちゃうけど、忍しのぶくんには話したことがあるよな？　ルナさんは少し変わった悪魔だって』

　そういえば確か、ルナとなずながはじめて喧けん嘩かしたあたりだったかな？　そのときに聖が話してくれたことがある。

　悪魔というのは良くも悪くも人に様々な影響を与える。聖の見立てだと、ルナの影響を受け、オレの身体が悪魔に好かれやすい体質に変化してしまう可能性があるらしい。

　と、そんなことを思い返す中、電話越しに聖の声が聞こえてきた。

『ルナさんの場合は、いくらでも対処の仕様がある。悪魔の影響とはいっても、護符があれば問題ないレベルなんだ。それにルナさんは人間の血や精気を吸わなくても生活できる。このさき忍くんが退魔士になったら、多分退魔の組織も、ルナさんのことは忍くんに一任してくれると思う。だけどマキナさんの場合は……まだ時間が掛かりそうだ』

「……マキナが半人半魔だからか？」

『そうなんだ。マキナさんは悪魔としての能力も高い。薫かおるさんもマキナさんと同じ半人半魔なんだけど、退魔の組織は、薫さんやマキナさんみたいな人を道具として扱っている』

　こちらの質問に応じながら、聖は次第に声を落としていく。

『私もそんな退魔の組織を変えようと、自分なりに頑張ってはいる。だけど薫さんのことさえ、まだ家族として認めてもらえていないから……』

「退魔の組織が動く可能性は、十分にあるってことだな？」

『……残念だけど否定はできない。でもなにかあったら、絶対に私がマキナさんを守る。そのときは忍くんも一緒にいてくれるんだろう？　きっと大丈夫だ』

　聖の気持ちは嬉うれしい。しかしそれではマキナの不安を拭ぬぐうことはできない。彼女の答えを受け、オレは躊躇ためらいがならも口を開いた。

「なあ聖、宗そう悟ごさんでも、マキナを黙認させることはできないのか？」

『父さん？　そうだな……確かに父さんならできるのかも知れない。だけど父さんは、薫さんを大学に行かせるためにかなり無理をしたんだ。マキナさんのことで動いたら、今度こそ退魔士としての立場が危うくなると思う』

「……そうか。すまない。おかしなことを聞いた」

『それは別に構わないんだけど……本当にどうしたんだ忍くん』

　聖の声こわ音ねには気遣うような響きがあった。

『最近の忍くん、少し元気がないように見えるし、もしかして、なにかあったのか？』

「……いや、なんでもないんだ」

『そうならいいんだけど、私なら愚痴でも悩みでもなんでも聞くぞ？　私と忍くんは、その、お互いに支え合う関係だろう？　たとえどんなことでも、忍くんのためなら迷惑だなんて思わない。だからなにかあったら、いつでも遠慮なく言って欲しい』

　その真剣な声に、思わず心を揺り動かされた。確かにオレひとりではなにもできないかも知れない。けれど、聖ひじりと一緒ならなにかできるような気がした。マキナのためにできることが見つかると思えた。だからわずかに迷ったあと、

「実はな聖──」

『あっ、ごめん忍しのぶくん。ちょっと待ってくれ。父さんが帰って来たみたいだ。自分の部屋に戻るから──ん？　エルニがいる……』

　相談を持ちかけようとしたところで、電話越しに聖の驚いたような声がもれた。

　しかし出掛けているとは思っていたけど、どうしてエルニが聖のうちにいるんだ？

　こちらが疑問に思う中、エルニと話をしているのか、聖の声が若干遠くなった。

『な、なんでエルニと父さんが一緒にいるんだ？　え？　あっ、うん。忍くんと電話しているんだけど、えっと、ちょっと待ってくれ』

　どうやらエルニとのやり取りを終えたようだ。聖の声の大きさが元に戻る。

『忍くん、エルニが忍くんと話したいみたいなんだ。ちょっとエルニと電話を代わるな』

「ああ、それは別にいいけど……」

　なんの用だ？　疑問に感じたまま首を傾かしげていたところ、すぐに電話越しからエルニの明るい声が耳に触れた。

『やっほー忍。わたしだ』

「……お前なんでそんなところにいるんだよ？　今までどこでなにをしていたんだ？」

『実は宗そう悟ごにご飯を奢おごってもらっていた。その帰りにちょっとお邪魔したんだ』

「宗悟さんに飯を？」

　そういや少し前、宗悟さんがエルニと食事がしたいと口にしていた記憶がある。

　だけどいくらマキナの事情を知らないとはいえ、こんなときぐらいエルニにも家にいて欲しかった。オレは小さくため息を挟んでエルニに声を掛ける。

「なあエルニ、宗悟さんと食事なんていつでもできるだろう？　いまはマキナにとって大事なときなんだぞ？　飯ぐらいうちで一緒に食べてくれよ」

『……マキナにとって大事なときだからこそ、わたしは宗悟と会っていたんだ』

　明るい声から一転。エルニは口調を真面目まじめなものに変える。

『ちょうど忍にも電話をしようと思っていた。忍にちょっと話があるんだ』

「話？　どんな？」

『大切な話だ。悪いけど近所の公園まで来てくれ。緑みどり川かわ公こう園えんだ。そこで話をしよう』

　電話では言えないことなのかも知れない。エルニの声はいつになく真剣な色を帯びていた。本当に大切な話があるのだろう。ひとまず聖に相談するのは一いつ旦たん中断。オレは「わかった」とエルニに頷うなずいて返して電話を切り、コートを羽織ってすぐに家を出た。

　すると時間帯が少し遅いせいなのだろうか？

　公園までの道すがら、月明かりの下で誰だれかと擦すれ違ちがうことは一切なく、そのまま待ち合わせの場所、緑みどり川かわ公こう園えんに辿たどり着つくと、園内はひっそりと妙な静寂に満ちていた。

　……やけに静かだ。周囲から車の音さえ聞こえてくることもなく、少し怪け訝げんに感じながら、様々な遊具を尻しり目めに奥へと足を伸ばしている間、微かすかだけどエルニの声が耳に響く。

「……うん……わたしなら大丈夫だ……絶対に泣かない……止めたりもしない……のためだ……だから頼んだぞ……」

　うまく言葉を聞き取ることはできなかったが、その声を頼りに足を運んだところ、緩やかに流れる小川が目に留まり、その周囲に設置されたベンチ。そこに腰を落としたエルニの姿があったのだけれど……先程まで電話で誰かと話していたのだろうか？

　エルニの手には携帯電話が握られており、彼女はこちらを認めると小さく手を振って立ち上がったものの、オレとの話はどうしたのか、ひとを横目に電話を掛けはじめた。

「──ふふふ、マキナ、お前の愛しの忍しのぶはわたしが預かった。返して欲しくば……あっ、やっぱり冗談だってわかるか。そうか。実はいま忍と一緒に近くの公園に来ているんだ」

　冗談めかした口調とは裏腹に、エルニの表情はどこか硬い。

「マキナも知っているだろう？　緑川公園だ。よかったらマキナも一緒に散歩しないか？　ちょっとマキナに見せたいものがあるんだ。うん。それじゃあ待っているからな」

　硬い表情のまま電話を終えるエルニ。対してオレは首を捻ひねりながら彼女に近寄った。

「なあエルニ、はじめからマキナを呼ぶつもりなら、どうしてひとこと言ってくれなかったんだ？　というかお前、大切な話があるんじゃなかったのか？」

「わたしと忍の話は、マキナが来る前には終わる」

　小さくそう返し、わずかな間のあと、エルニはオレの目を見て切り出した。

「…………マキナは、魔界に戻るみたいだな」

「お前、知っていたのか？」

　思わず目を見張るオレに、

「わたしとマキナは相部屋なんだぞ？」

　エルニは静かに言葉を続ける。

「選挙がはじまる前から、わたしが寝ていると思っていたんだろうな。夜寝るときに、マキナは声を殺してひとりで泣いたりするんだ。だから薄々と気づいてはいた。マキナから直接話を聞いたのは、ついこの間のことだけどな」

　いつもの笑顔を完全に消して、エルニは唇を噛かみ締しめる。

「マキナが魔界に戻ることなんて、もうわかっていたことなのに、話を聞いていたら、涙が止まらなかった。だけど、わたしにはマキナを引き止めることなんてできないんだ」

　強く拳こぶしを握り締め、

「やっぱりわたしは……マキナのお姉さんにはなれない。どうしてもなれないんだ。でもそんなわたしを抱き締めて、マキナは嬉うれしそうに言うんだ」

　表情に寂しさを湛たたえ、エルニは言葉を搾り出す。

「ずっと待っている。いつか忍しのぶが人間界に呼んでくれる。忍と約束した。みんなともまた会えるって、嬉しそうに言うんだ。だけど、そんな約束なんて……わたしは要らないと思う。そんな約束なんて、どうせ意味のないものに変わってしまう」

「意味がないだなんて、言うなよ。オレとマキナにとっては、大切な約束なんだ」

　柔らかく口を挟むオレに、エルニは首を横に振って否定する。

「忍には無理だ。そんな約束は果たせない。たとえ果たせたとしても、マキナにとって辛つらくなるだけだ。だからわたしだって、本当はこんな事なんてしたくないんだけど……」

　ゆっくりと言葉を切り、

「──ごめんな忍」

　エルニは悲しそうに微笑ほほえんだ。

　それと同時だったと思う。不意に鋭い風切り音が耳じ朶だを打ったと思ったら、身体に強い衝撃が駆け抜けた。咄とつ嗟さに腕でガードしたとはいえ、こちらが地面に転がる中、いつから様子を見ていたのか、上空には漆黒の翼を広げたブラムのおっさんの姿。

　彼は緩やかに地面に降り、エルニは歪ゆがんだ笑顔のまま、オレ達たちからそっと距離を取る。

　……どういうことだ？　状況が全くわからない。混乱した頭のまま視線を投げると、おっさんはこちらの疑問に応じるように唇の端を吊つり上あげた。

「大方の話はエルニから聞いた。どうやらマキナはずいぶんと貴様に拘こだわっているようだ。貴様とくだらない約束までしたそうだな」

　エルニから聞いた？　どうしてエルニはおっさんにそんな話をしたんだ？　さらに疑問が広がる中、オレはわずかに口調を荒げて反論を返す。

「おっさん、エルニにどんな話を聞いたのか知らないが、勝手に決め付けるのはやめてくれ。マキナとの約束はくだらなくなんかねえよ」

「いいや愚かで救いようがない。半人半魔が人間界で暮らせるわけがないだろう。いくら優しさを与えようとも、人間たちに裏切られ、傷つき、また失うだけだ」

　小さくかぶりを振り、おっさんは言葉を続ける。

「サティアのときと同じように、また大切なものを失うことになる。仮にそうなったら、今度こそマキナは立ち直ることができなくなるだろう。あれは本当に弱い娘だ。そうなる前に、すぐにでもマキナを魔界に連れ戻す」

「……選挙まで様子を見るんじゃなかったのかよ？」

「様子を見た結果がこれだ。貴様とくだらない約束を交わした。マキナは魔界でしか生きられない。本人も自覚しているとは思っていたが、私の見込み違いだったらしいな。もう一度マキナには思い知らせる必要がある。自分の傍そばにいる人間がどうなるのかをな」

「……オレを潰つぶすつもりか？」

「命までは奪わん。ただし手足の一、二本は覚悟しておけ。不様な貴様の姿を見れば、マキナも二度とバカな考えなど抱かなくなるだろう」

　バカな考え……？　次第に怒りが湧わき上がり、オレはエルニへと視線を移す。

「まさかお前も、おっさんと同じ考えなのか？」

「……携帯電話って、便利だな」

　手に持った携帯電話をかざし、エルニは表情を殺す。

「これがあればブラムとも話をつけることができる。会う約束だって取り付けられる。マキナのことをブラムに教えたのはわたしだ。マキナにとってはこれが一番いい。マキナは魔界で幸せに暮らせばいいんだ」

「お前まで、マキナを傷つけるつもりか？」

「これ以上傷つけたくないだけだ。宗そう悟ごに頼んで人払いは済ませておいた。もうじきマキナがひとりでここに来る。自分のせいで傷ついた忍しのぶを見る羽目になる。それでマキナとはお別れだ。もう人間界に戻ってくることもないと思う」

「ふざけるなよエルニ」

　夕食のとき、ルナが言っていた。最近エルニはどこかに出掛けている。珍しく昼食もうちで取らない。なにをしているのかも教えてくれないと。

　……ルナに話せなくて当然だ。裏でブラムのおっさんと話をつけて、宗悟さんと会って人払いまで頼んで、こんなことを、マキナを傷つけるような真ま似ねをしようとしていたんだから。気がつくと握り締めた拳こぶしが大きく震えはじめ、オレは掠かすれた声をエルニに飛ばす。

「どうしてだよエルニ。なんでお前がこんなことを──」

「話はそこまでだ。マキナが来る前に終わらせる」

　オレの言葉を鋭く遮り、おっさんが繰り出した複数の風の弾丸。それらが唸うなりをあげてこちらへと飛んでくる。

　それは以前おっさんとやり合った時とは桁けた違ちがいの威力を誇っていた。おっさんの左腕に擬態した使い魔の影響だろうか？　弾丸は速く重く、そして途切れる様子が一向にない。

　絶え間なく降り注ぐ弾丸の嵐あらし。それに押され、捌さばきも受け流しもうまく出来ないまま、弾丸に被弾した身体が鈍い痛みと熱を持ちはじめる。しかしそれに構わず、弾丸を受けながらも距離を潰したとしても、おっさんは背中の翼を広げてオレを翻ほん弄ろうする。

　……勝てる要素が見当たらなかった。戦略を立てる余裕もなく、こちらの拳がおっさんに届くことも一切なく、いつしかオレは前のめりに倒れ伏し、ただ荒い呼吸を繰り返す。

　おっさんはそんなオレを見下ろし、いたぶるようにゆっくりと、こちらの腕や脚や背中に弾丸を撃ちつけてくる。それを受け続け、抑え切れずにオレが短い呻うめき声ごえをあげる中、

「…………なにをしているのよ、お父さま」

　悲鳴にも似た、か細いマキナの声が耳を打った。

　きっとエルニの電話を信じて、オレたちと過ごす時間を大切にしたくて、その思いでマキナも来てくれたのだろう。だからこんな姿を、マキナには見せたくなかった。

　不様にも地面に這はいつくばった自分。なんとか起き上がろうとしても、身体に力が入らず、いつものジョークを飛ばすつもりが、言葉の代わりに小さく咳せき込こみ、唇の端から赤い滴がしたたり落ちるだけだった。

　それでもオレが笑みだけを作ると、マキナは今にも泣き出しそうなほど表情を歪ゆがめる。

「どうして忍しのぶに、こんなことを？　エルニが見せたいものって、こんなものだったの？」

「……これでマキナもよくわかっただろう？」

　表情を殺したまま、エルニは静かに応こたえる。

「忍は弱い。マキナとの約束を果たせるほど強くはない。マキナが人間界に戻って来られることはないんだ。マキナは魔界で幸せに生きることだけを考えればいい」

「なんでエルニが、そんなことを言うのよ？　忍は弱くなんかないわ。あたしとの約束だって、ちゃんと守ってくれるもの。忍はすごく強くて──」

「忍は強くなんかない！　強いのならどうしていま地面に這いつくばっている！　忍が弱いからだ！　ブラムにも全く歯が立たない！　忍よりも強い退魔士なんていくらでもいる！　マキナまで守ることはできない！　みんなを守れるほど強くなんかない！」

　エルニの叫びには、どこか泣き声のような響きがあった。

「本当は忍だって弱いんだ！　マキナだって忍の身体の傷きず痕あとを見たことがあるだろう！　忍はただ無理をして強くあろうとしているだけだ！　そんな忍のことを、ルナや聖ひじりは支えようとしている！　だけどマキナは違う！」

　マキナの目を見つめ、エルニは声を震わせる。

「マキナは支えずに逃げようとしているだけだ！　忍に無理な約束を押しつけて甘えただけだ！　そんなマキナが忍の傍そばにいる資格なんかない！　忍にだけ無理をさせるな！　これ以上忍を苦しめるな！」

　声を震わせたまま、エルニはオレに潤んだ瞳ひとみを向ける。

「忍も忍だ！　できもしない約束なんかするな！　どうせ約束なんて守れない！　たとえ退魔の組織を納得させても！　マキナを人間界に連れ戻すまでどれだけの時間が掛かるのかわかっているのか！　その間ひとりで待ち続けたマキナはどうなる！」

　滲にじんだ瞳から涙を溢あふれさせて、

「みんなが成長する中、それを見守ることもできずに待ち続けて！　会えたときにはみんな変わっている！　年を取っている！　一度離れたら居場所なんてもう残らない！　だからそんな約束なんて要らない！　要らないんだ！」

　声を嗄からして、エルニは悲痛な叫びをあげる。

「いまなにもできないのなら！　そんな約束で誤魔化すな！　そんな約束でマキナを縛り付けて悲しませるな！　そんな約束でマキナを幸せにすることなんてできない！　未練が残るだけだ！　マキナは魔界で幸せに暮らせばそれでいい！　弱い癖に無理をするな！」

　……確かにエルニの言う通り、オレはどうしようもないほどに弱い。身体のあちこちには大小の傷きず痕あとがある。それらの傷は身体を鍛える際、爺じいちゃんや父さんの期待に応こたえられなかったときや、他流試合の際などに負ったものだ。

　爺ちゃんの別荘に行って川で遊んだときや、また臨海学校のときにも、エルニはオレの身体の傷痕を見ている。それを見て彼女もわかったのだろう。

　弱いから身体に傷痕が出来ると。

　実際、数多の他流試合をこなしているのにも拘かかわらず、爺ちゃんと父さんの身体には傷痕なんてほとんどない。それが天才と凡人の違いだということはわかっている。けれどこんな弱いオレでも、大切なものを守りたくて、それで強くなろうと思ったんだ。

　それなのに、オレはまだ弱いままで、地面に倒れたまま起き上がることもできず、エルニが口を閉ざす中、おっさんがこちらへと目を向けた。

「どうやらエルニの話も終わったようだ。悪いな南なん条じよう。マキナのためだ。予定通り貴様を叩たたき潰つぶす。マキナもよく見ておけ。お前が人間界にいる以上、また同じことが起こる」

















　言葉と共に、再び風の弾丸を撃ち出すおっさん。対しておっさんになにも言い返せないまま、オレはただ奥歯を食い縛り、こちらに迫り来る弾丸を睨にらんでいたところ、

「エルニもお父さまも、勝手なことばかり言わないでよ」

　目の前まで迫っていた弾丸が、不意に甲高い音を立ててかき消えた。

　衝撃波のぶつかり合い。マキナが放った風の弾丸が、おっさんのそれを相殺し、周囲に軽い風が巻き起こる。わずかにオレが目を見開き、そのまま視線を移すと、琥こ珀はく色の瞳ひとみに微かすかだが涙を滲にじませながらも、マキナは真まっ直すぐにおっさんを見つめていた。

「あたしはエルニのこともお父さまのことも好きよ。ふたりがあたしのことを心配してくれるのはわかるわ。だけど、それが忍しのぶを傷つけていい理由にはならないでしょう！　それにエルニが言うほど、忍は弱くなんかないわ！」

　大きく声をあげ、マキナはエルニに視線を移す。

「確かに忍もはじめは弱かったのかも知れない。あたしにみたいに『出来損ない』だなんて呼ばれていたことも知っているわ。でも忍は負けなかった。お爺じいさんやお父さんみたいになろうとずっと頑張ってきた。自分の弱さを知りながらも努力してきた忍だからこそ、今のままでも十分強くて、すごく優しいのよ」

　エルニに目を向けたまま、マキナはその声こわ音ねに愛おしさを乗せる。

「忍はあたしが半人半魔でも気にしなかった。守るって言ってくれた。なずなと一緒で、あたしのことを家族だと呼んでくれたのよ？　そんな忍だから、あたしは約束をしたの」

「……自分の願いを、忍に押し付けただけなんじゃないのか？」

　唇を震わせて反論するエルニに、マキナは穏やかに返す。

「エルニの言う通りかも知れないわ。だけど人間界に戻って来たときには、あたしは自分の全すべてを忍にあげるつもりよ。忍のためならなんだってするわ」

「忍たちがいない魔界で、ずっと待ち続けるつもりなのか？　約束が果たせるまで、どれだけの時間が掛かるかわからないんだぞ？」

「それでも構わないわ。もし忍たちと一緒に過ごす時間が短くなっても、その間に精一杯のことをすればいいだけよ。たとえ忍たちの最期を看み取とることしかできなかったとしても、そのときは忍たちの子供に、新しい家族に、あたしの全てを注ぐわ」

「……マキナがいない間に、忍になにかあったらどうするつもりだ？」

「あたしは忍の家族なのよ？　魔界からでもすぐに駆けつけてみせるわ」

「ルナや聖ひじりみたいに、忍のことを支えるつもりなのか？」

「もしあたしの力が必要なら、絶対に迷わない」

　いつしかマキナの瞳からは涙が消えていた。彼女は瞳に強い意志を宿してエルニに応じ、その瞳をおっさんに向けて「だから」と声音に力を込める。

「これ以上忍を傷つけるつもりなら、相手がお父さまでも許さないわ」

「……お前になにができると言うのだ？」

　マキナの瞳ひとみを受け流し、おっさんは冷ややかに告げる。

「サティアが人間共に殺されたとき、お前にはなにもできなかった。お前はただ震えていただけだ。そんなお前になにができる？」

「なんだってできるわよ。忍しのぶのためならなんだってするわ。あの頃ころと一緒にしないで。あたしはもう甘えているだけじゃないわ」

「……何な故ぜわからん。南なん条じようとの約束自体がお前の甘えだ。お前は子供の頃となにも変わらん。大切な者を守ることもせず、ただ甘えているだけだ」

「あたしだってみんなのことを守りたいわよ！　だけどあたしのせいで誰だれかが傷つくかも知れないのよ！　だからあたしは魔界に戻るの！　あたしがみんなを守る方法なんて、それ以外にないじゃない！」

「──それは違う！」

　鋭い怒声と共に、おっさんは容赦なくマキナへと向かって弾丸を撃ち出す。

「エルニの言う通り、お前は逃げているだけだ。甘えているだけだ。そんな考えを抱いている限り、お前が誰かを守れることなどできはしない」

　華きや奢しやな肩に弾丸を受けて小さく吹き飛んだマキナ。彼女を睨にらむように見下ろし、おっさんは吐き捨てるように告げる。

「現にお前はまた守ることができないでいる。あの頃と同じだ。やはりなにも変わらん。お前には見ていることしかできないではないか」

「……違うって……言っているでしょう？」

　痛みのためか、顔をしかめながらも、マキナはしっかりと立ちあがる。

　それと同時に強風が巻き起こり、彼女の周囲から無数の風の弾丸が姿を見せた。その数はおっさんの創つくり出だす弾丸よりもわずかに多い。しかしおっさんは表情に余裕を湛たたえたまま、マキナに自身の弾丸を撃ち飛ばして応じた。

　……人間界にいるというハンデのせいか、能力面に関して言えば、おっさんよりもマキナの方が上かも知れない。けれど経験の違いなのだろう。おっさんはマキナよりも遥はるかに力の使い方に優れている。

　敢あえて弾丸を地面に撃ちつけ、土煙でマキナの視界を覆い、その間に上空に飛んで無数の衝撃波を放つ。さらに攻撃の中に巧みにフェイントを織り交ぜてマキナを翻ほん弄ろうし、弾丸を自由自在に、まるで自分の手足のように扱っていた。

　……オレは一体なにをしている？

　攻防を繰り広げるうちに、マキナは肩や脚、そして両腕に弾丸を撃ち込まれ、そのたびに吹き飛んで地面に転がる。その様子を見ても、エルニは握り締めた拳こぶしを震わせるだけでなにも言おうとはしない。

　そんな中、マキナは何度でも立ちあがり、決して諦あきらめず、琥こ珀はく色の瞳ひとみは強い意志を宿したままで、その瞳が一切揺らぐことはなかった。

　……どうしてマキナはあそこまでする？　肘ひじや膝ひざから血を滲にじませても、ふらつきながらも立ちあがり続けるのは……どうしてだ？　誰だれのためだ？

　答えは決まっている。

「忍しのぶは、あたしが守るから……！」

　マキナの言葉が引き金となり、身体全体に力が宿る。

　這はいつくばった暗い地べたを、眩まばゆい月明かりが照らす。

　未いまだに身体中が軋きしむように痛むが、そんなことが気にならないぐらいに胸が熱かった。

　こちらの意思に応じるように、ポケットに仕舞っていた霊符が輝きはじめる。

　まるで自分を使えとでも言うように。

　──迷いは一切ない。

　子供の頃ころからずっと爺じいちゃんや父さんに憧あこがれ続けてきた。周りからどんな嘲ちよう笑しようを受けても、ふたりのようになろうと努力を続けてきた。たとえどんな相手と立ち向かおうとも、ふたりのように南なん条じよう流だけで挑もうと決めていた。

　それはオレの意地だ。劣等感ばかりを抱え、他人を羨うらやんでばかりいたオレを奮い立たせてくれた、昔よりもずっとオレを強くしてくれた……大切な誇りだった。

　だけどもう要らない。

　これまで積み上げてきた想おもいも。爺ちゃんや父さんへの憧れも。それを大事にしていた自分も。そんなものは捨ててしまってもいい。そんなものよりも大切なことがある。

　燃えるような胸の熱さ。これがオレの全すべてだ。

　──忍はそのままでいいのよ。

　不意にマキナが伝えてくれた言葉が頭をよぎる。胸の熱がさらに増した。その熱が瞬く間に全身へと広がっていく。いまマキナを守れなくてどうする。

　気がつくと身体から痛みが消えていた。オレは霊符を掴つかんで立ちあがり、地面を蹴けって咆ほう哮こうと共におっさんへと駆け出す。と、もう動くことはできないと判断していたのか、こちらを認めたおっさんが驚きに目を見張る。しかしそれも数瞬だけだ。

「邪魔をするな！」

　おっさんは攻防の手を緩めず、こちらへと複数の弾丸を放ち、すぐさまオレは霊符に力を込めてそれらを打ち消した。

　途端、おっさんが再び目を見張ったものの、攻撃の手が乱れることはない。そしてやはり弾丸の数が多すぎる。複数の弾丸が不意に軌道を変え、こちらの後方から迫ってくる。これは避けられない。オレが戦せん慄りつを覚える中、

「……何度も言わせないでよお父さま。これ以上忍を傷つけるつもりなら、相手がお父さまでも許さないって言ったでしょう？」

　マキナが放った複数の衝撃波。それが鋭く唸うなりをあげ、こちらへと接近していた弾丸を跡形も残さず叩たたき潰つぶした。……実に頼もしい限りだ。こんな状況にも拘かかわらず、自然と口元が緩んでいく。オレは口元を緩めたまま、軽い口調でマキナに声を掛けた。

「マキナ、悪いが防御を任せてもいいか？」

「ええ、大丈夫よ忍しのぶ」

「それじゃあ頼んだぞ……ＢＡＤマキにゃん」

「ＳＯ・ＢＡＤ──って、なんてことをやらせるの！　こんなときに軽口なんて叩かないでよ！　ちゃんと真面目まじめにやりなさい！」

「すまんな。オレはいつでもジョークを欠かせない男なんだ。なかなかクールだろう？」

「……あまり冗談が過ぎると、お姉さまにも愛想を尽かされるわよ？」

「な、なんか、前におっさんにも似たようなことを言われた気がするな」

　軽く肩をすくめたのち、オレは「行くぞマキナ」と口調を正して再びおっさんと対たい峙じ。

　霊符もあと数回しかもたないだろう。だけどマキナと一緒なら、おっさんの弾丸も脅威ではない。オレは地面を抉えぐるようにして駆け出し、おっさんへと肉迫する。

　しかしおっさんはそれを許さず、風の弾丸がこちらへと降り注ぎ、衝撃波が身体に掠かすり、左肩を貫く。けれどオレは躊躇ためらわずに防御を捨てた。おっさんの弾丸が急所に当たることは決してない。マキナがオレを守ってくれていた。

　ダメージは最小限に抑えられている。些さ細さいな弾丸を受けてもオレは倒れない。一度は限界を迎えた身体も、熱を帯びたまま止まることはない。

　数分も経たたずにおっさんとの距離は潰した。おっさんはそれを嫌ってか、表情に焦りを見せ、背中の翼を広げてこちらから離れようとしたが、

「──ぐうっ」

　マキナが撃ち出した弾丸。それがおっさんの身体を捕らえて動きを封じ、その隙すきを逃がさずオレは鋭く踏み込み、

「オラァアア！」

　渾こん身しんの力を込めた右の掌底を叩き込み、間髪を容いれずに左の掌底を突き刺して肉体の内部を破壊。それを受けておっさんは短い呻うめき声ごえと共に口から血を吐き出したが、これぐらいで止まるおっさんではないだろう。

　左腕に擬態した使い魔のこともある。すぐさま追撃を加えようと思ったのだが、相手はルナとマキナの父親だ。迷いが生まれた拳こぶしをオレが解きかけたところ、

「──もういい！　やめてくれ忍！」

　それまで静観を保っていたエルニ。彼女が悲鳴じみた声をあげた。

　するとおっさんはふっと口元を緩め、身体をふらつかせながらも苦笑を浮かべ、どこか瞳ひとみに温ぬくもりを込めてオレの目を見つめる。

「まったく……貴様がマキナの見せ場を奪ってどうする？　徹底的に痛めつけたつもりだったのだが、貴様は一体どれだけ頑丈なのだ？　何故また立ちあがった？」

「おっさんを潰つぶすために決まっているだろう？」

「はは、貴様は本当に人間なのか？　私の攻撃を受けてもなお立ちあがり、挙げ句の果てに霊符まで使うとはな。つくづく私の思い通りに動かん男だ」

　珍しく笑みを湛たたえ、おっさんはゆっくりとマキナに視線を移す。

「……今度は守ることができたな、マキナ」

　柔らかな微笑ほほえみを浮かべるおっさん。そんな彼の姿を見ていると、まるでこうなることを望んでいたように思え、オレが怪け訝げんに思う中、エルニがそっと口を挟んだ。

「はじめからブラムも、マキナを魔界に連れ戻すつもりなんてなかったんだ。ブラムはただ、マキナが自分に歯向かってくるのを待っていた。それだけだったんだ」

「あたしが歯向かう？　どういうことよお父さま。そんな理由で忍しのぶを傷つけたの？」

　こちらと同様に状況が読めず、またマキナの場合は多少の怒りもあるのか、心持ち彼女が口調を強くすると、おっさんは小さくため息をついて説明する。

「お前がルナを追って人間界に向かおうとしたとき、私は反対しただろう？　どうせすぐに戻ってくるだけだと。しかしお前が寄越す手紙を見ているうちに、気がつくと私も考えを改めるようになった。お前の手紙には……たくさんの想おもいが溢あふれていたな」

　どこか優しく目を細め、おっさんは穏やかに言葉を続ける。

「半人半魔の自分のことを、守ると言った変わった人間がいる。大切な姉も傍そばにいる。はじめは嫌っていたバカな娘も、いつしか姉のように思えてきた。自分のことを愛らしく慕ってくれる妹のような存在がいる。自分たちを支えてくれる母親みたいな人がいる。家族のような人たちが自分の傍にいてくれる。こんな自分にも友達が出来た……」

　微かすかに頬ほおを赤らめるマキナを他所に、おっさんはゆっくりと手紙の内容を口にする。

　その手紙の内容はおっさんの言葉通り、オレやルナやエルニ、なずなや母さん、そして聖ひじりやかおるんへの想いに溢れていて、ますますマキナが顔を赤くする中、一度言葉を切ったあと、おっさんは静かに告げる。

「マキナ、確かにお前は悪魔だ。しかしサティアのように気にも留めず、お前の傍にいてくれる人間たちがいる。そんな人たちに囲まれながら、お前は一体なにをやっている？　退魔の組織が自分を黙認していないと知るなり、『魔界に戻った方がいいのか？』などとくだらん手紙を寄越してくる始末だ。お前はサティアの教えを忘れたのか？」

「……忘れてなんか、いないわよ。みんなに優しくしてあげなさい。みんなを守れるぐらい強くなりなさい。そうしたらみんなも優しさを返してくれる──そうでしょう？」

　マキナが母親の言葉を口にすると、おっさんは満足そうに頷うなずいた。

「人間たちは、お前に優しさを返してくれただろう？　お前はもう子供の頃ころとは違う。いまのお前なら人間界でも生きられるはずだ。サティアが言っていた通りだな」

「……お母さまが？」

「ああ、お前がまだ赤ん坊の頃、サティアがよく言っていた。マキナは半人半魔だ。人間でも悪魔でもない。けれどマキナ次第で、きっと人間にも悪魔にもなれる。マキナのことを家族だと受うけ容いれてくれる人が現れるんじゃないかとな」

「だけど、あたしはまだ……」

「魔界に戻ることは許さんぞマキナ。自分の居場所は自分で守れ。人間界であれば、お前は私と渡り合えるだけの力がある。南なん条じようひとりでは私を打ち倒すことができなかったはずだ。しかしお前がいた。お前が南条を守った。今度は守れただろう？」

　言いよどむマキナに、おっさんはとても柔らかく言葉を紡ぐ。

「これからもそんな風に、大切な人ひと達たちを守り続けていけばいい。たとえ何があっても、自分の居場所を守れるぐらいに強くなればいいだけだ。南条ひとりに無理をさせるな。諦あきらめて逃げ出すな。力のあるお前が守られてばかりいてどうする。お前はそれでいいのか？」

「それは……」

「……まあ、私も昔はお前と似たようなものだったがな。一度サティアに別れを告げたことがある。そのときサティアに叱しかられたものだ。『あなたのいない人生に価値はありません』『あたしがあなたを守ります』『だからあなたもあたしを守ってください』とな」

　懐かしそうに、しかしどこか寂しそうにおっさんは微笑ほほえむ。

「結局私は守ることができなかったが、サティアの傍そばにいられたことに後悔はない。人間の一生は短い。いま傍を離れたら悔やむことになる」

「……あたしに、みんなを守れると思う？」

「お前は私のようにはならないだろう。お前は本当に良い友人たちと、いい家族に恵まれている。お前の傍には南条がいる。腹立たしい限りだが、南条がいれば何も問題はない」

　おっさんの想おもいを受け、わずかな迷いを見せてオレに目を向けるマキナ。

　彼女に掛ける言葉は、もう決まっていた。

「マキナ、傍にいてくれ。オレはお前を手放したくはない。いつかお前のことも、みんなのことも守れるぐらい強くなってみせる。だからそれまで傍にいてくれ。オレと一緒に、みんなのことを守ってやってくれないか？」

　気持ちが伝わるようにしっかりと声に力を込めると、マキナの瞳ひとみに涙が溜たまっていき、そんな中、こちらの様子を見守っていたエルニがそっと口を開いた。

「マキナ、退魔の組織のことなら心配しなくてもいい。わたしが宗そう悟ごに頼んでおいた。宗悟がマキナのことを黙認させてくれるように動いてくれるはずだ。きっと宗悟ならなんとかしてくれる。だから、もう安心してもいいんだ」

「……宗そう悟ごさんが、そこまでしてくれたのか？」

　さすがに少し驚き、オレはエルニに視線を移す。

「宗悟さんがいま動いたら、退魔士としての立場が……」

「本当かどうかはわからないけど、宗悟も近々引退を考えているみたいなんだ。家のことは全部聖ひじりに任せるつもりらしい」

「……そうなのか？」

「多分、わたしに気を使ってくれてウソをついたんだと思う。宗悟はわたしの大切な友達なんだ。わたしのことを避けてはいても、わたしの頼みならなんでも聞いてくれる。申し訳ないと思ったけど、マキナのためだ。迷ってなんかいられなかった」

　言いながら眉まゆ尻じりを下げ、エルニは泣きそうな表情を見せる。

「忍しのぶもマキナもごめんな。ふたりにひどいことばかり言った。だけどこうでもしないと、マキナの考えを変えることはできないと思ったんだ。本当にごめん」

　大きな瞳ひとみに涙を滲にじませ、何度も謝罪の言葉をこぼすエルニ。

　対してオレとマキナは互いの顔を見合わせたのち、それぞれ笑顔でエルニに応じた。

「エルニ、お前が謝る必要なんてないよ。むしろお前には感謝したいぐらいだ」

「忍の言う通りよ。エルニとお父さまのおかげで、あたしは間違いに気づくことができたわ。自分ひとりでは気づけなかったけど……やっぱりあたしは逃げていたみたいね」

　曇りのない柔らかな表情で、

「でもあたしはもう迷わないわ。あたしもみんなと一緒にいる。あたしもみんなのことを守る。もちろんエルニのこともよ？」

　声こわ音ねに温ぬくもりを乗せて、マキナはエルニに微笑ほほえみかける。

「迷ってばかりいたあたしのために、辛つらい役を引き受けてくれてありがとう。退魔の組織まで動かしてくれてありがとう。ずっと傍そばにいて、あたしのことを支えてくれてありがとう。あたしはそんなエルニのことが……大好きよ」

「……その言葉だけで……わたしには十分だ」

　身体を震わせながらも、エルニは涙を堪えて微笑んだ。

　そんな中、こちらの様子を見ていたおっさんは深いため息をついて口を開く。

「しかしここまで手間が掛かるとは思わなかったぞ。マキナを魔界に連れ戻すと迫れば、すぐに南なん条じようが食って掛かると考えていた。その際に南条を潰つぶせば、マキナが私に挑んでくると踏んでいたのだ。そのときにサティアの教えを忘れたのかと、そうマキナに伝えればよかっただけの話だった。それがどういうわけか……」

　再びため息をついてオレに視線を投げ、おっさんは愚痴るように続ける。

「予想外にも貴様の妹が食って掛かるわ、様子見の間にマキナは貴様からチョーカーなんぞ受け取るわ、挙げ句に貴様と忌いま々いましい約束など交わすわ、まったく……エルニがいなければどうなっていたかわからんな」

　……おっさんもマキナのために色々と思い悩んでいたんだな。

　今更だがおっさんを殴って悪かったと思えてきた。心苦しい気持ちを抱えつつ、ふと疑問に感じてオレはエルニに声を掛けた。

「それにしてもお前、よくおっさんの考えていることなんてわかったな」

「かなり前の話なんだけど、ブラムには守護霊が憑ついているって言っただろう？　その守護霊はブラムの奥さんだからな。ブラムがうちに来たときに、彼女から大方の事情は聞いていたんだ。でも、ブラムの考え通りに話が進まなかったから……」

「それでお前が力を貸したというわけか」

　……そういえばおっさんがうちに来たとき、エルニはサティアさんと話があるとか言っていた。その頃ころからエルニは、おっさんの気持ちを知っていたんだと思う。

　けれどマキナは魔界に戻る決意を固めていて、だからなんとかしてあげたくて、申し訳ないと思いながらも宗そう悟ごさんにマキナのことを頼んで、敢あえて憎まれ役まで買ってマキナに大切なことを気づかせてくれたのだろう。

「……ありがとうな、エルニ」

　自然と頬ほおが緩み、優しくエルニの頭を撫なでたのち、オレはおっさんに視線を投げた。

「しかしおっさん、さっきのは全部、エルニとおっさんの演技だったんだろう？　それにしてはずいぶんと本気だったじゃないか。ちっとは手加減しろよおい」

　安心して気を抜いたせいか、急に身体中が痛みはじめてきた。頭までくらくらする。やはり限界はとっくに越えていたのだろう。よくもまあここまで痛めつけてくれたものだ。オレは若干だが棘とげのある口調で声を掛けたのだけれど、

「マキナにだけは手を抜いておいた。しかし貴様は別だ」

　おっさんは取り出した煙草たばこを吹かし、何な故ぜか憮ぶ然ぜんとして返す。

「貴様に娘をふたりもくれてやるのだ。これぐらいは構わんだろう」

「……娘をふたり？　どういうことだよ？」

「その様子では知らんようだな。この機会にアホな貴様に教えてやる。ルナやマキナが首に巻いているチョーカーだが、あれは悪魔の女性にとって特別な意味がある」

「ただのアクセサリーなんじゃないのか？」

「そうではない。あれは人間界で言うところの……婚約指輪みたいなものだ。マキナはそれを身につけ、貴様が人間界に呼んでくれるのをずっと待つと言ったのだ。いくら脳のう味み噌そにウジが湧わいていそうな貴様でも、その言葉の意味がわかるだろう？」

「……そのとき、オレはあまりの衝撃を受け、そこで考えるのをやめた……」

「やめるな！　しっかりと考えろ！　なぜ貴様は目を閉じる！　おいこら！　聞いているのか……ん？　この男、気を失っていないか？」

「し、忍しのぶ！　どうしたの？　大丈夫？　しっかりしてよ……ああ、全然返事をしてくれないわ。どどどどうしましょうエルニ！」

「おおお落ち着けマキナ！　わたしたちが慌ててどうする！　きっと忍も慣れない霊符を使って疲れただけなんだと思う！　とりあえず救急車だ！　救急車を呼ぶしかない！」

「……南なん条じようならばそう簡単にくたばりはしない。マキナもエルニも冷静になれ。見た限り命に別状はないようだ。どれ、私が家まで運んでやろう──ぐぁ！　こ、この男、いま私を殴ったぞ！　本当は起きているのではないのか？」

　いやもうダメだ。意識が朦もう朧ろうとする。身体が鉛のように重い。みんなの慌てたような明るい声を聞きながら、オレは安心して意識を手放した……。
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　視界の端に映る、輝く銀のツインテール。一体なにを作っているのか、エルニはオレの部屋のテーブルの上でなにやら作業に勤いそしんでいる。その様子をベッドに寝転がりながら一いち瞥べつしたのち、オレは自分の手足に巻きついている包帯を眺めてはため息をついた。

　擦過傷及び裂傷、捻ねん挫ざや打撲。骨折こそないが未いまだに身体中が痛む。

　きっとそのせいだろう。ブラムのおっさんとやり合ったあと、こちらの怪け我がの具合を見るなり、うちの連中はルナを中心にオレに外出禁止令を突きつけてきた。

　ちなみにその後、おっさんは選挙が終わるまで人間界に留まると言い残して立ち去っていったらしいが、まあそれはさて置き。

　普段なら学校で授業を受けているはずの昼下がり。外出禁止令のおかげでマキナの選挙活動にも協力できず、オレはベッドの上で暇を持て余しているというわけだ。

　もちろん、みんなが心配してくれているのはわかっている。

　ここ数日、ルナは付きっ切りで看病してくれていたが、さすがに何日もバイトは休めないらしい。今日はオレの監視役はエルニに任せ、少し前に彼女はバイトへと出掛けて行った。幸いなことに母さんも家を出ている。

　……抜け出すチャンスは今しかないだろう。こう何日もダラダラしていたら身体が鈍ってしまう。相変わらず作業に勤しんでいるエルニ。オレは軽い口調で彼女に話し掛けた。

「なあエルニ、今からちょっと遊びに行かないか？　よかったらなにか奢おごってやるぞ？　寒いしタイ焼きなんてどうだ？」

「むっ、わたしは買収には決して応じないぞ！」

　作業の手を止め、エルニはわずかに眉まゆを寄せる。

「忍は大怪我をしているんだ。ちゃんと身体の傷を癒いやさないといけない。どうせ外に出たら、わたしの目を盗んでまた身体を鍛えはじめるんだろう？」

「オレは自分の限界に挑戦したいんだよ。退屈よりも危険を楽しみたい年とし頃ごろなんだ」

「そんなに危ないことがしたいのなら、ルナの前でかおるんにキスしろ！」

「な、なんて恐ろしいことを言うんだお前は……」

　思わずオレが気け圧おされる中、不意にエルニは泣きそうな顔になって言う。

「……わたしのせいで忍しのぶは怪け我がをしたんだ。マキナのためとはいえ、わたしが忍に無理をさせた。本当にごめん。マキナの選挙に協力できなくて忍も辛つらいとは思う。だけどお願いだ。そんな身体でこれ以上……無理はしないでくれ」

「わ、わかったよ。絶対に外に出たりしない。家で安静にしている。約束してもいい。だからオレの方こそ頼む。そんな顔をしないでくれよ」

　今にも泣き出しそうなエルニ。きっと責任を感じているのだろう。エルニの涙はルナの笑顔並みに強力だ。さすがに諦あきらめてオレがベッドに横になると、エルニは胸を撫なで下おろして再び作業に没頭していく。その様子をぼんやりと眺めつつ、オレは何気なく訊たずねてみた。

「エルニ、お前さっきからなにを作っているんだ？」

「これか？　これはビーズで作ったブレスレットだ。わたしの力と想おもいを込めているからな、アクセサリーだけじゃなくて、いいお守りにもなると思うぞ」

「ほんと手先が器用だなお前。ちなみにそのお守りって、一体どんな効果があるんだ？」

「うん。これを身につけていれば、悪魔の影響を受けなくなるんだ。護符なんかよりもずっと強力なんだぞ？」

　口調こそ明るかったが、エルニの表情に心なしか翳かげりが見えたような気がした。

「ルナはちょっと変わった悪魔みたいだからな。ルナの傍そばに長い間いたら、体質によっては悪魔の影響を受ける人たちもいると思う。だけどこのお守りさえあれば、なんの問題も起きないはずだ。たくさん作っておく。全部忍とルナにプレゼントするからな」

「……そうか。ありがとうなエルニ。きっとルナも喜ぶと思う」

「わたしにはこれぐらいしかできないからな」

　やはり表情に翳かげりを落とし、エルニは作業を再開させる。しばらくオレもその様子を眺めていたのだが、暇だったので教科書を取り出して勉強なんかをして時間を潰つぶしているうちに、いつしか部屋の窓から夕日が差し込んできた。

　……もうこんな時間か。相変わらずオレが退屈を持て余していたところ、学校から戻ってきたのか、ふと部屋の扉がノックされ、制服姿のマキナが顔を覗のぞかせた。

　するとエルニは作業の手を止めて腰をあげ、

「マキナ、見たいアニメがはじまるから、アニメが終わるまでの間、わたしの代わりに忍のことを見てやってくれ」

「ええ、わかったわエルニ。ゆっくりでいいわよ。ちょっと忍と話したい事があるから」

　部屋を出て行くエルニに頷うなずいて返し、こちらに目を向けるマキナ。対してオレは軽く頭をかいて彼女に声を掛けた。

「悪いなマキナ。大事な時期なのに、選挙活動に協力できなくて……」

「そんなこと気にしなくてもいいのよ。忍しのぶにはもう十分助けてもらったわ。心配しなくても、絶対に当選するからね」

　見み惚とれるような自信に満ちた琥こ珀はく色の瞳ひとみ。その瞳でオレを見つめたまま、マキナはベッドに近寄り、こちらの隣に腰を降ろす。そしてなにか迷うような素振りを見せたのち、おずおずと切り出した。

「ねえ忍、話は変わるんだけどね、実は前から忍に伝えたいことがあったの」

「オレに伝えたいこと？　ズボンのチャックならちゃんと閉まっていると思うぞ？」

「そ、そうじゃないわ。真面目まじめに聞いてよ。すごく大切なことなんだから……」

　なにやら頬ほおを赤く染め、マキナはこちらへと顔を寄せてくる。

「あたしもお姉さまに悪いと思っていたから、だからずっと悩んでいたの。ずっと曖あい昧まいにしてきたわ。だけど、もう我慢できそうにないから、ちゃんと忍に伝えるわね」

　なめらかな頬をさらに上気させ、どこか潤んだ瞳でオレを見つめ、マキナはゆっくりと声こわ音ねに愛いとしさを滲にじませる。

「あたしは、忍のことが好き。家族としてじゃないわ。異性として忍のことが好きなの」

「……そ、そそそそうなのか？」

「そうよ。あたしは独占欲が強い方だけど、忍と一緒にいられるのなら我慢するわ。魔界は一夫多妻制だもの。忍さえ迷惑じゃなければ、お姉さまと一緒に、あたしのこともたくさん可愛かわいがってね」

　……ルナやマキナにプレゼントしたチョーカー。それが悪魔の女性にとっては婚約指輪みたいなものだと、おっさんから聞いたときからある程度の予想はしていた。

　しかし改めて直接伝えられるとやはり衝撃が大きく、なにも言えないままオレが金魚のようにパクパクと口を開け閉めしていたところ、

「大好きよ、忍」

　朱に染めた頬を緩めながら、マキナは薄桃色の形の良い唇を近づけ、

「忍が迷惑だって言わない限り、ずっと傍そばにいるからね」

　とても魅力的に微笑ほほえんで、こちらがその笑顔に目を奪われる中、彼女はそっとオレの唇を優しく奪っていったのだが……この展開はやばい。

　これから先もずっと、オレはマキナのことを迷惑だとは思えないだろう。加えて魔界は一夫多妻制だ。その価値観がマキナ自身にある限り、彼女は決して揺るがないよう気がした。そう思わせるほど、彼女の笑顔は眩まぶしい。

　……しかしオレは一体どうすればいいんだ？　相変わらずマキナに言葉を返せないまま、内心で激しく頭を抱え、オレは胸中で深いため息をついた……。
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　生徒会選挙の最終日。クラス一丸となって力を注いできた選挙活動も、いよいよ今日で終わりを迎えるわけなんだが……マキナは本当に大丈夫なのだろうか？

　立候補者の演説を聞くため、体育館には全校生徒たちが集まっている。館内では応援演説や立候補者たちの演説が行われており、そんな中マキナはといえば、

「げ、原稿通りに演説すれば大丈夫よ。きっとなんとかなるわ。大丈夫……」

　先程から舞台袖そでの奥で演説用の原稿を片手に、落ち着きなくひとりでぶつぶつと呟つぶやいているが、まあ無理もないかも知れない。

　マキナは演説のトリを任されている。しかも現生徒会副会長、氷ひ室むろさんの次である。一番の対立候補の後ということで、色々とプレッシャーを感じているのだろう。

　彼女の傍そばにいた聖ひじりとオレは顔を見合わせたのち、少しでも緊張を解いてやろうと、それぞれマキナにそっと声を掛けた。

「えっと、マキナさん、とりあえず深呼吸をしてみようか」

「そうだな。ちょっと落ち着いた方が……ん？」

　なんかいま、かおるんとエルニの顔を視界の端に捉とらえた気がする。見間違いだと思ったのだが、やっぱりかおるんとエルニだ。ふたりは揃そろって学校の制服を見事に着こなし、さも当然といった顔をしてこちらへと近づいてきた。

　それに気づいたのか、聖は目を丸くし、マキナも驚いた様子で口を開く。

「ど、どうしてエルニと薫かおるがこんなところにいるの？」

「そんなの決まっているじゃないか。マキナを応援するためだぞ」

「わたくしもエルニさんと同じです。マキナの晴れ舞台ですからね」

　それぞれエルニとかおるんが笑顔でそう返したところ、

「エ、エルニちゃん、薫さん、私を置いていかないでください」

　なにやら聞き覚えのある美声が耳じ朶だを打ったと思ったら、今度はルナが舞台袖に顔を覗のぞかせた。彼女もエルニたちと同様に制服姿であり、こちらを認めるなり笑顔で駆け寄ってきたものの、「きゃあ」とその途中で転んでしまう。

「お、お前、たまに何もないところで転んだりするよな……」

　微苦笑をこぼして「大丈夫か？」とオレが手を差し伸べると、ルナは頬ほおを赤らめ、

「な、なんだか、私まで緊張しちゃって、その、すみません……」

　こちらの手を取って立ちあがり、彼女は赤い頬のままマキナに視線を移す。

「マキナ、私みたいに転ばないように気をつけてくださいね」

　さ、さすがにマキナも転びはしないんじゃないか……なんてことを考えていたところ、ルナの発言を受け、なにか思いついたのか、かおるんとエルニは揃そろってぽんと手を叩たたく。

「いいことを思いつきました。ここは敢あえて壇上の前で転んで見せ、そしてウケを狙ねらうというのはどうでしょう？　きっと大ウケですよ」

「わたしもかおるんに賛成だ。いいかマキナ、あまりわざとらしくしてはダメだぞ？　ルナみたいにあくまで自然に転んだ振りをするんだ」

「あの、私は転んだ振りなんかしていませんよ？　よくわからないんですけど、たまに転んじゃうんです。どうしてなんでしょう？」

　悲しそうに首を傾かしげるルナはともかく。おそらくかおるんもエルニもいつもの冗談を飛ばし、それでマキナの緊張を解そうとしてくれているのだろう。ふたりは聖ひじりに視線を移し、笑顔でジョークを重ねる。

「というわけで聖ちゃん、応援演説の前に聖ちゃんも敢えて転んでください」

「うん。天てん丼どんというやつだな。これで完かん璧ぺきだ」

「えっと、恥ずかしいから、私は普通にやりたいんだけど……」

　と、困ったように聖が苦笑を浮かべたところ、マキナはくすくすと笑みをこぼし、

「お姉さまもエルニも薫かおるも応援に来てくれてありがとう。もう大丈夫よ」

　どうやら冗談の効果はあったようだ。彼女は普段の落ち着きを取り戻しており、それからしばらくして聖が壇上に立って応援演説を行い、みんなでその姿を見守っている中、ふとマキナがこちらに目を向け、手に持った演説用の原稿をそっとオレに手渡してきた。

「忍しのぶ、ちょっと預かっておいて」

「ん？　オレが持っていていいのか？　お前も内容を暗記しているんだろうけど、一応持っていった方がいいと思うぞ？　もし詰まったりでもしたら困るだろう？」

「手伝ってくれたみんなには悪いけど、もうその原稿は必要ないわ。そこには公約とか建前が多くて、あたしの気持ちが入っていないのよ」

　やんわりとした微笑ほほえみを浮かべ、

「あたしは自分の気持ちをみんなにきちんと伝えたい。それは公約なんかよりも、ずっと大事なことだと思うの。やっぱりちょっと恥ずかしいけど……」

　すっとこちらに手を伸ばし、

「ちゃんと頑張るから、あたしのことをしっかりと見ていてね、忍」

　柔らかな掌てのひらで愛おしそうにオレの頬ほおに触れ、聖の演説が終わったのち、ルナとエルニとかおるんが『頑張れ』と思い思いに声援を送る中、マキナはゆっくりと、そして堂々と壇上にあがっていった。

　すると全校生徒たちの視線が一斉にマキナへと注がれ、しかし彼女は表情に緊張を見せることもなく、短い間のあと、設置されたマイクを通して静かに切り出す。

「はじめに、みんなに謝っておくことがあるわ。あたしはこの学校に転校して来たとき、クラスメイトはもちろん、先生たちのことも生徒たちも全員、みんな大嫌いだったわ」

　……い、いきなりなんてことを言うんだ。予想外の発言を受け、瞬く間に生徒たちもざわめきはじめている。思わずオレも焦ったが、マキナの表情は揺るがない。琥こ珀はく色の瞳ひとみに強い意志を湛たたえながら、わずかに声を大きくして演説を続ける。

「あたしは子供の頃ころ、友達たちに裏切られて、大切な人を失ったわ。だから人のことが嫌いになって、二度と信じないって思って、引っ越した先では『出来損ない』だなんて呼ばれていじめられていたけど、同じ場所には絶対に戻らないって、そう考えていたの」

　きっと引っ越した先とは、魔界のことなのだろう。

「だからこの学校に転校して来たとき、また裏切られるだろうなんて思って、みんなのこともずっと嫌っていたわ。だけどそんな中で色んな人たちとの出会いがあって、こんなあたしにも友達や新しい家族が出来て、みんなが大切なことを思い出させてくれたわ」

　緩やかに声こわ音ねに温かさを滲にじませて、

「──みんなに優しくしてあげなさい。みんなを守れるぐらい強くなりなさい。そうしたらみんなも優しさを返してくれる」

　誇らしそうに胸を張り、

「これはあたしのお母さまの教えよ。お母さまの言った通り、家族たちだけじゃなくて、クラスのみんなもあたしに優しさを返してくれた。あたしのために頑張ってくれた。本当にありがとう、忍しのぶ、お姉さま、エルニ、なずな、巴ともえさん、聖ひじり、薫かおる、南みなみ、浅あさ田だ、片かた霧ぎり……」

　オレたちだけではなく、クラスメイト全員の名前を淀よどみなく口にして、マキナは頬ほおを薔ば薇ら色いろに染めて微笑ほほえむ。

「みんなと一緒に過ごすうちに、あたしも少しは変われたと思うわ。気づいたときにはもう、この学校のことも好きになっていた。みんなのことを嫌っていた自分が恥ずかしくなるぐらいに、ほんとに大好きになっていたわ」

　生徒たちのざわめきはいつしか完全に収まり、マキナの微笑みに引き込まれるように、みんなは一様に口を閉ざして、ただ見み惚とれたみたいに彼女のことを見つめていた。

「あたしはもっとみんなと仲良くなりたい。みんなのことを守れるぐらい強くなりたい。一度は逃げ出したこの場所で、今度はちゃんと生きていきたい。大好きな人たちがいるこの学校を、いま以上に良くしていきたいから、だからそのために全力を尽くすわ」

　強い想おもいを言葉に出したのち、マキナは小さく息を吐き出して微苦笑を浮かべる。

「ごめんなさい。話が上う手まくまとまらなくて、ちょっと要領を得なかったかも知れないけど、それでも最後まで聞いてくれてありがとう」

　深い一礼と共にマキナが話を締しめ括くくると、ちらほらと周囲から小さな拍手が響き、その拍手は見る見るうちに大きな音となって体育館中に木霊し、それを受けてマキナが慌てたように真まっ赤かになる中、

「オランジェロさん！　わたしもオランジェロさんのことが大好きだよ！」「俺も大好きだぁああ！」「絶対に投票するからね！」「オランジェロさんなら安心して任せられるよ！」「楽しい学校にしてね！」「困ったことがあったらいつでも協力するからな！」

　と、まだ投票も終わっていないというのに、クラスメイト以外の生徒たちもそれぞれ大きな声をあげ、温かな歓声が巻き起こり、目を見開いてみんなの姿を眺めていたマキナは、いつしか瞳ひとみに涙を見せはじめていた。

　一方、舞台袖そででマキナの姿を見守っていたルナと聖ひじりとかおるん。彼女たちは一様に口元を緩めていたのだけれど、

「……マキナはもう、大丈夫だな……これでわたしも……」

　みんなとは違い、唯一エルニだけが、どうしてか寂しそうな微笑ほほえみを湛たたえていた。

　少し気になったものの、すぐにエルニは笑顔を浮かべ、舞台袖に戻って来たマキナのもとへと駆け寄ってしまったこともあり、結局オレはなにも言うことができなかった……。



　選挙の演説も終わって手洗いからの帰り道。オレが渡り廊下をひとりで歩いていたところ、不意に「南なん条じよう」と声を掛けられた。聞き覚えのあるその鋭い声に視線を向けると、そこには黒のスーツを身に纏まとったおっさんの姿。

　……おっさんもマキナの演説を聞きに来てくれたのかも知れない。

















　しかし突然の出現にオレが少し驚く中、おっさんはこちらに視線を向けたまま、人差し指で手招きをしてきた。それに応じて足を伸ばすと、おっさんは人目を嫌ってか、オレと一緒に校舎裏へと移動。その間、心なしかおっさんは満足そうに口元を緩めていて、彼につられるようにオレも頬ほおを緩めて口を開く。

「なあおっさん、マキナの演説はどうだった？」

「……なかなかのものだったな」

　大きく頷うなずいて応じ、おっさんは笑みを濃くしてオレの目を見つめる。

「南なん条じよう、私はそろそろ魔界に戻るつもりだが、貴様には世話になった。人間界を去る前に、貴様にも礼と詫わびを入れておこう」

「詫びだけで結構だ。とりあえずオレの事を『忍しのぶ様』と、そう愛を込めて呼んでくれ」

「……私は貴様の冗談には付き合わんぞ？」

　呆あきれたようにそう返しつつ、おっさんは微かすかに声を落とす。

「今回は貴様だけではなく、エルニにも色々と世話になった。私はあいつの頼みを聞いてやる必要がある。詫びはそのあとに入れよう」

「エルニの頼み？」

「私からこれ以上は言えん。エルニにも口止めされているからな。しかし貴様にも、いずれわかる時がくるだろう」

　どこか表情に寂しさを滲にじませ、

「ルナとマキナのことは貴様に任せる。貴様になら任せてもいい。ただ、エルニにも優しくしてやってくれ。あいつはひどく……孤独な娘だ」

　意味深な言葉を残して、そのまま背中を向けてしまうおっさん。

「おいおっさん、いまのはどういう意味だよ？　エルニがどうかしたのか？」

「……私の口からは言えんと伝えただろう？」

「わかった。話せないんじゃあ仕方がない。それならおっさん、ルナやマキナにひとこと言わなくてもいいのか？　いまから帰るんだろう？」

　オレの問いに、おっさんは背中を向けたまま携帯電話を取り出して応じる。

「これがあれば、いつでもふたりと話はできる。なにも問題はない。それに退魔士たちのこともある。私は早々に立ち去るつもりだが」

　ゆっくりと言葉を切り、

「あまりルナとマキナを泣かせるなよ……忍」

　おっさんはどこか穏やかな表情を見せ、柔らかくオレの名前を呼んだ。

　そんなおっさんに軽く手を振って別れを告げたあと、オレはしばらくその場に留まり、ひとりで考え続ける。一体エルニは、おっさんにどんな頼みをしたのだろうか……？










エピローグ



　……なんだか最近、ひとりで帰る機会が増えてしまったな。

　色々あった選挙活動も終わりを告げ、みんなの頑張りやあの演説の効果か、マキナは生徒会長に当選することができたわけだけれど、喜んでばかりはいられず、会長になってからというもの、なにかと彼女は忙しそうにしており、しばらく一緒に帰れそうにない。

　また少し話は変わるが、おっさんの例の言葉を忘れるぐらい、エルニは普段通りの笑顔を見せていて、いつものようにおバカなことをやってみんなを笑わせていた。

　そしてオレはといえば、今日もマキナと一緒に帰ることができず、ひとり寂しく放課後の下げ駄た箱ばこを後にし、ゆっくりと校門に向かって足を伸ばしていた。

　そんな中、ふと見知った銀髪少女の姿が目に留まる。

　……オレのことを待っていたのだろうか？　彼女は校門前の壁に背中を預けており、オレは少し意外に感じて口を開く。

「お前こんなところでなにをやっているんだよ、エルニ」

「うん。ちょっと近くに寄ったから、それで忍しのぶのことを待っていたんだ。せっかくだから一緒に帰ろう。忍もマキナと一緒に帰れなくて寂しいだろう？」

「……多少はな」

　声を掛けたオレに笑顔で応じ、そのまま図星を指してくるエルニ。

　一方オレは微苦笑を浮かべてエルニと肩を並べ、それから彼女と他愛のないやり取りを交わしながらふたりで家路を辿たどっていった。すると不意に一陣の冷たい風が吹き、オレはエルニと揃そろって小さく身体を震わせる。

「やれやれ、冬も本番って感じだな」

「そうだな。わたしは寒いのが苦手だから、そろそろ暖かいところに行こうと思う。もう不安もなくなったしな」

「……不安？」

　オウム返しに訊たずねるオレに、エルニは表情に翳かげりを落として答える。

「マキナはもう人間界で生きていける。忍も出会った頃ころよりもずっと優しくなって、それにとても強くなった。忍の傍そばにはルナやマキナや聖ひじりがいる。だからもうなにも心配はいらない。わたしも安心して旅に出ることができる」

「……ただの旅行なんだろう？　どうして急にそんな話をするんだよ。ちゃんとうちに帰って来てくれるよな？」

　強い胸騒ぎを覚え、わずかに上擦った声で投げたこちらの問い。

　それにエルニは、いまにも泣き出しそうな笑顔で、ひどく寂しげに応じた。

「──ここに戻ってくることは、もう二度とないと思う」



















あとがき



　突然なのですが告知をさせてください、後ご藤とう祐ゆう迅じんです。

　本巻の発売とほぼ同時期に、『つきツキ！』の画集とコミック版の四巻が発売予定となっております！

　画集の方では梱こり枝えりこ先生が描く美麗なイラストの数々を存分に堪たん能のうする事ができ、また文庫未掲載のイラストや、僭せん越えつながら私が書かせて頂いた短編も収録される予定となっていますので、こちらも是非よろしくお願いします！

　そしてコミック版の方ではついに原作の四巻、聖ひじりがメインのストーリーへと突入します。コミックの中では着物姿の聖、背広姿の忍しのぶ、カラオケ店員姿のかおるん、その他にも各キャラがそれぞれ魅力的に描かれています。コミックの方も必見ですよ！

　──さてさて、今年はじめて引いたおみくじが末吉であるのにも拘かかわらず、その内容が凶みたいだったり、幸いな事に無事だったのですが、道を歩いていたら車にはねられたりしつつも書き上げた『つきツキ！』の十巻ですけれど、今回はマキナの話です。

　乗り突っ込みが得意なツンデレ女王様ことマキナ。二巻のあとがきでも触れましたが、私はツンデレというキャラをあまり書いたことがなく、マキナを描えがく上で様々な苦労がありました。ですが巻を重ねるたびに、マキナは自分の中で好きになっていったキャラのひとりでもありますので、読者の皆様が少しでも好意を抱いてくだされば幸いです。

　それではこのあたりで謝辞を。

　担当の神かみ長なが様。今回も大変お世話になりました。ストーリー展開や各キャラのコスプレ衣装等について素晴らしいアドバイスをたくさんくださり、ほんとにありがとうございます。今後もご迷惑をお掛けする事もあるかとは思いますが、何なに卒とぞよろしくお願いします。

　梱枝りこ様。今巻でも神クオリティのイラストを描いてくださり、感謝の言葉が尽きません。イラストを見るたびに心が弾み、和み、また満たされていきます。ご多忙の中、本当にありがとうございました！

　コミック版を担当してくださっている柴しば嶺みねタカシ様。毎月のコミックアライブをいつも楽しみにしております。漫画の中で各キャラが活いき活きと動き回っていて、もう可愛かわいくて仕方がありません。これからの展開にも期待しています。

　編集長の三み坂さか様、編集部の皆様、校正様、装丁様、営業様、その他この作品に関わってくださったすべての方々。そして読者の皆様にも厚くお礼申し上げます。

　最後に、モバイルアンケートにて心癒いやされるメッセージを送ってくださった方々。皆様のお言葉にはいつも励まされております。──報謝です！

後藤祐迅



















　著者

　後藤祐迅（ごとう・ゆうじん）

　　第６回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて佳作を受賞。

　　大阪在住のメガネ時々コンタクト野郎。

　　この前、カーナビの設定を頼まれたとき、試しにうちの住所を入力したら、ご丁寧にも音声で案内がありました……

　　『そこに家はありません』と。



　イラスト

　梱枝りこ（こりえ・りこ）

　　普段はゲームの原画家、イラストレーター。

　　好きなものはヴィジュアル系、可愛いもの。

　　趣味はライブに行くこと。

　　ほとんど家にいないどころか地方に飛んでます。

　　ＨＰ「無人少女」http://nekomimi.ws/~non-girl/
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